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Scheelite, vesuvianite, garnet and epidote from skarn at 
Fujikaramari, Ryozen town, Fukushima Prefecture 


K #& FF — (Keiichi Omori)** 


長谷 川 G = (Shuzo Hasegawa)** 
中 山 PS 2 (Matsumi Nakayama)*** 
1. # a 


AROMAS INT ( 旧 石 戸村 ) HE 揚 に 1G S BUCH 2 TOPO REAAERNC AE 
Bi, RG, SA-TRSEEFSIUG HK POMONA, これ 等 の 詳細 な 記 
載 は 殆 ん ど な か つた 。 こ の スカ ルン は 中 村 竹 道 の 道路 脇 の 露出 (第 3 IO) に 於 いて 見 
られ た 。 昭和 31 年 筆者 の 一 人 (S.H.) は , その 西方 山地 の 鞍 石 採掘 跡 (第 3 BC) 
か ら 以 上 の スカ ルン 鉄 物 の 他 , これ 等 に OTHE GUND 灰 重 石 を 産 す る こと を 見 出し 
た 。 こ の 新しい 産地 の 角 頭 及び BEE Hab 新鮮 な 鉱物 標本 が 採集 出来 た の で , これ 等 の 
産 状 や 二 三 の 性 状 に つい て 述べ る 。 


2. 産地 及 び 産 状 
PAIR, ak, 福島 両 県 境 近く に 供え る 填 山 (804.7m) の 西方 2km 
に 位置 し , 福島 市 と 相馬 市 ( 旧 中 村 町 ) CHS PNAS (第 1 図 )。 福島 市 より 
約 18km, 相馬 市 より 25km, 共に バス を 利用 し て 現地 に 達する こと が 出来 る 。 
当地 域 附 近 の 地質 を 第 2 図 に 示す 。 阿武 隈 山地 に 広く 分 布 す る 黒雲 母 角 関 石 花 賠 関 緑 岩 


* 昭和 33 年 6 月 鉱物 学会 講演 会 に 於 いて 一 部 発表 
** 東北 大 学 理 学部 岩 鉄 教室 


eee 昭和 陶 園 株 式 会 社 
1) Kozu, S., Omori, K. and Yagi, K.: Proc. Japan Acad., 36, 136 


~140, 1960. 
2) 現在 は 僅か に 転石 が 見 られ る 程度 で ある 。 
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1 黒雲 母 片 岩 類 , 2 Aka, 3 RESAN AeA 
緑 岩 , 4 PORRBAEM a, 5 Se (SAK 
岩 及 び 砕 居 岩 類 ) 


が 分 布 し , 地域 北方 に は これ より 新しく 導入 し た 瑠 状 黒雲 母 花 韻 岩 が 露出 し て いる 。 前 者 
O*E MPLS Ticit 黒 圭 母 片岩 や 石灰 岩 等 の 堆積 岩 源 の 岩石 が レン ズ 状 に 取り 残さ れ て 
存 し , 一 部 は 混成 岩 を 形成 し て いる 。 こ れ 等 の 岩石 は 特に 藤 所 一 行 合 道 間 に 多く み ら れ , 
走向 は 東西 , 傾斜 は 北方 に 50~80° CHS. 石灰 岩 の 層 厚 は 最大 50m と 思わ れ , ke 
の 糖 状 石灰 岩 と な つて お り , 花 賠 関 緑 岩 と の 接触 部 に は 析 植 石 を 主 よ と した スカ ルン を 生じ 
て いる 。 填 山 山 体 は 第 三 紀 の 所 調 寺 山 層 に 属し , KES, 実 山岸 及 び 同 質 の 火山 砕 層 岩 類 
より な り , 基盤 の 花 賠 岩 類 を 不 整 合 に お お つて いる リ D。 

新しい スカ ルン 産地 は 中 村 街 道 よ り 西 方 へ 約 300m Fa CPO RBC db ZEA RE 
跡 で ある (第 3 図 )。 こ こ は 数 年 前 赴 天 掘 を 行 つ た と ころ で ある が , MEAL ROT 
いる 。 花 賠 岩 類 と 石灰 岩 と の 直接 の 接触 部 は 見 られ な い が , や や ゃ 離れ て 石灰 岩水 赴 出 し て 
いる 。 採掘 跡 の 赴 頭 に は 多量 の スカ ルン が み ら れ , これ を 横切っ つて 石英 脈 が 発達 し て い 
Bo 石英 脈 は 一 部 に 長石 を 伴 つ て ペグ マタ イィ イト 様 を 呈し , 接触 変成 作用 の 最 末期 に 生成 し 


1) 八島 除 一 : 福島 大 理科 報告 ,) 5, 31.43, 1956; 49k, 42, 64~70, 
1958; 地質 , 65, 725~734, 1959. 
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た も の と 思わ れる 。 第 3 図 RAD vy OED 
スカ ルン の SAH Ud FADE SiS AV Net ie a 
が , REL HU ToD > BURT IRB 
BREA BRA, AAR 
TEE —-REBEY, OG 
帯 (少量 の 灰 重 石 を 伴う ) , BRE 
oA RADA RUG 
英 , 長石 帯 に 類別 され , RIB 
れれ に 人 征 ら で いる と 思わ お る 。 XK 
カル ン 及 び 石 英 帯 の 上 上 盤 の 上 限 は 不 
明 で ある が , 厚 さ は Sm 以下 と 推 
定 さ れ , 走向 は 石灰 岩 の そ れ に 等 し 
(RH, 延長 は 不明 で ある 。 第 4 図 
に 探 掘 跡 回 頭 の スケ ッ チ を 示し な た 。 
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3. K a 石 


灰 重 石 は 前 記 の 統 密 質 石 英 一 透 交 
Aiea ce lcm 以下 の 自 形 
結 品 と し て , 生 こ 多量 に 散 点 状 に 存 
在 し , RCE Sem に 及ぶ 塊状 の 
も の も ある 。 叉 他 の 帯 の ベス えー ブ 石 
PPB AIC PEO CHT SM, 石英 一 
(SRR HI ONK Vo 

1S A EEA CRAB ZN 
上 品 洞 中 に は 八 面体 の 結 品 が み ら れ 
る 。 結 品 は e (112) 面 より 成る 単純 な 結 品 形 で , Na wim c (001) が み ら れ る も の る も 
あぁ る 。 複 円 測 角 器 た こよ る 測 角 値 を 第 1 表 に , 結晶 図 を 第 5 図 に 示し た 。 顕 微 鏡 下 で は 屈折 
率 が 高く , 複 屈折 低く , 結 品 輪講 の 明瞭 な 自 形 結晶 を 示し , 他 の 久 物 中 に 包 有 され て いる 
も の も ある 。 

下記 の よう に し て 精選 し た 試料 に つい て 比重 測定 , 化学 分 析 及 び X 線 粉末 廻 折 実 険 を 
行 つ た 。 白 色 の 灰 重 石 は 石英 , 長石 等 と 混在 する 場合 , 選別 が や や 困 茸 で ぁ る 。 こ の 様 な 
場合 は 染色 を 行 つ て 選別 する の が よい 。 MSE 0.5mm 程度 に 粒度 を 揃え た 試料 (多量 
の 石英 等 を 混在 し た も の は , 先 づ 重 液 選別 を 行う ) EMER (H,O 3+HCl 1+HNO。1) 
中 に 浸し て 80°~90°C IBD S. 灰 重 石 の 表面 の み が WO。 の 黄色 に 染色 され る 。 こ 
れ を 水洗 間 燥 し て 黄色 に 染色 し た も の の み を , ルー ペペ あるいは 双 眼 頭 役 鏡 で 選別 し , 次 に 
これ を 稀 ア ン モ = マヤ 水 で 処理 する と , 容易 に WO。 を 沙 解 し 去る こと が で きる の で , 水 
VERO L TREE T So 


化学 分 析 に 当 つ て , 試料 溶解 法 は HF+HCIO。』 法 に 従 つ た 。 分 析 結 果 は 第 2 表 に 示し 


1) Pic 5mm LAK OMBWRE PES 9 
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SAM 弐 石 採掘 跡 露 頭 の スケ ッ チ 


L 
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7 8 


1 石英 帯 , 
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第 1 表 灰 重 石 と ベス ー ブ 石 の 測 角 値 


3 iAH (少量 の 灰 重石 を 伴う ), 
4NR-TH: MH (少量 の 灰 重 石 を 伴う ), 
Ase: HG - BAT, 
7 HE(GRIVY T= VR, 


5 灰 重石 ・ 
6 RG MHA - ARA®, 


Wo ef at # fa 
結 on ~ ーー |= = 
P p P p 
mle (001) es 0°00" = 0°00" 
e, (142) 45°00’ 56 12 45°00’ 56 55 
CG 6 135 00 a 
(ue -135 42 57 46 -135 00 ” 
Ay C4 (112 -45 51 55 43 -45 00 a 
a, _ (O10 0°00" 90°12” 0°00" = 90°00" 
m, (110) 45 20 89 53 45 00 z 
z| be (310 72 30 88 38 71 34 2 
a, (100) 89 65 90 23 90 00 tr 
h, (310) 108 56 89 16 108 26 
Lie Me 10 135 20 989 42 135 00 r 
hy (30 162 85 90 31 161 34 » 
° a’s 0 -178 22 89 42 180 00 " 
CN So -161 05 89 03 -161 34 ; 
a's a -9016 90 32 -90 00 7 
| m’, (110 -45 04 90 53 -45 00 7 
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BSN 灰 重石 の 結晶 形 第 2 表 灰 重石 の 化学 分 析 
(分 析 者 長谷川 1957) 
Wt% 
CaO 19.10 
WO; 79.94 
MoO, none 
Al,O3 0.08 
Fe,O, 0.11 
MnO none 
MgO none 
SiO, 0.21 
H,O+ 0.10 
HO= 0.12 
Total 99.66 
G C2075 


た 通り で 化学 成分 は 略 < 純粋 の CaWO。 第 3 表 灰 箇 石 の X 線 粉 


に 相当 し て いる 。 Geigerflex 各 折 計 に CS 
よ ょ つて 得 た り この 灰 重 石 の X ee d T/Iy hkl 
折 デ ー タ ーー を 第 3 表 に か か げろ る 。 こ の う 4.770 69 101 
ae rte Ra 3.121 100 112 
ち 比較 的 強度 の 強い 112, 103, 004, Ces i a 
200, 204, 116, 312 #HmLOd RR 2.858 38 004 
or 2.629 2.00 
び hkl か ら BFHRERD, その 平均 2.304 i7 211 
=. Co=11. 361As 2.090 10 105 
1.998 14 213 
Cy Gy—2. 167 & 7 ,- Dana?” yrs 1.933 38 204 
oe a 1.689 a1 116 
CHARA SN TWAME a, 246, Cyo= 1.639 11 215 
11.349 A, ¢y/ay=2. 163 Wm & —¥L 1.593 22 312 
1.556 14 224 
て いる 。 1.445 7 231 
高 阿 武 隈 山地 に 於 ける スカ ルン 中 に , een : we 
KEBAB ANC EO CLE INA dh 1.337 Fi 217 
ee 3) aae Se 1.312 6 400 
て 産 す る 例 は 他 に 戸倉 *, A (ARIE oa 3 B16 
表 ) 等 が あり , 灰 重石 は 当地 域 の スカ ル 1.209 12 332 
1.192 404 
ン 中 に か な り 普 偏 的 に 存在 する も の と 思 7 ル ; 240 


われ る 。 
ae GS Sof Is) 

NA-T BIB LHL VRB EOL Re AC, HE 0.5cm 以下 , 長 

& Scm ences と し て 産 す る 。 品 洞 中 に は 展 < 自 形 結晶 を 産 し , これ 


1) 使用 条件 : 対 陰 極 CuKe (フィ ルター Ni) , BE 30kV, 電流 10mA, 
scale factor 8, multiplier 1, time constant 2 秒 , divergent slit 1°, scatter 
slit 1°, receiving slit 0.2mm, scanning speed 1°/min. 

2) Dana’s System of Mineralogy, 7 ed., Vol. 2, 1074, 1951. 

3) AAR, ABE, 横山 : BGK, 39, 124~132, 1955. 
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94H AXZ-THROUEAMT GSH AA-THOXPMHAMM 
(RAI, 1957) ee a 

eis see d a 
Bee Wee 4.040 | 28 | Pesos 
Mso 2.66 3.480 33 | 420 
MnO 0.16 Sigs | 25 402 
FeO 2.97 3.088 | 43 510 
RO 1.99 2.747 | 100 | 440 
ON 15.68 2.5c2 70 600 
TiO 0.37 2.455 | 55 620 
SiO. 37.62 2.436 30 404 
H,O+ 2.93 2.201 | 28 550 
ae 0.20 2.12 28 514 
2 1.884 | 28 505 
Total 99.64 1.765 | 28 554 
1.621 35 | 762 

G 3.41, 1.553 30 10.00 


6M ベス ー ブ 石 の 


結 品 形 


Al, etc), 


eae AGE ET e RD AL, 


本 ベス ー ブ 石 の X 


Winchell, A. N. and Winchell, H.: Element of Optical Mineralogy, 2 
508, 


> 


は 底面 (001) ce を 主 と し , < HA 
向 に 伸び た 柱状 結 唱 m (110), h (310) の 小さ な 
ee eee 
測 角 値 を 第 1 表 の 下段 に , RENE SS 図 に か か ば げ ば 
a0 

AEP CLREAC, 多 色 性 は 認め ちら れ な い 。 複 必 
折 は 極め 小 て さく りり , 灰 重石 を 包 有 し , HACE 
Fb & FCHES CH ZYOORHSO 

(CAAT ORES A 4 BUCA T 0 © ORG RIL GER 
HAN NAA-THO 化学 成分 と よく 一 致し て いる 
が , 短 沢 産 2 の も の に 較べ る と Fe ERS. wx 
スー ブ 石 の 化学 式 に つい て は 諸説 が あぁ り , Cayo (Mg, 
Fe), Al, Sig Os4 (OH) 4?) 或 は Cag(Mg, Fe, Ca, 


Al, Sig O24 (OH) 4” が 提唱 され て いる 。 藤 握 産 の ベス ー プ 石 に つい て 原子 比 


(Cag.oo Nag17) 9.17 (M8o.94 Mno.03 Fe**o.57 Fe**o.36) 1.90 
(Aly.30 Tio.07) 4.37 (Alo.os Sis.2) 9.00 Osa (OH) 3.59 あるいは (Ca, Na)g.00 (Mg, Mn, 
Fe, Ca, Al)s.59 Alg oo Sig.g2 Osa (OH) 50 と な り , 上 記 の 式 に 完全 に は 一 致し な い が ) 
略 こ 近似 し た 値 を と つて いる 


線 粉 末 四 折 デー ター は 第 5 表 に か か げた 如く で , これ は 秩父 産 ベ ス 


道路 脇 ス カル ン か ら 産 し た や や 大 き な 結 晶 の 底面 に 平行 な 研磨 上 を 用 いて , 全 


対 屈 折 計 で 測定 し た 平均 ) 


神山 貞二 : 地質 , 


41, 


屈折 率 は n=1.712 で ぁ つ た 。 (ARM: BAEK SESE 


183~188, 1934. 


Warren B. “Es and Modell) DD. J: 2 Zeit “Krist, “587 422°1931- 


1951. 


2 


高根 勝利 :・ 岩 鉄 , 9, 24~32, 1934. 
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第 6 表 MBDA 第 7 表 SEO SERA ST 
(RAI, 1957) デニ タニ 
Wt% 

CaO 33.24 d T/Ig hkl 
ae ee 2.969 51 400 
本 Bede 2.652 100 420 
Fe.0 — 2.529 10 332 
203 2.423 32 422 
AlzOs 19.63 2.327 25 510 
es | 0.18 2.166 25 521 
S10. SS 1.925 29 532 
es Ona), 1.716 27 444 
wUz 0.12 1.647 27 640 
Tow | re | Bf ae 
1.296 29 842 

ie 00 1.265 15 664 


ST BOT —F—E LX Bees 


5. & tf 石 


FAP GO HPS 初期 より 晩期 に わた つて お り , 色 は すべ て 淡 赤 褐色 で , 結晶 形 は 
d(110) より 成る 八方 十 二 面 体 で ある 。 品 洞 中 の 頂 樹 石 は 石英 で 交代 され て いる こと が 多 
Wo BBE CSE CEFR TEL, RHEE RL TS 

NA-TRELEAT SPB AICOW COLLS DATES HH 6 表 に 掲げ る 。 この 結果 か ら 
化学 式 を 求め る と , (Ca Mg8o.11 Mto.19 Fe? 0o.10)3.03 (Feto 26 Ali.79) 2.05 Sig.94 
Ors.00 となり 敵 成 分 Mol196 は Gr 71.7, And 18.2, Alm 3.3, Py 3.6, Sp3.2 4 
な る 。 X 線 粉 末 廻 折 デ ー タ ー は 第 7 表 に 示し た 通り で , 廻 折角 の 大 きい 444, 640, 642 
の 廻 折 ビ ピーク か ら a ERD, その 平均 値 を と る と , q—11. 864A LAY, 前 記 上 端 成分 
比 と 略 ミ 一 致す る 。 “OPI Fe 量 が 少く , KREG 70% を 占め , Wee 
右 成 分 は 少 い 。 こ れ は 本 地産 の ペ ス ー ブ 石 , 緑 艇 石 の 化学 成分 に つい て る も 同様 で , Fe ft 
の 少 い こと を 特徴 と する 。 


6. 緑  & 


緑 角 石 は 淡 黄 緑色 な いし 淡 灰 緑色 で , 柱状 結晶 の 集合 或いは 塊状 を な し て , 方 解 石 , 斜 
BG. PIBAICROTHT SM, その 量 は 少 い 。 析 析 石 を 交代 し て いる 部 分 も あり , 末期 
Dstt Ch A. FAME Clk, 多 色 性 は 極め て 弱く , 淡 藍 色 の 異常 千 渋 色 を 示す 。 伸長 方 
ja] (b= YV 軸 ) に 垂直 な 薄 片 で は , (001) に や や 完全 な 人 渦 開 , (100) に 不 完全 な 刷 開 が 認 
め ら れ , 両者 の な す 角 は 115° で , 緑 熊 石 の 軸 角 (8 三 115°25′) に 略 ミ ーー 致 し , Ho 
CA\Z=4° CHO. 

化学 分 析 の 結果 及び X OKT -F7-—EK GS RRUG IRC So 化学 式 
は (Ca;.02 Mgo.01 Mno.02 Fe?to.o5)2.10 (Fe*to.gg Ale.ss) 2.97 Sle.97 O12.00 (OH)1.00 で , 
IRE OGL Ca, (Fe3+, Al), Siz Oz。 (OHEHE) に 良く 一 致し て いる 。 有 又 端 成分 比 を 求め 
る と Cay Al, Sip O,(OH) 86.8 Mol9¢, Ca, Fest。 Sig O,2(OH) 13.2 Mol9% と な 


128 Oe GK YM Gk RO HK 


8s RRADICE DIT BI RREOXRONIEA 
(B41, 1957) デニ ミッ ター 
Vt9, 

a NC a7 a 
ee ee 5.039 53 EO! 
FeO 0.74 4.022 69 200 
Fe,0 6.68 3.493 | 59 211 
ex 28.10 3.401 | 50 102 
Nee 3.209 75 201 

TiO, tr | 
SiO. 38.08 3.058 59 003 
H,O+ 1.93 2.903 | 100 113 
°0 0.25 2.814 | 59 020 
hes 2.675 84 | 300 
Total 100.28 2.583 53 311 
2.529 78 | 103 
G 3.41, 2.455 65 | 121 
2.398 40 313 
2.298 AT | 004 
2.166 50 122 
2.108 25 | 221 
1.639 44 | 132 
1.575 40 | 115 


り , 分 類 上 clinozoisite に 近い pistasite tS”. 


以上 藤 揚 産 の 数 種 の スカ ルン 鉱物 に つい て , 産 状 , SEER, 化学 成分 等 を 記載 し た 。 詳 
細 な 光学 的 , 結晶 構造 的 な 吟味 は 追 つ て 次 の 機会 に 述べ た いと 思う 3 。 

M> 本 鉱物 採集 に 当 つ て 協力 され た 島根 大 学 横 山 導 講 師 に 誠 意 を 表す る 。 又 本 研究 に 用 
いた 費用 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 乾 に よる も の で ある 。 


TR 本 誌 第 44 巻 第 2 号 81 頁 , 応 地 問 雄 論文 第 2 OAS, 
No.1, H,O_ 0.23 % 0.69 &, $7: No.4, SiO, 47.75 & 45.75 }271EL 
まま 0 


1) 都城 秋穂 , 関 陽太 郎 : Am. Jour. Sci, 256, 423~430, 1958; BaREx 
郎 : Am. Min., 44, 720~730, 1959. 
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西山 陰 地 域 の 新生 代 玄 武 冊 類 の 冊 石 学 的 研究 (その 2) 
— Pay ih HY © A i 4— 
Petrological studies of the Cenozoic basaltic rocks 


from the western San-in district (II) 
—Basaltic rocks from the Abu district—— 


Hy 


yes 地 34 ke (Yoshio Oji)* 


Abstract : The Cenozoic volcanic rocks distributed in the Abu 
district, Yamaguchi Prefecture are divided into the following three groups 
from geologic relations and petrographic characters: 1) andesites and 
rhyolites of the calc-alkali rock series in Miocene age, 2) basalts of the 
tholeiitic series in Pliocene, 3) trachybasalts and trachyandesites of the 
alkali rock series, and andesites (so called quartz basalt) of the calc-alkali 
rock series in Quaternary. In this district, Quaternary trachybasalts, 
trachyandesites, and andesites are widely distributed contrasting to the 
other two groups. Of these, one of the second group and sixteen of the 
third are chemically analysed. Abundant quartz xenocrysts and granitic 
xenolithes are contained in some trachybasalts and trachyandesites, and 
in all andesites. On the other hand, it is notable that olivine nodules are 
included in some andesites. These facts are suggestive to consider that 
andesites are also to have derived from the alkali rock series by the 
contamination of granitic rocks as already pointed out by several 
petrologists. 


ここ に 阿武 地区 J と は 山口 県 萩 市 及び PRA C Dt: SL EHRMO ER ZERO 
分 布地 域 を 意味 する 。 COMA VA VAHL EDICT “石英 玄武 岩 ” が 広汎 
に 赴 出 し て お り , Ee の 義明 な 研究 が ある 。 筆者 は この 地区 の アル カリ 岩 系 玄武 
岩 類 の 特質 と 所 調 右 英 玄武 岩 と の 関係 を 更に 明らか に し ょ うと する も の で ある 。 
1. 地質 BR BR 
隔 武 地区 の 地質 に 関係 する 報告 は 須佐 図 幅 33, 津和野 図 幅 が 及び 山口 県 地質 図 な ど 


* 福岡 学芸 大 学 福岡 分 校 

1) 応 地 療護 : GK, 44, 1960. 

2) K. Sugi: Mem. Fac. Sci. Kyusyu Imp. Univ., Ser, D 1, 69~ 
90, 1942. 

3) 鈴木 fk : 20 HAO 1 BAM. 1905; MUR-: 7 万 5 千 分 の 1 
Biz, 1929. 

4) 宮本 弘道 : 7 万 5 千 分 の 1 津和野 図 幅 , 1952. 

5) WAR: 山 唱 県 地質 図 (20 万 分 の 1), 1954. 
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が あり , 又 西 中 国 の 深成岩 類 に つい て 村上 リ の 報告 が ある 。 BLIMKRER FRG 
岩 に つい て は BB, BRU AMP の 記載 が ある 。 これ ら に よれ ぱ ば 本 地区 の 新生 代 火 山 
活動 は 第 三 紀 旧 期 (中 新 世 ?) の 安山岩 類 及 び 流 紋 岩 類 , 第 三 紀 新 期 (鮮新 世 ) Ome F 
支 武 岩 及 び 第 四 紀 浜 積 志 の アル カリ 岩 系 玄武 岩 類 及び 所 調 石英 玄武 岩 類 と に 分 けら れる 。 
これ ら の 灯 山 岩 類 の 基盤 と し て , 古 生 層 及 び 三 郡 変 成 岩 と 関門 層 郡 及び それ ら に 伴う 火 成 
岩 類 (ELL CHES mA, 石英 夷 岩 ), Hic HEME MARES DO. A 
佐 層 (中 新 世 ) SAMRAT So 

第 三 紀 旧 期 の 実 山 岩 類 は 田 亡 川中 下流 流域 に 治 つ て 分 布 し , 流 紋 岩 類 は これ より 西方 の 
人 句 差 町 に わた つて 分 布 す る 。 高山 岬 玄武 岩 は 人 須 差 層 に 導入 し た 岩 床 と 考え られ て いる 。 * 
ッ ネ 島 東 方 の 花 同 斑 岩 を 巾 約 1m の 岩 脈 と し て 産 す る も の は 高山 貴 玄武 岩 及び 大 津 郡津 
黄 附 近 の も ゃ の と 近い 関係 に ある も の と 療 え る 。 第 四 紀 アル カリ 岩 系 玄武 岩 類 は 萩 市 東方 で 
EREE HOC, 稚 江 台 , 仲 台 , キツ ネ 島 , 有賀 台 , BRA 西 合 その 他 の 台 状 を な し 
て 分 布 し , Hic ADI 及び 歳 目 喜 川 の 谷 に 沿っ つて 略 を NE-SW 方 向 に 流下 し て 分 布 す 
る 。 こ れ ら の 全 層 厚 は 約 150m と 推定 され , 一 部 に は 小岩 脈 が み ら れ る 。 所 調 石 英 玄武 
岩 は 萩 市 周縁 の 大 島 , 相島 , 橋 島 , 笠山 と それ より 東方 の 平 基 台 , 高坂 台 , 千石 台 , 東台 
で 直接 基 監 岩 を お お うか , RUT VAY) BREBRBEO ELMCADT Skat CHS o 
銅山; 長沢 馬上 部 の 如く , 円 項 丘 を 形成 する も の も ある 。 又 笠 山 で は 小 火口 を 有する 。 こ 
れ ら の 第 四 紀 の 火山 岩 類 中 に 花 賠 岩 質 , 関 緑 岩 質 の 捕獲 岩 を 含む こと が 多い 。 MK 
岩 類 , キツ ネ 島 東方 の 岩 脈 及び 第 四 紀 火山 岩 類 の 分 布 を 第 1 図 に 示し た 。 

2. KWGSMORKE MRA 

AHR OMAROD:KYBAULRD BY 3 つ に 分 類 さ れる 。 

Il Saws Runes 
1I. SLL TS RU RA BS 
Til. 第 四 紀 火山 岩 類 
1. 7VAYVBRALRSBRORIUG 
2. カル クア ルカ リ 岩 (所 調 “石英 玄武 岩 ") 

これ ら の うち IL 及び UL に 属す る 火山 岩 類 の 主 な る も の の 成分 鉄 物 の 記載 を 第 1 表 
に 要約 し た 。 

I. PSA RU REM: これ ら の 岩 類 に 属す る も の は 交 石 安山岩 , 談 
BERG RS ROME (ASV APR, VV AAD, 角 奏 状 を 呈す る も の , 流 理 
構造 の 閉 し いも の な ど ) が ある が , 一 般 に 変質 いち じ る し く , £YVIAMORUEHBERE 
及び 石英 斑 岩 と の 区 別 が 困難 な る こと が 多い 。 あ る も の は 多量 の アノ ー ソ クレ ー ス を 合 
A アル カリ 岩 系 と 思わ れる も の が あり , 一 方 東北 日 本 内 帯 の 略 < 同 時代 の アル カリ に 富 
む 安 山 岩 類 か が ある の で , rb OBMKL SRB TCT MANL TRELKY. DHEO 
岩 類 の 顕微 鏡 的 記載 は 村上 5) に よ ょ つて な され て いる 。 


) BREE : 44gr, 37, 223, 1953: 43, 167~178, 1959. 
) BB Fe: ADH 1, 14-38, 1941. 

) % 健一 , 久 網 正 典 : 九 大 研 報 , 1, 59~78, 1944. 

) 

) 


例え ば 宮 塚 一 男 > GLA, 5, 22~37, 1959. 
AYER : ATHY, 1959. 
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Tl. 1 高山 岬 玄武 岩 : 高山 岬 海 賠 附近 で 約 80m の 厚 さ の 崖 を な し て 路 出 する も 
の で ある 。 野 島 り の 報告 の 如く , 黒色 で 斜 長石 琉 唱 の 多い 粗 粒 の 部 分 と Be CHAI 
の パッ チ を 有する 細 粒 の 部 分 が あり 不 均質 で ある 。 HDAC BERGE RO BEAK & BBEMK 
を うけ て いる 。 MMOBPEMTIASE, MAARALKE & 2.5mm 以下 , 大 部 分 
が C 型 の 双 品 で , MBBMLL TAA -VAKRY FR 774 bRAEC, ペリ グ ク 
リン 双 品 が 備 か に 見 られ る 。 有色 讐 物 は 少く , PERMA A € J 0.8mm の 長 柱状 
22, WHMRIZAX S 1.6mm 以下 で (100) 双 品 が いち じ る し い 。 石 基 は 完 品 質 , 
PRL EAREE RL, AG, Wels, CLA BG, BERS, FIV BB, VR 
右 及 び 比 較 的 多量 の 問 際 を 埋め た 石英 より な る 。 この 岩 石 は 磁 鉄 鉄 が 大 きく 成長 し , 有色 
gkine> , 叉 後述 する 分 析 値 か ら か な り 科 期 の も の で , 安山岩 と いう べき で ある 。 BEB 
物 は 集 班 品 を な す も の 多く , 且つ ウラ ル 石 化し て いる 。 

Il 2 kore: BGM. SIT CHL LTARE (Ae 1.5mm) が ある 。 
MADOWIHIO OL ARCH 50 BIBT 7 AF V7 MEE EL, BABOR RA 


1) SB BH: AGH, 1941. 


ats 


St 


i GK Gh PR A 


by 
AQ 


132 


ATR 1 & 
olZt 2 Ye 
‘dg (ors=4AZ | O8~O2PA EA 2 o8P ZO BIE 
EYE hoe: re 80Z'I we 89~99UVY = ~o.SS=LAZ 098 = 2 
NW ~669' エ =g ~。Z8=?A% ggg T=” WHA & L |\~.88=PAT 
Sak A & L ILS" 1=£ 
DRY 
ATR 1 & 
oe Pt ede 
Bd 14 00S =AAG ve ye~ BIC 
ae a ae 1OLT~ | nat Rv, | — —— 008 | —— 8 
L69'1=g 2 688'1 =? |~o88=VAZ 
TA & L GEG VK 
DA 
886~ ee | 
ISAM ZK | (IS=LAZ at A | ce~0OsUV 
Ese “Ee ah yy SOL — Wo te == = = gsg'I=” | % 
TOE A6E YER | 001 1=d ae 6LS°1=h 
Dsl BE 69S 1 4 
| Dae 
BCS HA <I 
> ‘o9L— PAZ 
Le~ ae cet oN 
: lH: = : 6s ° 29S I=” 
SE ARE OOM | opp=LAZ = 98s'1=? | % ¥ BW | ~。09 デ AZ — a a. 
YOY Aa L TENG Sa ie PLS I=L 169°T q 
Tae ~ 819 l=d 
Eyal BC 
Wane UATE UIE | te we | Be | & 資 届 ⑦⑰ を | & | SAW | ose 
“SON 
Sue we BH 斑 


tl Ey 8 ce ee S26 i, £2 


133 


Paty i & 
TS Zo メー of 
Rey ya 3EY ag o6¥=AAZ 8S~ 9084 NAM AE SS rw OS= LNG 8o~ 8124 
TOGA & L em | 869 I~ o8L | 7S~6Suy — $69 "I €8 
Z69'I=9 |~op8=VAZ 9s$° [= へ ~889'1=g |~.g8=AZ be 
i ~ « L LOS" 1=4 eis ge | © 
DAS 
Is 
AT RE GX o06=V AZ 
see ger to 5 
sSS=LAZ Be~ eed | AOL okS 83g~ 
2 BY OME | Gon I~ ol8 | gp~sgsuy — Rie PAG ea ee — 
WEA LE TER) L891=8 |~.¢s=vaz!| zoo: T=» SIL Pt | .6g= Ay 
CH A 4 Lt 999'T= ん 4 arth 
a ~?89'1=g | 
RS LLO* I=” 
i <6 & | 
Det’ 1 & o¥S 
Ig~ ‘AZ 
fe} > ~~ 19=LAG | 
LA fyseN lS LNG Ah hm & SILI=h | 
‘EYE NS I~ Nae lp~gsuy pie ihe — — 
Ka TEER 669° I= ales Te9 “T=? Oe Se Ate 
ut A « L 69S I=4 GFR I89' [= 
Ey AF Re Fa A & L 
TAF RE 1 & 
o8h~ と メー o6F 
Mo eM Ota | oS AAG | Be~8eed | Te A ~ofS=KAZ | eZee 
v6 A 4k Tega | FOL I~ o8L | Fr~1SUY ーー $69" T 6L —— 
a 0 ~ €8=PAZ Igo" =” ~069'I=s |,98=”Az 
ig 4 906" 1=/ HA & 
gate a A 4 L 


Gé~ 87S 


。29~ 
。89=?AZ 
+0/'1= ん 4 ーー ae 
| gs9 I=” Ahb- CL ee ee 
LEM ATER |  Srplwiss eg~zouy ee | s~sred 
MA A ga | — Soi = 699° I=” = Ene oP8 ZI 
YY ALL BU 06h EE Ses RN (888 Phe 
TA ech (9) Era 
989 I=d 
Soe 
anise x 
a vis BATHE 0 | 
its spd | —Eigie | og メー ee ae | 
dK CM AT RE oe ow | SWRPA ALK -(L 0 CA 
58 Y GYM OME = | oo 8 | = | — Ey wee ee i 
2 ern L Teer ZOL°I~ o88=VAZ 69S I=L oe is 006 =” AZ | 
kK Zz69'1=8 HAT Re a hae ts | 
+4 Eg BCR | 
TAY i 
R 。6r~ > = nee | 
= YT pyre | oGSHLAZ CIE | 12a o£ ~o8S=A AZ 0S ~E2P 
i pes a S69 1~ sie weSesey |. == $89°1 58 | Ol 
289'1=g |~oh8=PAZ ggg" 1 =” ~6L9'1=d |~oS8=PAZ | 
aia We Ag £ ae et ~ 4 £ | | 
ee | 
DAR 0 & | 
a oSt~ = olf | 
O00 a ~opS=LAAZ | 8¢~8led 
EE | GOL I~ aes 09~6guy — 969° I = e88 | 6 
TOE Ak Lf YEOH | 869'T デ 8 |~oL8=”AT 6SS° |=” ~069°' I= |~o68=PAZ | 
al A ££ sts Tok Daal 4 4 6 | 
hy 
wager ‘avec | & wm | +e | + Bf | Mox | & ob) Me | ose 
| “SON 
= Se Be ag bbs 
Rac = 1 軒 


135 


Byres =7 
BAS =X 
BER=xX 
oL~ 
iy ae ce~ecuy * 
ee Hie Uyigay se ee eee ae __ olf SI~gey 
WEA aL Teggm | Te 79S I=L a Nee ee ro Gs 3 
yy) Bate Lote (38) SHAR |~.26=9 AZ 
69° I~ | 
6L9 l=¢9 
099° l=” | 
Seb | wa ; 
Bee 
~BR=Z 
=a 
Sibi sae a zs 
TARY “arly WANE | zo=L AZ ae ~IS=LAZ siea 
Ws x 6 uae | ool I~ — SS hee veo t | eed mar ーー at 
mH “OORA eye Ges ae ae ~¥89' I=9 
Weems ‘98 1=Z Fatal Stk 
PIL I~ 
169° I=9 
IL9°1=» 
2 £ bare” 
~92S ; 
で a LT~6ISA 
olL=PAZ 069 
POL I=L eae es 
BM Heigag | 88O エー る " es 
a WME と LO =D 96~0L RA 
EERE pty “tgs | OM | | Bes = 
ya fl Nee We 4 OMe aa ye lt oV8 co 
BM INE “TE YE RY gat yay RE o6y |~oL8=PAZ 
ROS ING Ba SHON 
969° I~ ¥69 "1 
Sed 


Eyal BEL ae 


| 
回 ETON 


me oD GRR AR 


136 


22 | nn |) een ee A 
HE FE “Uh 。89~ sy~ISUV 28 ae 
Ce I ee ON ese? |~s0=zZh | “Cage 
SM sod weyers | 804 b™ 8900 | 98L°1=d LEN cae fe 
feels eee ae orS |~o68=PAZ 
AB NN 8E 
269 = 8 | erage 
Bde Aa 
1 回 I 
ON WRG 
ES Yo a8 
AtRE « oIS~ Re A Gi oe o€8 
y ayeme te = gr~09UV ‘soi | ~olS= ANE | RV 
Qe toa vem | 800 I~ eg ‘1—% | 28L—2AZ a 
et ice | Pace | gat Is 
a LEN | p91 = 
199° 1=2 
Sa) 
p=p=pan € 9 bee Hr 
PRESSE “UTE COI! | Ey HA & = Wor Be Ea sat ie pS Ae 
‘SON 
Sa ay BE 
QE 22 i £8 


i A: Se 137 


の 間際 に 多量 の Wie (CY ty HGR) 及び ガラ ス ょ り 変っ た と 考え られ る 蛇 紋 石 
(RIE) & と これ ら の 間隙 を う づ め た 石英 が ある 。 この 石英 は アノ ー ソ マク レー ス と 微 ペ グ 
マタ イト 構造 を 形成 する 。 BY) は この 灯 粒 玄武 岩 は 所 調 石 英 玄武 岩 と 近 縁 関係 に ある と 
し た が , 筆者 は この 岩石 も , 高山 岬 玄武 岩 も ソレ アイ ィ イト 質 岩 系 に 属す る と 考え , この 両者 
の 聞 に 時 代 的 , 成因 的 近 縁 関係 を 認め る 。 
1II. 第 四 紀 火山 岩 類 
1. アル カリ 岩 系 岩 類 : アル カリ 岩 系 に 属す る も の は 次 の 様 に 分 類 さ れる 。 
i) 粗 面 支 武 岩 
li) @oRRAMmERE 
。 fi) 粗 面 安山岩 

i) 粗 面 玄武 岩 : 粗 面 玄武 岩 は 大 部 分 が IVb 型 に 屋 す る が , 長沢 台 下 部 に 分 布 す る 
も の は IIb 型 で あぁ る 。 鏡 下 に 於 て , 一 般 に は 斑 品 斜 長石 は 移 で あぁ る 。 禁 要 石 は 大 き さ 
2mm 以下 , c 軸 に 伸び た 板 状 を 呈す る 外 , BROBDBRERT. イデ ング サイ ト , 
虐 紋 石 に 変 ず る も の が あぁ ある 。 MREAXS 2mm 以下 , 自 形 ~ 半 自 形 , 北九州 の アル カ 
リ 去 武 岩 類 中 の チタ ン 交 石 と 同様 の 性 質 を 示し , FIV MRL ALK RMR EA 
部 で , SAME (X^ 三 淡 緑 神 色 , Z’ = BRE) の いち じ る し い 部 分 を 有する も の が し ば し 
ば み ら れ る が 和 ) こ れ は 草 達 に と む 部 分 で あろ う 3。 (100) Mek, 砂時計 構造 は 普通 に み ら れ 
So BBs, AR, BA, FY VEER OONCRERR, FIV TSK, AIR 
右 , 黒雲 母 , アノ ー ソ クレ ー ス , AVPRARU L VIMAE SU Mh FIVEROW 
ち じ る し く 多 く 含 まれ る も の が あり , 田 万 川 , 蔵 目 喜 川 に そつ て 流下 する 燃 岩 中 の も の は 
この 傾向 が あぁ る 。 石英 捕獲 結 品 を 含む も の が 比較 的 多く , SATE MILES. 花彫 
岩 質 及び 際 緑 岩 質 捕獲 岩 を 含有 する も の が ある 。 

ll) @oRAMMLRSA : 堀 越 発電 所 附近 に 露出 する も の で , RASA, Vita, 
概 橋 石 の 夷 品 が 多い 。 鏡 下 で 最も 大 形 (2mm 以下 ) CHEERTLOIEF IY HRA, bh 
MA (Imm 以下 で 前 記 の 去 武 岩 と 同様 の 性 質 を 示す 。 古 銅 交 石 は 大 き さ 0.6mm 以下 
の 他 形 で , HUE RUF 7 VERAIZ ODEN CHET AERLR CHS. AEDT DBMS 
BRA, BA, FIVER, BBR, FIVER ARARULHOTI-VY7IV—-Z 
CH), PRUGRORMETFIADDS. 大 形 の 石英 捕獲 結 品 を 含む 。 こ の 岩石 は 石 甚 と 
Lt, MARBLE TSZI LL, HAL MG LORI CLAD T VAY 
BRCRI SZ. GMA, 夏 基 中 に 見 出さ れ な いこ と が 注目 され る 。 RB CMH 
ARBOR MOBOR HAD CHRNT So 

iii) 粗 面 安山岩 : MUA AT Sos IV We Xd 型 と が ある 。 前 者 は 羽 
B, i, 有賀 台 下 部 , AMR EKAHT SLO, HMKRACIERL CHEM 
少く , 石英 捕獲 結 品 の 含有 が 著しい 。 成 分 鉱物 は 粗 面 去 武 岩 と 同様 で ある が , 久 瀬 原 の も 
Os AACR ALBTS. 後者 は 国 ヶ 峠 附近 に 露出 する も の で , 流 理 構造 が いち 
USZLw. BKC, MLL CHALKE, チタ ン 畑 石 は 大 き さ 1.5mm 以下 , We 
に と む , 角 関 石 は 大 き さ 3mm 以下 で 殆ど 全く 分 解 し て , オ パ サ イト 反応 縁 の み を 残し , 
As MaeG, 斜 長石 , カリ 和 倖 長 石 を 生じ て いる 。 石 基 は 完 品 質 , 標 式 的 な 粗 面 岩 構造 
tmt. SEA TI-V7IV—-X, DARA, FIVER, BR, FIV GR 黒 


BS, RKARUD EO BEG LY 72S 0 
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Nos. 1 3 4 5 6 af 8 9 
Ve IIIb IVb IVb IXb Vb IVb IVb 
SiO, NG 7H 47.09 47.76 48.36 50.82 ay OY S268 53.66 
TiO, 0.66 人 | 1.96 2.56 1229 167, 2.07 1.42 
Al,O3 B/S 16.52 16.84 L703 UL SH 16.31 15.63 15.81 
Fe,O, 1.98 Packs) 2.89 2.48 134 DON 2.43 3.08 
FeO 6.79 Se) Giro TESS) 6.94 6.24 5.69 4.36 
MnO 0.14 0.16 0.15 0.16 0.09 0.14 0.14 0.14 
Mgo 3.19 6.23 8.54 6.06 4.97 6.74 6.07 6.14 
CaO SS) 8.64 10.64 So, 29 SR 8.25 8.62 
Na,O 2.56 3.05 Deo SH0S 31.993 4 DS 3.34 
K,O 1.44 i 8S) TOF 1:62 IG 1.44 Zoi 1.89 
P.O; 0.16 0.61 0.48 0.85 OS 75) 0.67 0.54 0.42 
H,O+ 0.68 1.45 0.46 Lo BY) 0.86 0.69 0792 SO 
20— 0.14 ORS7 0.24 0 0.34 On23 0.66 0.42 
Total 100827 | 100526) 99.738 100.77) 99.79 100.60 | 100.16 | 100.01 
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1. Site, 普通 輝石 安山岩 , Sle 

2. Hekate, Mews (分 析 値 な し 
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3. Ae KRe, 長沢 台東 鞍部 
FF RA a kates, (KES UR RE 
BA, FIV aK Eve, 中 小川 
ANAS ¥ v HA eile, ES Tee 
SRR AAS 7 y RAKES, aie 
HAT 7 VMAS, 羽賀 台 坂 本 
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本 地区 の 所 請 i 右 英志 武 岩 ” で ある が , WHILE 1 eA 石英 捕獲 eee the 多 lz 会 
do CD NE C0 
i) THETA, BS, TAR Ges (笠山 型 ) 


il) nme FAB, SRG, ca (FRG EH) 

i) SRM, BB, 普通 輝石 , RGR (Fea) 

i) 等 山 型 : 邊 山 及 び 小平 信 の も の で ある 。 SIU CIR KES. BEC, BR 
は 一 般 に 少く , TEPNREA S & 0.8mm 以下 で , REEL, MAR AO Rie 
USEF E ART o HUST) CDE, MOR AO RISE ATS. WEBI K 
& 0.3mm LP CAB EAB. MRE LHR L ORI SENT LOCLE RSS 
AAR A, EG, eGR, REGO, チタ ン 鉄 鉄 , ピコ タイ ィ イト, EEMREr 
物 , 福 色 ダラス 及 び 少 量 の アノ ー ソ クレ ー ス より な る 。 小平 合 の も の は 街 出 に 比べ て , BH 
Meade mae ¢, 単 斜 交 石 と の 反応 関係 殆ど みとめ られ ず , EBA EL CY fasta 
の こる 。 NAT MASEAn et L CLEAR TS, BIE MICDOAMAAD ENS. Shido 
ら ず 石 基 に 球 酸 鉄 物 を 含み 。 その 岩 質 か ら ア ルカ リ 岩 系 と カル クア ルカ リ 岩 系 と の 中 間 型 
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類 の 化学 fF 成 


10 11 13 12 14 15 16 17 
IVb IVa VIb Vd IXd IXd IXd Vid 
54.60 | 55.63 | 55.26 | 55.52 | 57.69 | 59.73 | 59.91 | 64.15 
1.42 0.97 1.44 1.48 0.70 0.80 0.69 O257 
16.09 | 16.29 15.94 15.37 16.31 15.75 15.86 14,82 
2.05 3.34 2.08 2.72 2.26 2.55 2.75 Zino 
5.33 3.58 5.47 5.05 SA 3.09 3.05 il EF 
O12 0.11 0.07 0.12 0.12 0.11 0.11 0.08 
6.51 5.21 6.06 5.89 4.41 4.63 3.94 3.37 
i 8.79 7.86 7.54 6.87 6.05 6.82 5.68 
3.18 2.56 3.96 3.41 RO 3.41 3.64 2.31 
1.57 2.13 1.39 1.48 1.82 2.21 1.82 Dee 
0.42 0.45 0.41 0.37 0.16 0.19 0.16 0.37 
0.53 0.74 0.12 0.77 1.94 1.06 0.83 1.03 
0.25 0.26 0.37 0.23 0.77 0.31 0.23 0.44 
99.84 1007065) 100.43 99795") 99.67" 99789 99-81-99. 71 


9. FCMAT TV RGHEZLE, 羽島 
10. MBAS 7) RAHM, 久 瀬 原 
ANIF VIVES 
ll. pita, THA RIE, 小平 合 
12. 普通 輝石 , 和枝 林 石 , HAUS, 笠山 
13. ARTE, BRA, HS, HGR, CRE 
14. fen, 角 関 石 , 普通 輝石 安山岩 , BRE 
15. ER, SSR AREA, 鍋 山 
16. *RAARGEIUE, MS 
17. fii, SSR ASMARMR EAI. 千石 人 台 


を 形成 する も の と 考え る 。 

ii) PRAM: 本 地区 の 平 藤 台 に 分 布 す る 。 灰色 。 鏡 下 で 一 般 的 隆 質 は 笠山 型 に 類 
似 す る が , SROBMMHA (0.6mm) fAPgG (0.8mm) が 特長 で ある 。 この 型 は 笠山 型 
DPD 後期 を 示す も の と 考 える 。 叉 この 岩石 中 に 大 き さ 20mm YL TFORMABORUE 
AS (HEE, UKM, AU AV) を 有する が , その 外縁 は 磁 鉄 鉄 か ら な る オペ パサ イ 
}RIKELEL, BEB EEO MAMAN BAL TV ZORALNS LOM 
(PEGE LPOG RO HEME & OBE 
ili) 千石 台 型 : WEtR RAS Al, BRA 千石 台 , その 他 前 記し た BHO 
粗 面 玄武 岩の上 部 に 分 布 す る も の で ある 。 外観 は 一 般 に 灰色 , 萩 六 島 に は 黒色 ガラ ス 質 の 
VOMASNSo MLL CHA, ER, ENR S SM, これ ら は 甚だ 
SD. , 右 基 と 反 褒 し て オペ パサ イト 反応 緑 を 有 し , MPR AHEL Ob USL 
動 消 光 を 示す の が 特長 で ある 。 角 図 石 は 酸化 角 関 石 で 多 色 性 いち じ る し く , オ パ サ イト 反 
座 縁 を 有する 。 角 図 石 は MG, 普通 輝石 の 減 と 共に 増加 し , 叉 これ ら と 反応 関係 を 有 有 

Ls その 周縁 に 集 斑 品 を な し て 存在 する も の が 多い 。 千石 台 で は と くに 角 関 石 が 多量 で , 
BERR USL 6, その 部 分 に 黒雲 三 を 生じ て いる 。 こ の 千石 台 の も の は こと の 地区 の 
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この 種 の 安山岩 の 最も 後期 を 示す も る ので, ここ で は 石英 捕獲 結晶 は 殆 ん ど 反応 縁 を 有 そ せ 
ず , HOMEBASE 大 し た 変化 を 示さ ず に 残存 する の は 著しい 温度 の 低下 を 意味 
し , 同時 に ガス の 集中 に 伴 つ て 角 図 石 の 多量 と 黒雲 古 と を 生じ , 多く の 集 斑 唱 を 形成 し 
=。 萩 六 島 の 黒色 ガラス 質 の も の は その 中 途 で 急激 に 導出 し て , 急冷 し た も の で ある 。 A 
FMD CRA EROM EA, SHR. BRR. AK WKY SRORRRM LH 
色 ガ ラス より な る 2。 


3. KUM OLS Am 

ALK OB LIMURE 及び 第 四 紀 TVD VBRLANIT NAY BRABOIS EK 
る も の の 分 析 結 果 を 第 2 表 に 示し た 。 表 に みる 如く , 本 地区 の アル カリ 岩 系 岩石 の SiO。 
の 範囲 は 47~54% を 示し , カル クア ルカ リ 岩 系 で は 55~6496 に わた つて いる 。 但し 
後者 の 場合 は 石英 捕獲 結晶 の 残 品 を 除去 すれ ば 53~60% と な る 。 酸 化物 と し て 一 般 的 
傾向 は な アル カリ 有 岩 系 で は Al。0。 が 福岡 地区 及び 見 島 に 比べ て や や 多く , MgO 及び FeO 
+Fe。0O。 は 両者 の 中 間 に 位 する 。 そ の 他 の 酸化 物 は 類似 し , RUCERERU その 周辺 
部 の アル カリ 岩 系 に 近い 組成 を 有する も の と 思わ れる 。 但し MgO が SiO, の 多い も の 
に や や 多く な る 傾向 が ある 。 カ ルク アル カリ 岩 系 は アル カリ 岩 系 より SiO。 が 多く , CaO 
が 増加 し , Na,O+K,0 が 減少 し て いる 。 小豆 島 の 所 調 サ ヌキ トイ ド は 同じ 成因 り OF 
DEBRZSENTCSM, これ に 比較 し て 本 地域 の も の は Al2O。 と CaO 示 少 く , FeO+ 
Fe。0。 が 多い 傾向 に ある 。Peacock の アル カリ 石灰 指 炒 は 約 60 £75. ONE ORME 
学 組成 か ら 算 出さ れ た ノル ム 鉱 物 を みる と , この 地区 の アル カリ 岩 系 安山岩 に ノル ム 石 英 
が 出来 る も る の が ある が , これ は これ ら の 岩石 中 に ふく まれ る 石英 捕獲 残 品 の た めで あり , 
その 量 が 比較 的 多い (2.3~4.596) こと は 注目 され て よい 。 次 に カル クア ルカ リ 岩 系 に つ 
いて は , すべ て ノル ム ふ 石 英 (9~269%) が 算出 され る が , これ は 石英 皇 江 残 品 の 影響 の 外 
に , これ ら の 岩石 が 本 来 SiO。 に 過飽和 の も の で ある の で 当然 で ある 。 


4. 所 調 BRERA’ の 成因 

本 地区 の 前 記 の 総 化 学 組成 より , 各 岩 石 の 成分 変化 を みる た め に MgO—FeO+Fe,0, 
—Na,0+K,0 三角 形 図 に 点 示 し た も の は 第 2 図 に 示さ れる 。 同 図 に は 比較 の た め 壱 岐 
島 及 びそ の 周辺 の アル カリ 岩 系 の 平均 成分 変化 曲線 と 見 島 の 同 曲 線 と を 併せ 示し た 。 この 
図 で 明らか な 如く , 本 地区 の アル カリ 岩 系 は 略 こ 壱岐 和 島 及 びそ の 周辺 の 成分 変化 範囲 に た 入 
り , 見島 の それ より 上 方 に 点 示 され る 。 伺 し , HHMALETSL0OLGRRUA RH 
獲 結 品 の 混入 の 多い も の は 本 地区 の アル カリ 岩 系 の 正規 の 曲線 より 外れ て , 更に 下方 に 点 
MENT カル クア ルカ リ 岩 系 の 同 曲 線 に 近く 点 示 され る 。 叉 , カル クア ルカ リ 岩 系 の 同 
曲線 は 本 地区 及び 見 島 の アル カリ 岩 系 の 曲線 より 下方 に 点 示 され , 夫々 の 点 在 する 点 を 結 
べ ば , カル クア ルカ リ 岩 系 と アル カリ 岩 系 と は 交わ り , 岩 此 分 化 の 中 途 に 於 いて 分 岐 し て 
分 化 を つづ けた こと が 明らか で ある 。 Bice) に ょ つて 指摘 され た 如く , 筆者 も 赤 こ の 
地区 の ARK RAL TO 7) BO KER ARO 花 賠 岩 質 岩 石 の 同化 に よっ つ て 生じ ・ 
REBAR Silt 1) 所 調 石 英 玄武 岩 は アル カリ 岩 系 玄武 岩 を 直接 お お つて その 後 


1) @H 達 : AKT. 3, 77~104, 1952. 
2) K. Sugi: pati, 1942. 
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第 2 図 


FeO+Fe:0, 


* TNMAYVESR 
* カル グ クア ルル カリ 岩 系 
* ソレ アイ ト 質 岩 系 


No eK ; 4 MgO 
阿武 地区 火山 岩 類 (実線 ) の FeO + Fe,0,—Na,0+ KO, 
ーMgO 三角 形 図 。 点 鎖線 は 黄 岐 島 及 びそ の 周辺 の アル カ 
リ 岩 の 平均 成分 変化 曲線 を , 点線 は 見 島 の それ を 示す 。 


に 赴 出 し て いる こと 。 2) アル カリ 岩 系 玄武 岩 類 及び 石英 玄武 岩 中 に 花 賠 賀 捕獲 岩 , 石英 
RUB RA TERA (ABIGER) 捕獲 結 品 を 含有 する こと 。 3) FRADARKERE 
に 模 枢 石 団 塊 を 含む こと 。 4) 石英 玄武 岩 中 に は 斑 品 斜 長 石 が 少く , 構造 バア ルカ リ 岩 系 
に 類似 し て いる こと 。 5) 前 記し た 如く , アル カリ 岩 系 と カル クア ルカ リ 岩 系 岩 類 中 に 両 
者 の 中 間 型 が 見 られ る こと な ど が その 理由 で ある 。 アル カリ HR GKRAAR DY BER 

岩石 の 混成 に よ つ て カル クア ルカ リ 岩 を 生ずる 時 期 は 既に 青木 り に ょ つて 指摘 され た 如 
く , 比較 的 早期 と 考え る 。 し か し , ここ で は か か る 早期 を 示す と 考え る 岩石 は まだ 見 出さ 
れ て いな い 。 一 方 前 記し た 如き 中 聞 型 の も の は 存在 する 。 叉 , 所 調 石 英 玄 武 岩 中 の 終 長 石 
が 比較 的 An に と ん で いる こと は 注目 すべ き 点 で ある 。 これ ら の こと が がら は 所 調 石英 玄 
武 岩 の 成因 に つい て 重要 な 関係 を 有する も の で あり , 高 検 討 の 上 続報 に 於 いて 一 括 論述 し 
Te 


本 稿 を 終る に あたり , PUPS BOT HAP OAS, 御 助 言 を えた 千 
藤 忠昌 , 植田 良夫 両 助 教授 , 青木 譜 一 郎 助 手 に 深 対 する 。 叉 御 教 示 を あたえ られ た 教養 部 
八森 健三 教授 に 感 調 す る 。 叉 , 野外 調査 に 協力 され た 石橋 浴 , 菊地 克 芝 , 鬼塚 閑 彦 の 諸君 
に 調 意 を 表す る 。 


1) 青木 謙一郎 : Sci. Rep. To6hoku Univ., Ser. III, 6, 261~310, 1959; 
Ki, 3, 1~16, 1958. 
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AS—+BKUNOBEOLARKA* 


A note on the chemical composition of the lavas 


from the Daisetsu-Tokachi vo'canic chain 


Be Je 義 e (Yoshio Katsui)** 
= 橋 @ i (Toshimasa Takahashi)** 


Abstract: The Daisetsu-Tokachi volcanic chain lying on the central 
highland of Hokkaido extends in NE-SW direction about 80km. It 
belongs to the inner subzone of the Kurile vo'canic zone. This volcanic 
chain comprises vast pyroclastic plateaux of Pleistocene (or later Pliocene- 
Pleistocene) welded tuffs and Holocene stratocones, lava-domes and cinder- 
cones. The rocks of the volcanic chain vary in composition from basalt to 
rhyolite (46.79-71.57% in silica content), most of which are comprised in 
calc-alkali rock series (or hypersthenic rock series) and are characterized 
by common bearing of hornblende and biotite. The general chemical 
character of the rocks is the richness in alkalies (alkali-lime index=62) 
and in K,O/Na,O and Fe,O, /FeO ratios and poorness in FeO + Fe,O; /MgO 
ratio, which shows quite different from that of the pyroxene andesite- 
dacite suite (calc-alkali rock series) of the Shiretoko-Akan volcanic chain 
belonging to the outer subzone of the same volcanic zone. The marked 
difference between the two rock suites of the outer and inner subzones 
owes its origin to the difference in character of their parental basaltic 
magmas ; i. e. alkali-poor tholeiite magma in the Shiretoko-Akan volcanic 
chain, and weak alkalic tholeite magma in the Daisetsu-Tokachi volcanic 
chain and alkali olivine basalt magma in the Japan Sea coast, respec- 
tively. Most hornblende (and biotite)-bearing rocks are considered to 
be derived through sialic contamination of the latter two magmas. 


De doi Lk ae 
北海 道 の 中 央 部 に は , 大 雪 火 山 か ら 十勝 火山 に 至る 一 連 の 火山 列 が , いわ ゆる 中 央 高地 
を 形成 し て いる 。 こ の 火山 烈 に 関す る これ まで の 地質 学 的 お よび HBV, 1926 
年 泥 流 を 伴う 活動 を 行 つ た 十勝 火山 を 除い て は , 極め て 少な か つた リ 。 生 者 の 一 人 (Y. 
K.) は 1950~2 FOAL KHAO 石川 俊夫 教授 を 中 心 と する 大 雪 火 山 の 調査 に 従事 
し , また 他 の 一 人 (T.T.) は 1954~9 年 に わた つて 干 勝 火山 の 調査 を 行 つ て きだ これ 
ら の 調査 は むろ ん 多く の 容 自 部 分 を 残し て いる が , この 大 山 列 に 対す る 新 ら し い 知 識 を 


* 1959 年 12 月 日 本 地質 学会 北海 道 支部 例会 講演 

** 北海 道 大 学 理 学部 地質 学 人 鉱物 学 教 密 

1) 田中 館 秀 三 : 地学 雑 , 37, 501~508, 568~584, 1925; 多田 文男 , 津屋 
弘 達 : Fee, 2, 49~84, 1927. 
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提供 し て いる リ 。 BES, この 火山 列 の 岩石 化学 に 興味 を も ち , 新た に 9 ヶ の 化学 分 
析 を 行い これ まで の 盗 料 と 共に , 2-3 の 差 察 を 試み た 。 

この 報 文 を 草 す る に あ た つ て , 御 指 導 と 御 助 言 を た まわ り , ある 時 は フィル ド を 共に さ 
れ た 北海 道 大 学 石川 俊夫 教授 , 石橋 正夫 教授 , 木崎 甲子 郎 , 鈴木 源 夫 の 各氏 , 北海 道 学芸 
大 学 秋 工 力 氏 , AU TARA RE, NIA. 長谷 川 潔 の 各氏 に あつ さく 御礼 
申 上 げ る 。 ま た , この 研究 の 一 部 に は , 文部 省 科 学研 究 旨 を 使用 し た 。 


2. 大 雷 一 十勝 火山 列 に つい て 

大 雪 一 十勝 火山 烈 は , 標高 1500~2300m に 達する 多数 の 火山 か ら な り , NE-SW 方 
向 に つら な る 。 SORE KH 80km に 達する 。 この 大 山 烈 は , N-S 方 向 の 高く 山脈 化 
し た 甚 般 の 日 高 帯 お よび 新 第 三 紀 火山 岩の上 に 叶 出 し て お り , 個々 の 火山 体 自身 の 高 さ は 
一 般 に 低い 。 この 火山 烈 は , BB? に よ つ て 論じ られ て いる よう に , 護 行 構造 を 示す 千 
島 弧 の 西 線 に お ける 雇 行 の 一 つの 単位 に 相当 し て いる 。 

& EIN DRE ODO KUGIO RED 5, これ を 一 つの 炎 山 帯 と し て 取扱 うと いう こと 
も 考え られ る が , 千島 弧 全 体 に 治 う 火山 帯 (広い 意味 で 千島 火山 帯 ) は , 必ず し も ある 
特定 の 性 質 を も つ 火 山 ま た は 火山 列 の み に よ つて 構成 され て いる わけ で は な い 4 が が 。 こ の 場 
合 , 千島 紙 全 体 に 沿う 火山 の 配列 に 対し て , 千島 火山 帯 と 定義 し , 大 雪 火 出 か ら 十勝 火山 
に いた る 配列 を , 大 雪 一 十勝 火山 列 と し て 取扱 うこ と に する 。 大 雪 一 十勝 秋山 列 の 発達 史 
は , これ まで の 知識 を 総括 すれ ば , お お よそ 第 1 表 に 示し た 歴史 を た ど つ て いる 。 

VERIO RAD (鮮新 世 末 ?) に , この 大 山 烈 の 中 軸 か ら 大 な 流 紋 岩 質 軽石 流 の 噴出 が 
HY, 広大 な 火山 砕 選 岩合 地 を 形成 し た ぷぷ 。 こ の 人 台地 は , 現在 残 つ て いる も の だ け で る も , 
面積 1250km?2 6) に 及ぶ 。 次 いで 石英 安山岩 質 軽 石 流 ^, さら に 安山岩 質 軽 石 流 の 噴出 
が 行わ れ た 9)。 こ れ ら の 活動 は , 断続 的 に 起り , 次 第 に 規模 を 縮小 し て いつ な た 。 

沖積 世 初 頭 ( 洪 積 世 末 ?) に 入 つ て , 大 山 列 の 中 軸 か ら , TERE TERA ~ PER a DIE 
動 が 行わ れ , 多数 の 大 き な 成 層 火 山 が 形成 され た 。 こ の 場合 , 浜 積 世 の 火山 砕 局 物 の 活動 
が , 胃 角 噴 火 に 近い 形 を と つた の に 反し , 沖積 世 の 火 山 活動 は な, 中 心 噴火 の 形 を と つて い 
る の が 注目 され る 。 こ の 活動 の 末期 に は , 多数 の 理 長 質 疾 岩 円 頂 丘 が 噴出 中 心 の 近く に 形 
MANOS. MCKBKU CE, PRAKUOKAX EY EWC, Medicene Lake 
Highland») に み ら れ る よう な lampart dome group の 形成 が 行わ れ て いる 。 COB 


1) 石川 俊夫 , PRZEKE, 鈴木 泊 夫 : 地質 , 58, 268, 1952; 勝 井 義 雄 , 石川 
俊夫 , 鈴木 源 夫 , PGE 力 , HOME, DUAR, 木崎 甲子 郎 : 地質 , 60, 320, 
1954; 鈴木 源 夫 , 北川 芳男 : AMHR, 32, 12~21, 1956; 鈴木 汰 夫 : 北 地 
要 報 , 35, 24~32, 1956; 高橋 俊 正 : 十勝 火山 の 地質 及び 岩石 に つい て GEAR 
存 手記 ) , 1957; 石川 俊夫 編 : KSURV BEIM, 地質 見 学 案 内 書 , 1958. 
Tokuda, S.: Jap. Jour. Geol. Geogr., 5, 41~76, 1926. 
ANGER : 前 出 , 1952. 

PRIPSERE : 地質 , 64, 681~682, 1958. 

ARMA, ANH : pitt, 1956. 

SARA : 前 出 , 1956. 

ome RAR: 「 十 勝川 上 流 」 図 幅 説明 書 , 北海 道 開発 庁 , 1957. 
石川 俊夫 他 : AH, 1952. 

9) Anderson, C. A.: Publ. Dept. Geol. Sci. California Univ., 25, 
347~422, 1941. 
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成 に は , 地下 の 環状 構造 (恐らく は 最後 の 軽石 流 の 噴出 後 の カ ル デ ラ 陥没 に 沿う 3) の 支配 
BHO LAMAN So BARC, 大 山 烈 の 全体 か ら み れ ば , 極め て 小 規 模 で は ある が , 再 
CUFRAEEORDAAD A, 小 円 鑑 火 山 お よび 疾 岩 流 の 噴出 が 行わ れ も て いる 。 

大 雪 一 十勝 秋山 列 の 火 山 噴 出 物 の 岩 損 は , “RED 流 紋 岸 に いた る まで , 多様 で あ 
る 。 こ れ ら の 噴出 物 の 有人 色 鉱 物 に は , PEL L CHU - MANE LUNA OIE d» 
に , 角 関 石 ・ 黒 雲母 が 普通 に 伴わ れる 。 

洪 積 世に 叶 出 し た 多量 の 火山 砕 層 物 は , いずれ る も 話 結 作用 が 進ん で いる 。 岩 質 は , 初期 
の も の か ら , 流 紋 岩 っ 石英 容 山 岩 っ > 安山岩 と いう 組成 変化 を た どる が , その 班 品 の 有色 鉱 
物 組 合 せ は , (黒雲 母 > 角 関 石 > ARE > SEG) — (RIG RRR SR 
+ RES) > (RMR a= a> ANAS HHA) EOTW So 

また , 沖積 世 の 初期 の 成層 火山 は , SMR ARBEEKRE ([Vb—>c)) ~ pee RE 
BB RALRS (Vc っ d, Vd)-+ARERU HEA - ARRAS (Vd, 
VId) CLOCHRSNTS. ZORMCMHLCAEORRR, BOREEOWS U 
4 _Lv=hhA ANAT RRaRe aks (Vid) BkU+ THA - RES 
BREA (XVId, XVII) な どか ら な つて いる 。 MBM LRBGRBAE IL, 
ELL ChQRAS BEER EIWG (Vd) で あぁ る 。 こ れ ら の 含 角 関 石 (及び 黒雲 母 ) 
岩 類 は , FRAO hI - BREE LIELIEZA!, か つ オ ー ト リス お よび ゼノ リス が 
ご く 普 通 に 含ま れる 。 ARAM, 石灰 質 ま た は ソー ダ 質 核 , お よび ホル ン フ ェ エル 
ス 起 源 核 な ど が みとめ られ る 。 比較 的 結晶 度 の 高い 類 岩 に お いて は SHA BLU BES 
の オォ パサ イト 化 が いち じ る し い 。 ま た 尋 石 安山岩 と 呼ん だ る も の に お いて る も る, 角 図 石 の 仮 像 
を し めす 磁 鉄 鉄 ・ 交 石 粒 集 合体 の み ら れ る 場合 が 少く な い 。 こ れ ら の 岩石 学 的 性 質 は , 鳥 
i RRK WHORES? お よび San Juan) の 火山 岩 な どの 性 質 に 類似 し て いる 。 

3. 4 学 成 分 

大 雪 一 十勝 火山 列 の 妖 岩 の 化学 組成 を 第 2 表 に , また Norm 値 な ど を 第 3 表 に 示し 
た 。 こ の 炎 山 烈 の 燃 岩 の 成分 変化 は , BABB ICL CT 46.79~71.57%, 色 指 数 に し て 37 
AT に わた つて いる 。 第 2 表 か ら 通 常 の 酸化 物 変化 図 を 作 つ て 第 1 図 に 示し た 。 HI 
kME> これ ら の 燃 岩 は 比較 的 え スタ ー ス な 成分 変化 を た ど つ て いる 。 こ れ ら の 化学 成分 上 
の 最も いち じ る し い 特 長 は , Fe,O,/FeO, MgO/FeO+Fe,03,, KK。0/NagO な ど が 何れ 
も 大 きく , アル カリ ーー 石灰 指数 が 62 で ぁ つ て , 本 邦 の 火山 岩 類 と し て は 比較 的 小さ いこ 
と で ある 。 これ ら の 特長 は ; HLL CHARIS AMT SAR (中 ・ 北 部 ) ・ 富 士 ( 南 
帯 ) 火山 帯 燃 岩 の 特性 と は 異 り , むし ろ 含 角 了 図 石 安山岩 類 を 普通 に 産 す る 鳥海 ・ 大 山 な ど 
DK LSE NEL RMA ERT o 大 雪 一 十勝 火山 列 の 話 岩 の 化学 成分 上 の 変化 を , よ 
り 明 ら か に する た めい に 第 2 M~H 4 図 を 作 つ た 。 

ノル ム 長 石 図 (第 2 図 ) に つい て みる と , HI MMH wy (第 1 表 参 照 ) は , 比較 的 Or 
CEL, PICS BR ERHIEL Or に 乏しい 。 一 方 , HU 期 お よび 第 III He 
出 物 は , 何れ る Or に 富ん で いる 。 弐 酸 量 に お いて ほ ば 同 量 で ある に も か か わら ず , Bl 


1) 久野 久 (1954) の 分 類 に よる 。 

2) 石川 俊夫 : 鈴木 酵 教 授 層 歴 記念 論 文集 , 263~277, 1958. 

Sm LarsenvE.S:.et als Am. Min 21, 679~701, 22, 889~905, 23, 
227~257, 417~429, 1936-38. 
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第 1 図 酸 化物 変化 図 
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MECH on ES TIL 期 噴出 物 の 間 に , この 様 な 関係 が 存在 する こと は , JERI REPENS, 
こう し た 事実 は , 第 T MIME, この 火山 列 で 比較 的 早期 に 噴出 し た も の で あり , ゼ 
ノリ ス ・ ゼ ノ ク グリ スト に ALY (特に BRERA IIL, LOR: 外来 物 を 発見 出来 な 
い ) の に 反し , 第 IL BLU IIT eee, HE - RVY Taz iApayvect 


Ae te St eet aie NS 149 


石 な どの ゼノ リス や 石英 ・ 斜 長石 な だ どの ゼノ クリ スト を 含み , 晩期 た 噴出 し て いる と いう 
事実 と 調和 的 で ある 。 この 現象 は , 山崎 が 日光 火山 で 注意 し た よう に , 粘土 質 お よび 
花 剛 岩 質 岩 石 の 混成 作用 と 岩 苗 進 化 が 進む に 従 つ て , K,O/Na,O が 増大 し て ゆく こと を 
と る る で まい で ある 36 

ノル ム 長 石 図 に 表 わ れ た 現象 に 注意 し な が ら , J VAG (438) F442, 第 I 
期 噴出 物 は Fs に と み , 第 11 期 お ょ よび 第 III 期 噴出 物 は 逆 に En cbt?) oni, 
運 常 の 岩 柴 進化 の 方 向 と 剖 行 する も の で あぁ つて , 混成 作用 と 岩 此 の 進化 に 伴い , 揮発 性 成 
分 (HEL CK) が 濃 集 す る こと に よ ょ つて , マグ マ 中 の Fe が 酸化 し 9 や, BROKE 
出し て , 結 選 輝石 中 に 入る べき Fe + 普 逐 し く な つた た め と 考 えら れる 。 同様 な 現象 は , 
SLAW FORE, 種子 田 が が 明らか に し て いる 。 

次 に MgO - (FeO + Fe,O,) - (Na,0+K,0) 図 (第 4 図 ) に つい て みる と , SRS 
FeDAI, PSRICLATVAVICZLWD, 他 は 鉄 の 濃 集 が 行わ れず に , 総 ア ルカ リ 
頂点 に 向 つ て 直線 的 な 変化 を 示す 。 こ の 様 な 現象 は , ノル ム 交 石 に 表 わ れ た 現象 と 良く 調 
和 し , KENNEDY が 実験 的 に 明らか に し た よう に , また WALKER & POLDERVAATS) 
が の べ て いる な うに 7 本 化 され て Fe,O3/FeO DKK ( ROP VIF TCL, VU-T4 


第 3 図 J VMs Yk 図 


En ; Wt Fs 
T. pe 知床 一 阿寒 火山 列 リ ァ ル カリ 有 芝 しい ツ レー アイ ト 岩 き 
B= fg 大 雪 一 十勝 火山 列 や ゃ ヽ ぃ アル カリ た に と む ソ レー アイ ト 岩 る 
A. {K+ FIR? - 4rvaxrv7 (基底 )3) アル カリ 問 系 
Pyr. { 百 丸 知床 一 阿寒 火山 烈 ) AVIT VIVEK 
Hone are AA | AW cee, ” 
細 十 字 AR” - Bi - 4 va7rv 7? ” 


1) pPRREKE : 前 出 , 1958; 2) Katsui, Y.: 前 出 , 1953; 3) 河 
野 義 礼 , 松井 和典 , 清水 勇 : 5 万 分 の 1 地質 図 幅 説 明 書 「 歌 志 内 」 北海 道 
開発 庁 , 1956. 


1) Yamasaki, Y.: Jour. Geol. Soc. Japan, 62, 504~514, 1952. 

2) No.9 お よび 11 は 試料 が 多少 風化 し て いる の で 第 3 図 か ら 除 いた 。 

3) Kennedy, G.C. : Am. Jour. Sci., 246, 529~549, 1948. 

4) Taneda, S.: Jap. Jour. Geol. Geogr., 22, 1~26, 1952. 

5) Walker, F. and Poldervaart, A.: Bull. Geol. Soc. Am., 60, 591 
~706, 1949. 
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第 4 図 MgO-(FeO+Fe,0;) —(Na,0+K,0) 図 
FeO+Fe203 


符号 は 第 3 図 


Na,O+K,0 Wt% MgO 


ト 質 マゲ グマ の 様 な 鉄 の 濃 集 の 機会 は な く , REET TT OAICHMEL RR LBA SNS. 
この 場合 , 久野 り が 述べ て いる よう に , 粘 板 岩 ・ 黒 雲母 ホル ン フ エルス ・ 花 賠 岩 質 岩 石 
な どの 外来 岩 片 の 汐 解 混入 に よ ょ つて , 総 ア ルカ リ 頂点 の 方 へ 直線 的 に 変化 し た と いう 要因 
BANE. 

大 雪 一 十勝 火山 烈 の 場合 , HHEPOVLTVIBO では, -DRAKOCT VAI OBE EO 
て 品 出 温度 が 下り , 倖 方 交 石 が 卓越 し , 更に 含水 鉱物 の 角 関 石 及び 黒雲 坪 な ど を 品 出 し , 
結 品 質 岩 の 場合 は 最後 に や ゝ 多量 の アル カリ 長石 を 品 出 する に 至 つ た も の で あぁ ろう 。 マグ 
マ が 地表 に 達する と , 圧力 の 除去 及び 揮発 性 成分 の 放出 , 更に 酸化 ・ 急 冷 な どの 条件 に よ 
OC, FANG - SRK ARH AE PW ZB DSK ASRERROK-PUR A 7 E CAFES NG 

4. 8 察 ——$cSAaRaKWsBOR SB 

千島 弧 の 内 帯 に 沿 つ て 噴出 し た 第 四 紀 火山 岩 類 に 注目 する と , APE L CBU LUO 
を 特長 づけ る カル クア ルカ リ 岩 系 の 安山岩 類 が 最も 多い 。 こ れ ら は , 弧 の 外側 か ら 内 側 に 
むか つて , Wa Rey 6 Sea (BSR) 安山岩 類 と な り , 同時 に アル カリ を 増加 
し , YY) PRIME RWS SS? CORES, 北本 州 当 に お ける 那須 火山 帯 と 鳥海 火 
山 帯 に よ つ て 示さ れる 帯状 配列 に 相似 で あぁ る 9 。 北海 道 に お いて , これ ら の カル クア ルカ 
リ 岩 に 伴 つ て 少量 出現 し て いる BAAD 5 BBMEL RL 考え られ る 大 山 岩 類 に 注目 し 
て みよ う 。 人 第 3~4 図 の いづ れ に お いて も, SERRE, 千鳥 帯 の 外側 を 代表 する 知 


1) Kuno, H.: Jour. Fac. Sci. Univ. Tokyo, Sect. II, 9, 241~265, 
1954. 
2) \PRIPSERE : 地質 , 64, 681~682, 1958; Ishikawa, T. and Katsui, 
Jour. Fac. Sci., Hokkaido Univ., Ser. 4, 10, 163~182, 1959. 
3) 勝 井 義雄 : 地質 , 60, 185~191, 1954. 
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PR BIREK IUD 7 VAVIELWOY VF 4b EROKRE~ RHE» 内 側 を 代表 
TOMRBLUO ANAT YT AKUOT VAY BRORMERKRE t OPFRCRANS oH 
らく , KE-TBAUIPIOR BRS, SRPRSSCADNSZLIR, や ゝ アル カリ に 富 
む ソ レー アイ ィ イト 質 の も の で あろ う 。 こ の こと は , 海洋 側 か ら 大陸 側 に か け て , 次 第 に アル 
カリ に 富む 母 岩 此 が 生じ て いる と 考え て も ょ いり 。 

ここ で カルク アル カリ 岩 系 に 注目 する と , 第 3 一 4 図 に 示さ れ て いる よう に , これ ら 
の プロ ツ ト の 分 布 域 は , 全体 と し て 久野 DRG EERO RIC 4S S be 
に , か な り 明 瞭 な 2 つの タイプ ーー 畑 石 宏 山 岩 類 を 特長 と する タイ ィ イプ (Pyr.) と 含 角 関 石 
次 山 岩 類 を 特長 と する タ ィ プ (本 or.) 一 に 分 けら れる 。 こ の 点 に つい て は , か つて 冨田 3) 
も その 可能 性 を 指摘 し じ し た こと が ある 。 ここ で , 含 角 関 石 安山岩 類 は , ノル ム 交 石 図 に お い 
て , Asklund の pyroxene immiscibility gap お よび Kennedy®) の hornblende 
field に 相当 する こと は 注目 し て よい 。 更に 重要 な こと は , 上 述 の 野外 に お ける 岩 石 組 合 
PIHWCH, ERGBSI~AMEMUTH, この 2 つの カル クア ルカ リ BR, それぞれ 
の 母 岩 柴 分 化 岩 系 と 密接 な 関係 を 示し て いる こと で ある 。 こ の 事実 は , MARY AMLT 
ルカ リ に 泌 し レ い ソレ ー ア イト マグ マ か ら , また 含 角 関 石 容 山 岩 類 は や や アル カリ に 富む ソ 
レー アイ トマ グマ お よび アル カリ 科 機 石 玄武 岩 マ グマ か ら 導 か れる こと を 示し て いる 。 
この 解釈 は , 単に 北海 道 に お ける 千島 帯 の な に 適用 され る も の で は な い 。 北海 道 か ら , 
千島 列島 一 Kamchatka に つら な る 千島 帯 全 体 に つい て る も, さら に , JERMNMICHYS 
半 須 帯 一 ニセ コ 火 山 群 一 鳥海 帯 , お よび フォ ッ サ マグ ナー 七島 に お ける 富士 南 帯 一 富士 北 
帯 一 乗 鞭 帯 と いう 帯状 配列 に も , こう し た 解釈 共 成立 する で あぁ ろう 3 。 環 日 本 海 ア ルカ リ 岩 
右 区 周縁 に あたる 山陰 北九州 地方 の 信 角 図 石 安山岩 類 の 場合 も 同 演 で ある 。 

これ まで , LIELE, 本 邦 の 第 四 紀 火山 岩 に つい て , 角 関 石 や 黒雲 母 を 含む 火山 岩 分 布 
MCL, SNICFEA MA LUADOKMDD TRIER BAIT SOOCHY, 一 方 , 角 
図 石 や 黒雲 母 の 稀 な 地方 で は , CY AY PRR ERMEWCHS9, と の べら れ て きた 。 
この 事実 は 正 の 例 か ら も さら に 裏づけ らち られ よう 。 しかし, この 事実 と ブー ゲー 異常 分 布 
か ら 推 定 さ れる 地殻 の 厚 さ に よ つ て , RRSKSHNG (BLUBREE) 岩 類 が , 同じ マ 
グマ (ソレ ー ア イト マグ マ ) か ら , ソ レー アイ ト 錦 玄武岩 お よび 交 石 安山岩 の 場合 より も 
ょ り 多 くく 地殻 と の 混成 作用 を 行 つ て 生じ た ”, と 結論 する こと は , 日 本 列島 と いう 視野 で 
は 適当 で は な い 。 何故 な らち ら ば , 上 述 の よう に , BAe (BLURS) 岩 類 の 優勢 な 地 
RC, TVAYVIEZLWYV-7 4 }BROBABALNT, mle, LIZLIET VAY 
HRELUERSTVAVICECY V-74 }BROLRAMRALNSRECHSO 


Kuno, H.: Bull. Volc., Ser. 2, 20, 37~76, 1959. 
Kuno, H.: Bull. Geol. Soc. Am., 61, 957~1020, 1950. 


) 
) 
) 冨田 達 : 九 大 理研 究 報 告 (地質 ), 3-2, 96, WEE, 1951. 
) 
) 


mon — 


Asklund, B. : Geol. Undersok., 17~6, 75~88, 1925. 

Kennedy, W. Q.: Min. Mag., 24, 203~207, 1935. 
) 久野 A: 地質 , 56, 226~231, 1950; 種子 田 定 勝 : 九 大 理研 究 報告 
(4H), 3-2, 74, 1951. 

7) Kuno, H.; Ir. New York Acad: Sci., I, 14, 229, 1952. 
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宮城 県 温湯 附近 に み ら れ る 新 第 三 紀 完 唱 質 塔 石 類 
On the Tertiary holocrystalline rocks of the 
Nuruyu district, Miyagi Prefecture 


成 FA 英 者 (Eikichi Narita) * 


Abstract: Along the Ishinomaki-Chyokaisan tectonic zone which 
crosses the north-eastern part of the Honshu are with NW-SE trend, some 
Miocene holocrystalline rocks surrounding the basement granite of pre- 
Tertiary are seen. In the Nuruyu district, northern part of Miyagi 
Prefecture, such holocrystalline rocks are found among Miocene propylitic 
rocks, and the main part of them presents dioritic character, but in part, 
doleritic or aplitic. In this paper, some interesting relations between 
those holocrystalline rocks and host propylitic rocks are described. 


Us {ke 1h poy Te 
宮城 県 の 北西 隅 に ある 温湯 温泉 附近 に は , 新 第 三 紀 中 新 世 の 変 朽 安山岩 を 伴う 細 倉 層 が 
広く 分 布 し て いる 。 こ の 地域 に は , BRR PVCU BAT SES AY BaD 
れ て いて , この よう な 完 品 質 岩 石 と , まわ り の 変 朽 安山岩 質 火 山 岩 の あい だ に 興味 ある 2 
へ ~ 3 の 関係 が み ら れ る の で , それ ら に つい て 報告 し た い 。 


2. 地 ri 


この 地域 は , 秋田 , 宮城 , WBS ROS ISNT SFG CARRE 3S L BRIE 
れる 一 迫川 上 流 地域 に 位置 し , 細 倉 鉄山 の 北西 約 12km" の 地点 に 位置 する 。 

附近 は 中 新 世 中 部 と され る 細 倉 層 に し め ら れ , それ ら は 石巻 一 鳥海 山 構造 線 2) に そつ て 
BAGS SAE mPa SEL LC, 不 整 合 ある い は 断層 で 接する 。 本 層 は , 主 に 石英 
安山岩 , PARIS, ARIK, 集 塊 岩 か ら 構 成 さ れ , 火成岩 類 は な 共に , BW 
FFRIUAG BEAN TOS CHIL, 一般 に 』 ゆる く 西 側 に 信人 欠 し て いる 。 KBOE 
部 は , 集 塊 岩 を 挟 在 する 汰 泥 岩層 に 移 比 し て いる 。 沢 泥岩 層 は , 更に 石英 安山岩 質 凝 灰 岩 
を 主 と し , & SUNER, 春 岩 を 挟む 涯 灰 岩 層 に 不 整 合 に 覆 わ れ て いる 。 BRRUBAE 
KANO LEMS, 石英 安山岩 質 峰 結 北 灰 岩 に 覆 わ れ て いる 。 火成岩 類 は , 細 倉 層 に 伴わ れ 
る 変 朽 安山岩 質 大 山 岩 が 主 と な つて いる が , これ ら の 他 に , 岩 脈 状 の 隆 状 普通 洒 石 安山岩 
や , 粗 料率 武 岩 , BRR, 半 花 賜 岩 な どの 完 品 質 岩 石 が 伴わ れ て いる (第 1 図 )。 


3. i B 


LOAD NSAI HERE, OREUSUABUS, OATEREI: Eat 
る が , (DO SERARARAERSOLBWEUZL (bb DNS, 石英 関 緑 岩 質 


ee eee eee 
1) 片山 信夫 ・ 和 梅沢 邦 葉 : 鬼首 図 幅 地質 説明 書 , 1~77, 1958. 
2) KASH : 地球 科学 , 18, 17~23, 1954. 
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第 1 図 RA) —Gt ARR A 5621 北部 右 英 隊 緑 岩 質 岩 体 
4 “AR 


Cw w 


x ee ER ey 9 


1 WR 2 ARK 1 石英 安山岩 2 Hee 
Bike 3 泌 泥 岩 4 ha 5 角 3 pe eke 4 BOR YME-EUS 
Baekike 6 MRKMAZIK 7 石 BS BRN 8 AEE 
英 安山岩 8 MMAR 9 Fa 7 : 

質 普 通 輝 石 安山岩 10 Maken 11 

AeA a 12 変 安山岩 


2 


BBOPR2OW Cs 第 1 図 ル ー ト ・ マツ マツ プ に み ら れ る よう な 岩 脈 状 の 産 状 を し めし , 
花山 番 所 附近 と その 下流 (南部 ) の 3 ヶ所 に み ら れ る 。 粗 灯 玄 武 岩 質 の 完 品 質 岩 石 は , G 
英 図 緑 岩 質 岩石 に 伴わ れる , 2 ヶ所 の 地域 の 他 に , 伊豆 根 沢 入口 附近 に み ら れ る 。 

この 地域 の 火山 岩 類 は , BSA CARICA, 燃 岩 流 の 産 状 を し めす 石英 安 山 
BeUBRGKUBAREC, その 他 に 岩 脈 状 を な す 夷 状 普通 輝石 穴 山 岩 が み ら れ る 。 こ れ 
bDBHOS (IL いち じ る し い 変 質 作 用 を 受け 変 朽 安山岩 , HbR ROCA. 

完 品 質 岩 石 の 攻 入 に 伴 つ て 形成 され た と み ら れ る 変質 岩 は , 完 品 質 岩 右 中 の 捕獲 岩 や , 
岩 脈 の 接触 部 に , また 灯 山 岩 中 に , BRE, EPS, 理化 岩 等 と な つて 見 れる 。 
A. SHS 

1. HRKRBEAA COPA, 石英 図 緑 岩 と 密接 な 関係 を も つて あらわれ , Ait 
隊 緑 岩 中 に 捕獲 岩 様 の 産 状 を し めす (第 2 図 ) 。 伊豆 根 沢 附近 に み ら れ る こ の 岩石 は , そ 
れ に 接し て 位置 する 石英 安山岩 と 一 つ に な つて , それ ら の 両者 の 間 に 明 瞭 な 境界 を みとめ 
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この 岩石 は , PREOME BAC, FPRARAEXG (intergranular) を し めす も の が 多 
い が , 一 部 に は オフ ィ テ ィ ツ ク 和 構造 (ophitic) ELHTIDI ALN SZ. ECARA, 
HSH A HEM Sh (BIR, 5 及び 第 3 図 , 5), 一 部 の も の に は , これ に 多量 の 
英 を 伴う 場合 (第 ! 表 , 4 お よび 第 3 図 , を) が み ら れ る 。 和 組成 鉄 物 の 容量 比 は , 第 1 


Be Sea ARK A I 


1 2 3 4 S 
Q 11.93 11.43 3.83 13.53 0.90 
Or 2.66 1.46 ORE: = == 
Pl SNS 54.99 53.77 63.54 59.14 
Px 13.04 WOE oi 26 .27 4.39 29.41 
ap 0). 22 0.42 0.31 0.25 1.01 
sph tr — — — — 
op 4.86 5.09 3.81 BEo7 8.19 
Ur 0.55 — — — — 
Bi — — 1.24 = — 
Ep 0.33 1.35 = = 
Chl 6.41 14.14 10.55 4.51 0.34 
Cb 0.22 — — | 5.51 1.01 
i | 

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 


Q 石英 ) Or ita, Plaka, Px eG, ap BIG, sph. #85, 
op WmAai, Urv71G, Bi BES, Ep SG, Chl Ves. 
Cb jem Haigh 
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に し めし た 。 MRA, 一 般 に , BEER, SB~“ABO’ORSW. 2 SEO 
EERODERS RAT SA COS. EO An 成分 は , 一 般 に 高く , BHROSDEAT, 
ANgo-s2 を し めし , MPRARACIRPHERA DIN. SOR Hh SC Ans_ez, 外側 部 
で ANss-6) TLOTo MAMAN, ELA EMB~LABORRC, 和 斜 長石 の 尊 聞 を 埋 
め て いる 。 一 般 に , 0.4-0.8mm 程度 の も の が 多く , 大 き な る の で 2.0mm に 達する も 
の が 認め らち れる 。 CAZ=40°, 2V=(+)40° を し めす 。 石英 は , PRAMS BH, 他 
形 粒状 の 集合 を 作り , 大 き さ は , 0.1mm ABOLOPRS.. AMA IZ, PRICG. 
FIV GG, BRK, ARG, WAG, WPRGEA EEE FIV GK, MERGE, 比較 
WEECSENCWS (第 1 表 , 4,5, HIM, 4,5) 

2. BRA AMORA CL BRAREIS, OAMICMMERBR SAE HE 
岩 状 に も ち , ENSMSRRMMLRE, KR, BRR AKMBT BAL, 比較 
灯 明 瞭 な 境界 を も つて 灯 灯 玄 武 岩 中 に 不 規則 な 岩 脈 を 作る 場合 が み ら れ る (第 2 図 )。 

この 岩石 は , 一 般 に 灰色 ~ 暗 灰色 で , SAREBEE LOT. EXARA. EES, G 
英 か ら 構 成 さ れ 少量 の 正 長 石 を 傘 つ て いる 。 組成 鉄 物 の 容量 比 は , 第 1 表 に し めし た 。 生 
長石 は , 一 般 に 短 柱 状 で , 粒状 の も の るみ られ , 自 形 ある い は 半 自 形 で , 大 き な も の で 2 
~4mm, 普通 は 0.5mm 程度 の も の が 多い 。 MRE RAD POMS ANg-77 を し めし , 
BEHEOBIME CS An。。 を し めす 。 CERN RAO PO 部 で は An4s-ge, 外側 部 で 
は ANg3 55 を し めす 。 石英 は 短 柱 状 余 長石 の 粒 問 を 埋め , 0.5mm 程度 の 将 状 集合 体 を 
作る 場合 が 多い 。 一 部 で は 矢 民 石 と ミル メカ イト 構造 を 作 つ て いる 。 ERA A 英 と 同 
様 に 僅 長 石 の 料 間 を 埋め て み ら れ , 大 き な も の で は 1.6mm 程度 の も の が あり 量 は 少 い 。 
2V 三 (+)47° を し めし , アノ ー ソ クレ ー ス 質 長 石 の 性 質 を し めす 。 Hale, 半 自 形 ~ 他 
形 で , REBLATAIF (7, ある い は 開 粒状 構造 を 作り , 大 き な も の で 2mm HE, 
一 般 に 0.6mm 前 後 の も の が 多い 。 c\Z=52°, 2V=(+)60° を し めし , LEBORE 
母 , 緑 泥 石 , ウラ ル 石 に 変 つ て いる 。 MRAP, BFF RBG, ARG, 
黄 鋼 鉄 , 黄 鉄 鉄 を 任 つ て いる 。 含 チタ ン 磁 鉄 鉄 は 比較 的 多量 に 信 ま れ , 離 深 状 の チタ ン 鉄 


6AM 完 品 質 岩 石 類 の 終 長 石 An 成分 
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1-i, GEMREPOPHERAES, 1- 抽 MEEPOMRAA, 2-4, 更 状 粗 泡 玄 
REHOMEMEH, 2ii, MAETOMRAEA, 3-1, 粗 数 玄武 岩 中 の 短冊 状 余 
EE, 3, 同 岩 大 中 の 柱状 斜 長 石 ) 3- 近 , 同 岩 石 中 の 斑 状 信長 石 ) 2 : BARE 
を も つっ つ 和合 長 右 の 外側 部 , 5 : 同僚 長 右 の 中 心 部 ) Cc : BRANES DEAVAEA 
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SEAS, RRGK UCP REEL COS. Hohl, RRA. 緑 泥 石 が み ら れ , BR 
AME, 岩 脈 の 周辺 部 に 多く み ら れ る (第 5 図 1)。 

3. VERE LOR, 石英 図 緑 岩 体 中 に , 脈 状 , 汐 状 に み ら れ (第 2 図 ) , BAA 
で は 局所 的 な 分 布 を し めす 。 こ れ は , 主 に 石英 と 正 長石 で 構成 され (第 5 図 2), 石英 は 
0.2mm 程度 の も が 多く , 細 粒 の 正 長 石 と モザ ィ イク 状 の 集合 を する 。 正 長 石 は , (HB 
で , 大 きく , 2~5mm に 達する も の が み ら れ , COMMMS BAL BLAME (EO T 
共生 し て いる 。 一 次 鉱物 に は , BEA ROMBEE MOTHS 

B. ‘kia 

1. SMEAR COBRA, 本 地域 で ee 流 の 産 状 を し めし , HREORGO 
Siw RUC 変 朽 安山岩 化 , 著 化 作用 を 受け て いて 淡 灰 緑色 の 岩石 に 変 つ て いる も の 
が 多い 。 

変質 の すく な いこ の 岩石 で は , BERS RA, TMA, 石 基 に は 陰 徴 晶 質 の 
Orb LBW HRS 6 OTH DM SLO RBOEME RO CoB HEE Late Att 
小さ く 0.5mm 程度 の も の が 普通 に み ら れ , BERD CAPR, SPREE 比較 的 少な 
く Anzs-zr を し めす 。 WANE, 他 形 粒状 な いし 短 柱 状 で CAZ=39° を し めす 。 

変質 を うけ て いる も の で は , 斑 卓 斜 長石 は 曹長 石 , 絹 雲 母 , 炭酸 塩 鉄 物 に 変り , 石 基 は 
SEE 3 MMEOBRA, RES RICA, 炭酸 塩 鉄 物 に 変り いわ ゆる 変 朽 安 
山 岩 化 を うけ て いる も の が あり , COMMS ROMA FOOT K ZE(LE RSD, 両 
者 は 広い 範 暑 を し め て いる 。 

2. BRK COMA, IEMOMREAOMRH EL, 伊豆 根 沢 入口 な ど に 分 布 し 
普通 輝石 安山岩 と 同様 に 変 朽 安山岩 化 , 理 化 作 用 を うけ て いる も の が 多く , 比較 的 新鮮 な 
も の で は 暗 灰 色 を し めす 。 一 般 に 少量 の 石英 の 区 品 が 認め られ る 統 密 な 岩石 で ある 。 

この 岩石 は , 主 に 石英 , 斜 長石 の 斑 品 と 陰 微 品質 石 基 で 構成 され , TORE 
安山岩 と 比べ て 明らか な 違い で を し めす 。 こ の 岩石 は , いち じ る し いい 変質 を 受け , 石英 を 除 
いて すべ て 分 解 し て いる 。 HRARAIWEA, MES, 炭酸 塩 鉄 物 に 交代 され , AER 
WOR CREEK, AINE 3, MOREA, AI WE, SER, 
炭酸 塩 鉱物 に 変り , 石 基 全 体 は 終 合 状 集 合 を な す 包 有 有 物 の 多い , 比較 的 大 きい (0.30.5 
mm) 石英 の 集合 体 に 変え られ, 部 分 的 に 新鮮 な 石英 炒 か ら な る 注 を 作っ つて いる 。 

Cc. 変質 夫 類 

1, 変 安山岩 … こ の 岩石 は , 南部 の 石英 図 緑 岩 体 中 に あぁ つて , BATE ERO IRE 
し めす も の で あぁ あり, 一 部 は 明らか な 変成 作用 を 受け て いる が , 一 部 は 変成 作用 を の が れ , 
上 に の べた 普通 石 安山岩 の 構造 を 残し て いる 。 RUAN BE OBA, いも 
じ る し い 磁 硫 鉄 鉄 の 鉄 染 が み ら れ る 。 こ の 岩石 は 粗 灯 部 分 が 細 粒 部 分 を 縫 つて 不 規 則 と 
な り , MUCK FOR, THRICA GH, この た め 細 粒 部 は 角 春 状 と な る 部 分 が ある (第 7 
図 ) 。 

AUCH, 1 IER HAR REG BARR (第 5 図 3), 2 正 長 石 一 クリ 
Ab VAR SRE SRR RK, «= 3 IEG Se 2G a 
EWS, 4 TER — RE SZ E OMA RELDTYOOCHS. これ ら の 多 
く は , RP RORMEIIAA bt, HORE L MER D BES ZB re り に 正 長 石 の みか ら な る 
WEOC VD: これ に つつ まれ た 内 部 は , BORE BORA EL ROTH Se 
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時 に 最 内 部 に は , BR, あぁ あるいは クリ スト バル 石 の 集合 体 が み ら れ る 。 

正 長石 は 契 状 半 自 形 で , 結晶 の 外 軒 部 は 石英 と 徴 文人 象 状 の 構造 を 作 つ て 共生 し , 0.5mm 
前 後 の 大 き さ を 示す も の が 多い 。 と き お り カ ー ル スバ ツ ド 式 双 品 が み ら れ , 2V=(+)66°? 
を し めし ソー ダ 正 長石 の 隆 質 を し めす 。 石英 ある いで は クリ スト バル 石 は 他 形 , 粒状 で モザ 
4 7 IRR VEO CHR BO PONCHO YD, 0.04mm 程度 の 大 き さ の 音 状 集合 体 を 
DOC So MARIS, REG LAMAR SASNSRMA LL AW. MR — 
CRE 7 SITET Zo RARER ILE OL GEERT, ほとん ど 多 色 性 は し め さ 
な い 。 大 き な も の で まれ に 0.2mm, 一 般 に は 0.08mm 程度 の 大 き さ の も の が 多い 。 透 
交 石 は 他 形 ~ 半 自 形 で 粒状 の も の が 多く , 大 きい も の で 0.15mm, 一 般 に は 0.08mm 
程度 の も の が 多い 。c 人 Z=38?, 2V=(+)53° を し めす 。 黒 雲母 は 他 形 > 半 自 形 で , 0.2 
mm 程度 の も の が 多く , 多 色 性 は Y, =o, X=KRBEELOL MERE 
する 場合 が 多い 。 不 透明 鉱物 は 磁 鉄 鉄 , チタ ン 鉄 鉄 , AGRGK, 磁 硫 鉄 鉄 , 黄 鉄 鉄 な ど が み 
られ , この うち 磁 硫 鉄 鉄 さ 比較 的 多く 粗 粒 部 の 最 外 縁 や , 粗 炒 部 汐 の 中 心 部 な ど に 濃 集 す 
る ほか 散 点 状 に 分 布 し て いる 。 

細 冬 部 は この 変成 岩 の 大 部 分 を し め , 源 岩 石 で ある 安山岩 の 構造 を 残し て いる 部 分 が 多 
く , MAR, 石 基 斜 長石 の 外形 を 残し て 正 長 石 に 族 つ て いる (第 5 図 , 4)。 AH 
SAO UCREAL, 微細 な 石英 , 鈴 長 石 , 交 石 の 集合 体 に な つて いて , その 基質 に 雲 状 
の 黒雲 母 や , まれ に , PERERROMGB, 粒状 透 輝 石 が み ら れ , RETR, BGK, 磁 鉄 
鉄 , チタ ン 鉄鉱 を 伴 つ て いる 。 

2. 圧 確 状 変質 岩 … こ の 岩石 は , BHO AAR AK CTA ZI BORMAN C HO 
CT, そこ に は 圧 砕 状 の 安山岩 が み ら れ る 。 こ れ な は 角 和 春 状 の 破砕 構造 を し めす も の で , そこ 
に み ら れ る 角 春 に は 安山岩 の 他 に , TCCONRHEMELR AR BADA SH, 網状 に その 
間 を 縫う 破砕 部 は 多量 の 磁 硫 鉄 鉄 で 埋め られ , また , 細 粒 柱状 の 緑色 角 隊 石 が 形成 され て 
いる (第 5 図 , 6)。 時には, そこ に 少量 の 石英 が み ら れ る 。 

安山岩 角 春 部 は , 前 に の べた 普通 輝石 安山岩 と 同一 の も の か ら な り , その 斑 品 斜 長石 は 
と き に 破砕 され て いる も の が あり , Ags 67 ELOT. MAE CAZ=39° を し めし 緑 泥 
BKB OWA VORB Wo AIPA I, MRORVER, 曹長 石 , 絹 雲 母 , 
PAB Ha BRD & RE 7x BERR BRITE OCW Zo 

MRE aed, 問 粒 構造 を と る 余 長 石 か ら な り , PICA RADR MEAS AR 
BEEBE SZ. HERES Ang を し めし , 一 般 に 中 心 部 は Anya, 外側 
は An。。 を し めす 累 帯 構造 を も つ 。 

角 春闘 は , 主として 石英 や 細 灯 な 緑色 角 図 石 で 構成 され , そこ に は 多量 の 細 粒 磁 硫 鉄鉱 
を 伴っ つて いる 。 PEMA EBORER, ある い は 放射 状 の 集合 体 を 作り , 多 色 性 は 
2Z 三 緑色 , マ Y 三 黄 緑色 , X=KRE を し めす 。 安山岩 お よび ARKRER eA PIC 
も 多量 の 磁 硫 鉄 鉄 を みみ る が , この よう な 石英 や 角 関 石 は 形成 され て いな い (第 5 図 6)。 

3. HEE AH Bit, TODA LER AOR, 変 朽 安山岩 中 に 岩 脈 
状 , ある い は 不 規 則 な 形 で み ら れ る 和 圭 質 な 岩石 で 灰白色 と を し めす 。 石英 隊 緑 岩 と 安山岩 と 
の 接触 部 に 不 規 則 な 形 で み ら れ る も の な は な, 接する 石英 隊 緑 岩 , 普通 輝石 安山岩 , 変 朽 安 山 
岩 な ど に 少 移 し 明らか な 境界 を し め さ な い 。 岩 脈 状 の も の は 変 朽 安山岩 と 明瞭 な 境界 面 を 
も つて 接する も の が あり , これ は 不 規則 な 形 の も の と 一 連 り に な つて いる (第 6 図 )。 
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BOM 変 朽 安 山 岩 化し た 普通 光石 LORE, 多量 の 石英 を 伴っ 
ZWeHOLESs て いて 緑 泥 石 , Miata 


So TRA A OBES AROS: 
長石 が 残 つ て いて , 40K i 
状 右 英 の 集合 体 に な つて いる 。 脈 
状 理 質 岩 で は 石英 粒 は 比較 的 大 き 
く , 0.5mm 程度 の 粒状 の も の が 
o SKE ACR AD RARE 
FEV, この 細 脈 は 変 朽 容 山岸 中 に 
ess BIBL TAO So BIG A SK 
TANK 2 MOR EERE PRR OTB DOH 
BED ERGBOBERA LDN 
ZIMMSLE ORE GK, BEB, 
磁 鉄 鉄 を 伴っ つて いる 。 こ の 磁 硫 鉄 
鉄 は 黄 鉄 鉱 中 に 包 裏 され て いる 。 
本 岩石 は , 組成 鉱物 , 岩石 の 構 
人造 な どか ら , tke, HAw 
は 安山岩 類 を 交代 し て 形成 され た 
鷹 水 性 変質 岩 と 思わ れる (第 5 図 , 
6 及び 第 6 図 ) 。 


4. # x4 


EA 
AOE fel a a a VOT WK GG 
細 脈 状 部 分 は 粗 炒 部 i 

っ つて で て で 夕 の 報告 が な され で いる 6 

それ ら の 大 部 分 は な, 右 英 図 緑 岩 質 で し め ら れ 斑 柏 岩 質 岩 石 , 花 章 岩 質 岩 右 は 2~3 の 地域 
に み ら れ る の み で あぁ る 。 本 地域 の 完 品 質 岩 石 類 は , 主 に 石英 図 緑 岩 質 岩 石 で し め ら れる 


KE ORD SHAE, KAORI, 


1) APB : eae 小坂 図 幅 説明 書 , 1931; 井尻 正二 : Alber, 9 
| 1941; 石油 技 協 10, (4) 1941; 中 村 久 四 TARE : HWE, 55, 1949; 

rene : 地質 , 56, 1950 三 本 杉 選 代 治 : Be, 56, 295, 1950; 3 
地質 , 56, 126, 1950; 服部 富雄 : 地質 , 57, 1951; 浦島 幸 世 : 
紀 代 の 研究 , 8, 1951: 井上 武 : 秋田 大 地 次 開発 報告 ,) 5, 1~10, 1951; 加藤 
ABE : Gk, 35, 91~103, 1951; 大 和 栄 次 郎 ・ BEE: Bor, 36, 1952: 
RAREIEM : 1/50000 分 沼 図 幅 説 明 書 , 1952; 今田 TE: 6k, 35, 11.15 
1951; 山形 大 紀要 7), 2, 3, 1953; BAB : AG, 38, 1954; 7 
Pee RK: ger, 39, 1955; 片山 信夫 ・ 梅 沢 者 巨 : BH, 1958; fe 
ASIERE - RAR - AV - AAT: 地質 , 64, 1958; 松田 時 彦 : 地質 , 64, 
1958; 弘 原 海 清 ・ 松 本 隆 : 地質 , 64, 1958; 田 ロ 一雄 : 地質 , 65, 760, 
1959. 
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yh, 一 っ の BRIO BRKRE, 半 花 瘍 岩 を 伴い , それ ぞ れ が in situ で の 分 化 作用 の 
導 物 と み ら れ る 様子 を し めし て いる (第 3, SR, 第 1 表 ) 。 新 第 三 紀 の 粗 粒 玄 武 岩 に つい 
C, SHED の 報告 で は 出羽 丘 策 に み ら れ る 灯 粒 玄武 岩 と その 分 化 岩 に つい て 報告 され , 
それ ら の 分 化 岩 に は 臣 員 花 韻 岩 , GOB, HIE, DURE EN TO So ENS 
の 記述 は , 本 地域 の 粗 粒 玄武 岩 に 伴わ れる 種々 の 型 に 極め て 類似 し た も の が み ら れ る 。 F 
ら に 今田 に よれ ば , これ ら の 粗 粒 玄武 岩 は olivine bearing magma type と non oli- 
vine bearing magma type の 2 DDAARMICD SL LEON TWSM, ZO RIO 
いて は , SUR D KOZ RR ARG & EORM EIN BV CRAD BREAK & 6 EN 
る 性 質 と を し めし て いる 。 し か し な が ら HIN 4 CAN SARAMLBR Sheet 
氏 物 成分 の 量 比 に つい て 非常 に 異 つた 性 質 を し めし て いる 。 さ らい に 注 貞 す べき 点 は , 本 完 
唱 質 岩 類 に お いて は 全体 と し て 石英 の 含有 量 が 一 般 に くら べ て 多く , それ ら の 点 か ら み て 
も 本 岩石 は , 一 見 分 化 岩 様 性 質 を し めす が 単純 な 分 化 作用 の 産物 と 考え る こと は 出来 な 
Wo 

ATL REMC SBURICIL, すでに の べた 様 に 一 部 で は 安山岩 と 明確 な 
境界 を も ち 岩 脈 状 に 入り , それ ら に 変成 作用 を あぁ た えて いる 。 し か し 一 方 で は 粗 粒 玄 武 岩 
は 石英 安山岩 に 移り 変っ て いる 。 こ れ ら の こと は , 安山岩 類 や 完 品質 岩石 の 形成 が 互 に 独 
立 し た 火 成 活 動 と し て 行わ れ た も の で な く , 互 に 関係 し た 火 成 活 動 と し て 行わ れ た も の と 
思わ れる 。 SHE? の 報告 に な られ る 粗 粒 玄武 岩 に も この よう な 場合 が み ら れ , 岩 床 の 
中 心 部 で は 正規 の 灯 尊 玄武 岩 , あぁ あるいは 関 緑 岩 々 相 を し めす が 周辺 部 で は 安山岩 様 の 組織 
を る も つ 岩 石 の ある こと が の べら れ て いる 。 この 様 な 例 は 叉 札幌 の 硬 石 山 石英 安山岩 と 和 完 品 
REG, 北 但馬 地域 の 猿 尾 岳 附近 の 関 緑 岩 と 鉢 状 火 山 岩 体 の 含 角 関 石 安山岩 , 朝鮮 の 七宝 
JERE LUA, Tahiti BO-KINAOBRS L 中心 部 の 完 品 質 岩 な ど が 知ら れ て いる 。 

これ ら の 岩石 に な られ る 変質 作用 に は , 変 安山岩 ・ 圧 砕 交代 変質 岩 に み ら れ る 高温 交代 
秦 成 作用 が 認め られ る が , その 変成 の 度合 は いち じ る し さく 小 規模 で , その 変質 作用 は , 捕 
氏 岩 に お いて る も , 岩 脈 の 接触 部 に お いて る も 破砕 され た 部 分 に の みい ち じ る し い ア ルカ み カリ 交 
代 作 用 , Fe, Mg 交代 作用 が 行わ れ て いる 。 し か し 完 品 質 岩 石 附 近 に は 広い 男 囲 に わた つ 
て 熟 水性 の 変質 が み ら れ , COWRMOERERE LDCS. Paice ttn oz 
質 作 用 に は , 和賀 地域 帯 横 黒 線 附 近 の 花 向 岩 類 に つい て の 石井 , 植田 3 の 報告 に も この 様 
な 特長 が 知ら れ て いる 。 

以上 の 様 に 完 品 質 岩 石 の 産 状 や , それ ら に 伴 つ て み ら れ る 変質 作用 の 様子 か ら , それ ら 
が 局 所 的 に 深成岩 様 の 岩 相 を も つて いて る も 明らか に 亜 大 山 性 (subvulkanische) な も の 
で ある らら な と を ほめ し て いる ses 

BRIE Butt RRR PERE LOL, 熱 水性 変質 と 思わ れる 弐 質 岩 に つい て は 
Bastin’) に よっ つて 報告 され て いる Nipising 地域 の ““aplite” や ““red rock” と 非常 に 似 
た 性 質 を し めし て いる 。 Bastin は これ ら の 岩石 が 火成岩 で な く 組 成 鉄 物 か ら 熟 水性 の 変 
質 岩 で ある と 報告 し それ ら を その 地域 の Co-Ag MLE LRU OW CREL TH So 


) Konda, T. : Bull. Yamagata Univ., Nat. Sci., 4, 509, 1959. 
) Konda, T. : 前 出 , 1959. 

) 石井 清彦 ・ 植 田 良 夫 : BH, 1959. 

) Bastin, E. S. : Econ. Geol. 30, 715~734, 1935. 
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< OHROBRCGY, お そら く こ の 地域 の Cu-An-Ag-Pb-Zn 鉄 化 作用 と 密接 な 関係 を 
も つも の で ある こと が 予測 され る 。 


ke ee ter Ul te 


完 品 質 岩 石 と 安山岩 の 関係 は 

1. 二 地 域 の 完 唱 質 岩 石 は , HRKREHSA BRANREREA EERE ERA 
bh, 本 岩石 類 は 石英 隊 緑 岩 質 岩 石 で 代表 され る 。 

2. これ ら の 岩石 は , -HAROMBREARIUE, 石英 安山岩 と 明確 な 境界 を も つて 央 
脈 状 産 状 を し めし , 一 部 は 石英 安山岩 と 移り 変っ て いる 。 

3. 完 唱 質 岩石 の 周辺 に な み ら れ る 安山岩 の 変質 作用 に は , a 正 長石 一 石英 一 黒雲 母 一 
蘇 煙 石 一 透 輝 石 一 磁 硫 鉄 鉄 の 組合 せ を も つ 高 温 交 代 変 成 作 用 一 変 安山岩 , b. 石英 一 緑 
色 角 関 石 一 磁 硫 鉄 鉄 の 組合 せ を も つ 交 代 変 成 作用 一 圧 砕 変質 岩 , c. GRRE 
石 一 黄 鉄 鉄 の 変質 鉄 物 組 合せ を も つ 和 熟 水 性 交代 変質 作用 一 坦 質 岩 な ど が 認め られ , FRU 
岩 化 , 圧 砕 変質 岩 化 な どの 変質 作用 は 極 く 局 部 的 に 発達 し , 一 般 に 熱 水性 の 変質 作用 で 特 
徴 ず けら れる 。 

4. これ ら の 央 成 活 動 は , 独立 し て 別々 に 行わ れ た も の で な さく, 完 品 質 岩 石 , 火山 岩 
類 , 高温 交代 変成 作用 , 熟 水 性 変質 作用 は , お 互 に 一 連 の 関係 を も つて 行わ れ て いる 。 

最近 グリ ンタ フ 地 域 の 鉱床 に つい て 高温 鉄 物 の 共生 が 知ら れ , 第 三 紀 花 賠 岩 質 岩 石 と グ 
リン タフ 地域 の 鉄 床 と の 関係 に 注意 が 向け られ , 竹内 り な ど に よ つ て 東北 地方 の 江 熱 水性 
鉱床 と 完 品 質 岩 石 の 関係 が 考察 され て いる 。 

本 地域 で も , 細 倉 鉄山 を 除い て 大 規模 な 鉱床 は 知ら れ て いな い が , 細 倉 地域 か ら 上 鬼首 地 
域 ま で Pb-Zn-AuAg-CuAg-Cu の 鉄 化 帯 が 帯状 に 発達 し て お り , ここ で の べた 完 品 質 
岩石 は この 鉄 化 帯 に な られ る も の で ある 。 こ の 地域 に は 普通 湯 熱 水性 鉄 床 に あま り 知ら 
れ て いな い バ ラ 交 石 ・ ア ラバ ンド 石 ・ 石 英 脈 や 変 朽 容 山 岩 中 に , 次 山岸 の 和 備 理 に そつ て 形 
成 さ れ た 塊状 交代 磁 鉄 久 溜 が 認め らち られ, 又 細 倉 鉄 山 の 鉄 脈 に は , 磁 鉄 鉱 , 磁 硫 鉄 鉄 の 共生 
が み ら れ , 本 地域 の 鉄 化 作 用 に 興味 ある 問題 を 提出 し て いる 。 こ の 地域 の 鉄 化 作 用 に つい 
て は 次 の 機会 に 報告 する が , この 様 な 第 三 紀 の 亜 火山 性 活動 は ガリ ン タフ 地域 の 鉄 化 作用 
を 考え える 上 で 大 切な 多く の 問題 を 提出 し て いる 。 


本 論文 作成 に あ た つ て 御 指導 を いた だ い た 北大 理学 部 助教 授 刺 橋 三 男 氏 ・ 同 助教 授 小 
林 英 夫 氏 に 深く 感謝 する 。 又 調査 に あ た つ て は 多大 の 便宜 を いた だ い HERBS ROM HR 
式 会 社 細 倉 鉄 業 所 前 地質 課長 市 村 腎 一 氏 , 同 現 地質 課長 重松 喜一 氏 , 高橋 英夫 氏 , その 他 
地質 課 の 方 々 に 深く 御礼 遇 し あぁ あげる 。 

本 調査 に つい て は 文部 省 科 学研 究 費 の 一 部 を 使用 させ て 載 い た 。 


1) MABE: SOR: MRE - RETR BARE : 鉱山 地質 , 9, 32, 
1958. 
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On the magnetite, hematite and magnesioferrite in some 
chlorite rocks at the Kieslager deposits. 


iy} fl — #e (Kazuo Yamaoka) * 


Ws ip = 


eas Ri eee eon BEGG > ARBREB < BLS 
こ は 石 英 質 岩石 と 緑 泥 石 質 岩 石 と が ある こと を 述べ た 。 

es 宮 鉱 山 に お いて , SIUC CRS L. 含 鉛 硫化 鉄鉱 と と も に 著しい 層間 裕 曲 
CART RRR Ali, TOBRDDYUIEDOOLKBALH SM, 磁 鉄 鉱 中 に Ti を 
含有 し な いこ と , 同 鉱 右 中 に AlO, の 極め て 乏しい こと は , 同 鉄 石 が それ ぞ れ 火 成 過 源 
の 砂鉄 の 堆積 物 も る しく は ラテ ラ ィ イト 質 物 の 再 沈 滋 物 と は 考え 難い こと を 述べ た 。 また 磁 鉄 
鉄 々 右 中 に は 磁 鉄 鉄 と と も に マグ ネ シ オ フエ ライ ト (magnesioferrite) L#RS5NSGE 
物 の ある こと に も 触れ た が , その 後 同 鉄 物 は 別 子 鉄山 の 緑 泥 石 岩 中 に も る 存在 する こと が 判 
BRL 更に 磁気 的 ・※ 線 的 ・ 反 射 頭 微 鏡 的 に 壮 究 し た 結果 , マグ ネ シ オ フェ ライ ト で ある 
LEME SHR BDONSZKB Kd 

本 文 で は 別 子 ・ 大 久喜 両 鉱床 近傍 に 見 られ る 異常 な 化学 成分 を 有 TASER E ROR 
BER: マグ ネジ オイ フエ ニラ RC 
が , 緑 泥 石 岩 に つい て は 産 状 ・ 化 学 成分 ・ 構 成 鉄 物 を 記載 する に と ゞ め , その 成因 に つい 
て は 一 層 の 資料 の 著 積 を 待つ こと に し た い 。 

この 研究 に 関し て 鉱石 の 磁気 測定 で は 東北 大 学 金屋 材料 研究 所 前 田 清治 郎 助 数 授 , XB 
SET Cit IGA KK. 星野 義昭 技師 , 岩 右 の 化学 分 析 で は 東北 大 学 選 鉄 鑑 練 研究 所 南 
部 松 夫 助 教 授 の 御 好意 に より 谷田 勝 修 氏 の 御 援助 を 頂い た 。 現地 に お いて は 別 子 ORT 
地質 課長 土井 正 民 氏 , 大 久喜 鉄 業 所 採 鉄 課長 村井 錬 二郎 氏 を は Ud SORA DHE D> BRE 
々 御 協 力 を 頂い た 。 こ こ に 以上 の 講 氏 に 厚く 感謝 の 意 を 事 す る 。 

AMBP « DPB 示 と FNS TAO PLATA WE - ROR IOHIIR RSS 
VOPR 7s TE LRT Bo 


2. FIFMMWERIEBSRORBRUVIS AL ATESZ bICOWT 
中 子 鉄山 に お いて , 磁 鉄 鉄 ・ マ グ ネ シオ フェ ライ ト 共 生体 を 含有 する 緑 泥 石 岩 は , BE 
色 統 密 の 岩石 で , 片 理 面 に 垂直 に 切 つた 断面 で は 優 黒 色 の 部 中 に 暗 緑 色 の 部 が , BARE 
RD ORE EL CHAT S ( 嗜 緑色 の 締 の 幅 は 通常 数 mm 以下 で あぁ る が , と き に は 数 
cm に 及ぶ こと が ある )。 前 者 は 緑 泥 石 中 に 閉 し く 磁 鉄 鉄 ・ マ グ ネ シオ フェ エラ イト に 富む 


\ 


東北 大 学 理 学部 岩石 鉄 物 鉄 床 学 教室 , 本 研究 は 熊本 大 学 理 学部 地学 教 議 在 職 中 に 
ATOTZ 
1) 山岡 一 雄 : 8k, 43, 297~308, 1959 


ot 


報 文 163 


部 後者 は 謀 と し て 緑 泥 石 か ら 構 成せ られ て いる 。 

本 鉄山 で は この 緑 泥 石 岩 は 層状 含 争 硫 化 鉄 た 直接 し て 存在 し (RIALS 21 し で 
は 含 銅 硫化 鉄 の 上 毅 を な し て 直ちに 相 接 し て いる ), 両者 は 刻 に その 層 面 を 切る こと は な 
Wo 

ASHE SEP ICR SIC EIBIRGKINITAA EGIEHOA CH), 三波 川 系 で 通常 緑 泥 片岩 
な る 名 称 を も つて 呼ば れる 結 品 片岩 と は , その 鉄 物 組成 に お いて , また その 緑 泥 石 の 性 質 
に お いて 著しく 異 る 。 すなわち 三波 川 系 で 線 泥 片岩 と 称せ られ る も の な は , 多く は 塩基 性 火 
成 岩 も し く は 塩基 性 火 成 砕 選 岩 な いし は それ ら に 関係 ある る 堆積 央 で, 鈴 物 相 で いえ ば 緑色 
Fy 48 72.> L ROR APS SA ICIE SAYS ZAERO BCH D, HEReIMNA BEG 
OVE DARA - BURG SRG (An9610~15) ・ 方 解 石 ・ 角 関 石 な ど を 伴う も の で , 緑 
泥 石 の みか ら 成 る こと は 殆 ん ど な い 。 ま た その 緑 泥 石 は 槍 田 ・ 白 水 り 等 に よれ ば , pro- 
chlorite ある い は ripidolite 程度 の も の と いわ れ て いる 。 然るに 本 緑 泥 石 岩 中 の 緑 泥 右 
は , その 光学 的 の 諸 隆 質 * か ら は diabantite な いし は それ に 近い 成分 を 有する 緑 泥 石 
で , BEF CL ZORA R~ BA Reh (伸び の 方 向 に 0.05~0.15mm, 市 0.02~0.05 


第 1 図 「 別 子 鉄山 産 磁 鉄 鉄 緑 泥 石 岩 の 磁気 温度 曲線 
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REE HRD BIZMKO A EMDD Zo 

1. BEBKBK TO ee ee) SELES COR CD Oe 

2. ARE RTA ATO NEw える と キュ ユ ュー リー 点 が 少し 低 ふ よう で あ 
が 1 を 混合 し て (TiFe,O, #RHOBC) キネ キュー リー 点 を 下げ て いる こと も 
えら れる 。 鏡 下 に は 末 だ ulvospinel | EAL To (RT HRY ATES 
の キュ ユー リー 点 は 側 定 者 に より 異 つ た 報告 が あり , 440°, 310°C の 値 が 出 て いる 

3. 第 2 相 を マグ ネ シ オ フエ ライ ト と 考え る と , 曲線 の 段 の 大 き さ か ら , その 量 は 新 
宮 人 鉄山 の マグ ネ シ オ フエ ライ ト (AG, 43, 299, 1959) の 2/3 程度 の よう に 思 
RBo 

4. Pe OTE OP aA RS 
BMD gr. 40 DBADKES) ikiE > HEHHOD AOL GI So 


る 
考 
b 
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1) APE - Ark : 地質 雑 , 65, 421, 1959. 
VRE d bKERAOB OSE & RF. 屈折 率 8 一 1.625, MR 7-«= 
0,001~0.002 ALO REFEEE AT. 2V 全 0° 
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204 HUF: BV GKILBEREGRGR - TT AV ATIF POXMAHE 
(@=44.5°~45.5°, 63°~64° 附近 ) 
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ER 別 子 鉱山 産 磁 鉄 鉱 緑 泥 石 岩 No. 7. 18. 5 

下図 新宮 鉄山 産 磁 鉄 鉄 々 石 No. 1010 

CrKeB, 35KV, 10mA, 1°—0.2mm, 1/4°—1/2 cm/min., 8—1—8. 

上 下 両 図 と も に 1.616 の ピー ク は 分 れ て いな い 。 し か し 0=63°~64° の 間 に お い 
て は , MYRTLE, 同 程度 の 高 さ の 1.278 と 1.280 ( 別 子 鉄山 の も の は 
1.281) の 2 つの ビー ク が 見 られ る 。1.278 は マグ ネ シ オ フェ ライ ト , 1.280 は 磁 鉄 
鉄 を 示す も の で ある 。 

MAREE AE ZC CrKeB, 40KV, 7.5mA, 1°—0.4mm, 2°—2cm/min, 8—1— 
4 で , 9=5°~50° の 間 で は 磁 鉄 鉄 と マグ ネ シ オ フェ ライ ト の ビー ク は 重 な つ て あら 
われ , 両者 は 分 離さ れ て いな い 。 Cr 球 管 で な く Fe 球 管 を 用 いれ ば この 場合 も ある 
結果 が 得 ら れる よう に 思わ れる 。 


mm, 後述 の 大 久喜 鉄山 の 緑 泥 石 よ り も 結 品 の 発達 は 良好 で ある ) が lepidoblastic 
structure を な し て 本 列 し て いる 。 

この 緑 泥 石 岩 中 に は 磁 鉄 鉄 が 分 布 し て いる が , ここ に 見 られ る 磁 鉄 銭 の 形態 は 一 般 に 紡 
GER~ RRER CH 0, 極め て 特徴 的 で ある 。 紡 狂 状 磁 鉄 鉄 の 大 き さ は , その 胡 径 方 向 に 
0.02~0.3mm, 短 径 方 向 に 0.01~0.1mm, 長径 と 短 径 の 比 は ほ ゞ ヾ 2:1 な いし 7: 1 
(多く は 3 : 1 BE), 各 紡 鑑 状 体 の 伸び の 方 向 は 概ね 母 岩 の 片 理 た に 平行 て な つて いる 。 
研 礎 面 で は 紡 紅 状 の も の の ほか 粒状 の も の も 見 られ る が , 4 角 ・6 角 な どの 断面 を 有する 
も の は な く , 従 つ て 8 面体 品 ・12 面体 品 な ど は 存在 し な い 。 これ は 三波 川 点 絞 帯 に 現 出 
FH UALS” と 称す る 磁 鉄 鉄 ザ クロ 石 石 英 片岩 また は 緑 熊 石 角 関 片岩 な どの 中 に 現れ る 
BERGA, し ば し ば 美 員 な 8 面体 品 で ある こと と 著しく 対象 的 で あり , また idioblastic 
series の top group に 属す る 磁 鉄 鉱 の 形態 と し て は 甚だしく 奇異 の 感 を 抱か し め る 。 
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= DiS RBAGRERY & BUNT GE F CRAIC kD She LD SL, 1 MBER Y BRE X 
NIZED LMT RT SROBRRESACHSZBRORHDY, また 濃 塩 酸 に 侵さ れる 磁 鉄 
鉄 と 侵さ れ な い マ グ ネ シオ フェ ライ ト 村 と の 共生 体 で ある こと が ある 。 

この 緑 泥 石 岩 中 に は また 姜 形 ・ や や 長く 伸び た 6 角形 ・ 長 方 形 ・ 薬 片 状 な どの 断面 を 
有する 何等 か の 鉱物 の 仮 像 的 形態 を 示す も の が あり , その 大 き さ は 姜 形 断面 の ひので は 1 
BORS 0.1 へ ~0.2mm, 6 角 も し く は 長方形 の も の で は 長径 0.1mm 前 後 , 短 径 0.05 


第 1 表 三波 川 系 の いわ ゆる RIES, GIF - KABMBUPERIEGE, TRALEE 
thuringite 片岩 の 化学 成分 


(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) 
Sio, | 48.52 | 48.86 | 48.83 RI 15.41 14.97 | 23.74 | 21.61 
TiO, 0.93 | 1.05 | 1.09 0.63 0.72| tr. = = 
A 8.47 9.98 0.76 | 25.03 | 21.46 
Fe,O, 3.82 | 4.87 | 4.56 27.46 32.62} 60.82] 11.63 | 13.23 
FeO 9.53 | 7.39 | 6.65 24.63 24.37 13.80 | 30.67 | 33.59 
MnO 0.43 St os 0.11 0.13 0.16| 0.60 | 0.65 
Mico: Ss 73.87. 6434 7.26| 8.03 5.55 | 1.02 | 1.13 
CaO 10.57 | 10.50 | 8.48 1.08 1.48 O63 || we. none 
Na,O PGS 2.32" | 3.14 0.53 0.38] tr. 0.51 | 0.46 
K,O 0.11 | 0.86 | 1.62 0.17 0.18] tr. 0.31 | 0.24 

(+) 7.14 |(+) 5.98 |/(+) 3.08 

H,0 eh ee I OL se ee 0.62 he eee mn = 
P.O. tr 0.60 | 0.14 tre tre bie — — 
CG, = WP 0265 = = = = 
shed, TIKI) = PAE || = 3.66 a = = 7.03 7.32 
Total | 99.79 | 100.04 | 100.25 | 99.80 | 99.90 100.09 | 100.54 | 99.69 


(1) 一 (3) $”82 : Petrological Study of the Crystalline Schist System of 
Shikoku, Japan. 北大 理学 部 紀要 Series IV, Vol. 1, No.l より 。 
(1) Albite-epidote-chlorite-schist 徳島 県 高 越 鉱山 
(2) Albite-epidote-hornblende-chlorite schist jak AyeokW 
(3) Hornblende bearing epidote-chlorite schist is ASK 
(4) 一 (6) 別 子 ・ 大 久喜 両 鉄山 産 緑 泥 石 岩 (谷田 勝俊 分 析 ) 
(4) Magnetite-chlorite rock (愛媛 県 別 子 鉱山 本 出 琉 21L. 試料 番号 7.18.5) 
(5) Magnetite-hematite-chlorite rock (FIERKABRUUKASS, 試料 番 
号 3808) 
(6) Magnetite-hematite-chlorite rock (愛媛 県 大 久喜 久山 大 久喜 需 10 SK, 
試料 番号 7.22.3) 
(7) 一 (8) _ 洲 野 五郎 : 鞍山 鉄 鉄 々 床 の 調査 並び に 研究 。 湾 州 帝国 地質 調査 所 要 報 
No. 16, 1941 £4. 
(7) Thuringite schist (桜桃 園 ) 
(8) Thuringite schist (桜桃 園 ) 


* shepirpkKis—AL oolite の 圧延 され た も の の よう に 見 受け ちら れる 。 
** 磁気 的 (第 1 図 )・X 線 的 (第 2 図 )・ 反 射 頭 微 鏡 的 に マゲ グ ネ シオ フェ ライ ト で 
あぁ る こと は 殆 ん ど 確 実 と 思わ れる 。 
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18. 5 


前 者 は 磁 鉄 鉄 ・ マ グ ネ シオ フェ ライ ト に 富む 部 , 後者 は 殆 ん ど diabantite の みか 


ら 成 る 。 


同上 (SCG RIL). diabantite POP MIR~ RAIRBLERAK (黒色 )。 
同上 (反射 ) diabantite sp O*MEIRMG BK. conc. HCl iCHEk. = DAKE 


ARRGRIEA REGO (灰色 ) と マグ ネ シ オ フェ ライ ト (白色 ) OFF 


同上 (反射 ) diabantite (黒色 ) HOARE REGGE (AK). co 
府 僕 。 奉 人 触 に より 1 箇 の 紡 舞 状 体 も 多く の 個体 に 分 離し て いる こと 


本 で ある 。 
ie, IBKEl Vere 
OO ° 


同上 (反射 ) diabantite (黒色 ) 中 の 紡 舞 状 磁 鉄 鉄 (A) & RRR (灰色 ) 


6—9. 同上 (反射 ) diabantite (黒色 ) POMERANIA BE - J 


RATE: 4 角形 


・6 角形 な どの 規則 正しい 多 形 を 示す 。 実質 は 分 解 生成 物 で ある FT v RK (A 


色 ) と 葵 鉄鉱 (灰色) から 構 成 さ れ て いる 。 


第 4 図 KABRIUKA BPE ROARED S (何れ も 反射 頭 徴 鏡 写 真 ) 
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磁 鉄 鉄 赤 鉄鉱 緑 泥 石 岩 中 の 仮 像 様 鉄 物 。No. 3808 
diabantite (Kf) FICBIDE 3 AMA RR MAIL SN SZ, KALE IR a BGK 
(A) と 粒状 まめ 状 磁 鉄 鉄 (特色) の 集合 体 上 な つて いる 。 
同上 の る の を 高 倍 率 に し た も の 。 仮 像 様 鉱物 中 の 針 骨 状 赤 鉄 鉄 (He) と 粒状 ~ 
まめ 状 磁 鉄 鉄 (Mt) 。 黒 色 部 は それ ら の 問 を 埋め る diabantite。 
同上 。diabantite (黒色 ) 中 の 針 骨 状 赤 鉄鉱 (特色 )。 
diabantite (黒色 ) 中 の 放射 状 の 磁 鉄 鉄 (灰色 ) Lack (AF) 
conc. HCl に て 腐 人 触 。 No. 3808 
この 磁 鉄 鉄 ま その 形態 か ら 赤 鉄 鉄 の 選 元 生成 物 と 考え る 。 
同上 の も の を 高 倍 率 に し た も の 。 conc. HCl icc Hak, 
放射 状 の 磁 鉄 鉄 (灰色 ) と 赤 鉄 鉱 (特色 ) 共生 体 。 ' 
diabantite (Ré4) 中 の 放射 状 む も しく は 束 状 赤 鉄 鉄 (AF). No. 3808 
diabantite (黒色 ) 中 の 赤 鉄 鉄 (He) & RePkGk (Mt). conc. HCl に て 腐 人 触 。 
No. 3810 
jenkinsite 緑 泥 石 (BH) 中 に 見 られ る 磁 鉄鉱 (KEE) ・ 赤 鉄鉱 (Af) 共生 
fk, cotic. HCl に て 次 人 触 。 No. 7. 22. 3 
Boo (Py) 中 に 包 有 され た 柱状 磁 鉄 鉱 共生 体 。 cone.: HCl ic CH ah, No. 
7. 22. 3. Ageeek (He, 灰色 ) ED MRS (Mt. KA) は 赤 鉄 鉄 の 層 元 
生成 物 と 考え る 。 


he 
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0.07mm EEC, KRIDRERMCHAFIVER* と 姜 鉄 鉄 か ら 構 成せ られ る 。 = 
波川 系 点 紋 帯 の よう に 激しい 動力 談 成 作用 を 受け た 地帯 で は , 岩石 は 新しい 鉄 物 組 合せ の 
片岩 に 改変 せら れ て お り , 原 岩 の 残存 鉱物 と 明らか に 考え られ る 久 物 は 見 当ら な い 。 い ま 
問題 に し て いる 緑 泥 石 岩 中 に 見 られ る 破砕 も 変形 の あぁ と も 認め ちら れ な い 。 COREHMAM 

も , 原 岩 の 残存 鉱物 が 2 次 的 変質 を 受け た も の で は な く , 変成 鉱物 (その 形態 及び 分 解 生 
成 物 か ら は 橋 石 が 最も 考え 易い ) が 更に 2 次 的 変質 を 受け た も の と 考え られ る 。 

本 岩 中 に 石英 ・ 方 解 石 ・ 緑 角 石 を 伴う こと が ある が , 石英 は モザ イク 構造 を と る 集合 体 
と し て レン ズ 状 も し く は 杏仁 状 を な し て 緑 泥 石 中 に 存在 し , 方 解 石 は 細 脈 状 に 本 岩 中 を 走 
り , 緑 角 石 は 前 記 方 解 石 脈 中 に 限 つ て 現 出 する 。 緑 鎌 石 は 方 解 石 と 緑 泥 石 と の 反応 生成 物 
ELS VE SID ETD Vo 

本 岩 の 化 学 成分 は 第 1 表 に 示す よう に 三波 川 系 の いわ ゆる 緑 泥 片岩 と は 著しく 異 つ て 
いる 。 ま た 堆積 岩 源 の 満州 の 桜桃 園 産 thuringite 片岩 と も る 異 る 。 す な わ ち 三波 川 系 の 緑 
YEH ICEEL TiZBL & SiO,, Al,O,, CaORNa OE Bic FeO, Fe,O,, 
MgO (cB A CurHo APM thuringite 片岩 と は SIO, OBENICHY CRRA CME 
FECHS2R, Al,O; (eH TAZLWIL, MgO CHU SBGL EMBO CHE LCE 
Bo 

この 磁 鉄 鉄 緑 泥 石 岩 の 成因 を 明らか に する に は 未だ 資料 に 逐 し い 。 し か し な が ら そ の 産 
状 に お いて , (1) 含 銅 硫化 鉄 体 と 相 接 し て 産 す る こと , (2) 含 銅 硫化 鉱 体 の Be 縮 と 磁 鉄 
TRUE BO ete LLM LY} Bees, むし ろ 逆 の 関係 が ある よう に 見 受け られ る こ 
と , (3) その 連続 隆 に 逐 し いこ と , (4) 祐 曲 に よる 特殊 の 地帯 に の み 発 見 され る ** よう 
に 見 受け られ る こと な ど は , その 化学 成分 な ら び に 録 物 成 分 の 特異 性 と と も に 注目 すべ き 
事実 で ある 。 また, マグネ シオ フェ ライ ト は 三波 川 系 の いわ ゆる 緑 泥 語 加 も し く は “ 赤 
WE”? な どの 中 に は 見 出さ れず , 新宮 久 山 の 磁 鉄 鉄 々 石 も し く は 本 緑 泥 石 岩 の よ ょ うに, 
SiO, に 極め て 乏しく MgO に 富む 岩石 に 限 つ て 現 出 する こと は 注目 に 値する 。 こ れ は 英 
らく は 磁 鉄 鉱 生成 の 際 , Fett イオ ン の 占め る べき 位置 の 一 部 を , イオ ン 半 径 の 類似 する 
Mgt イオ ン ボ 占め た が た め に 起 つ た 現象 で あろ う 3 。 


3. 大 久喜 鉱山 ** ERA PRE BAS SREB 


大 久喜 鉄山 で 磁 鉄 鉱 ・ 赤 鉄鉱 を 含有 する 緑 泥 石 岩 は 層状 含 銅 硫化 鉱 体 に 相 接 し て そ の 
下 盤 側 に 現 出し , 厚 さ は 最も 厚い と ころ で も Im を 越え る こと は 少く , また その 連続 性 
も 著しく は な い 。 こ の 緑 泥 石 岩 が 肥厚 する と 含 銅 硫化 鉄 体 は や せ て くる 傾向 が あぁ る と い 
RNG Ale 

* conc. HCl も し く は Zn+HCl ic k ABA S KEY RTD 全く 不変 。 
PEA ARR ORG UL RGR LULAH GS DUCHY, ERVTFAY AT AISA plsAHMLY 
や や creamy CHS, 100 2Y VY AFBRCHW RRL EE & 比重 3.0 OF 
We AV CHM FIST OD (分 離 を 完全 に 行う こと が 出来 ず 重 鉱物 と 緑 泥 石 
は ほ ゞ 等 量 存 在 ) を 化学 分 析 す れ ば , TiO, と し て 1.25% の 値 を 得る 。 こ の TiO, 
値 の 大 部 分 は チタ ン 鉄 鉄 に 由来 する も の と 考え る 。 

** 土井 正 民 は この 点 を 強調 し て お られ る 。 

*** BLU SS AB ile BY 
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本 鉄山 に お いて 磁 鉄 鉄 ・ 赤 鉄 鉄 を 含有 する 緑 泥 石 岩 に は 2 種類 が ある 。 1 は 前 述 の 別 
子 鉄山 の も の と 同様 diabantite も し く は それ に 近い 成分 の 緑 泥 石 を 主要 構成 鉄 物 と する 
岩石 で あり , 他 は jenkinsite 様 緑 泥 石 を 主要 構成 鉄 物 と する も の で ある 。 前 者 すなわち 
diabantite を 主要 構成 久 物 と する 緑 泥 石 岸 は , 片 理 の 発達 の 閉 し く な い MR ABO HY 
右 で , 鏡 下 に は 繊維 状 も や しく は 薬 片 状 diabantite* (各個 体 の 大 き さ は 伸び の 方 向 に 
0.08~0.25mm, 市 0.005~0.02mm) 33 fibroblastic な いし lepidoblastic structure 
Gm UCHICAZEL, CN MIRA EME—-O RMS L hO TW Bo IRE - Bese 
Ti RARE - RES RG EILARANAUM, 壮 鉄 鉄 の 小結 晶 が 見 られ , E78 
鉄鉱 の 小 自 形 結晶 (1 生 の 長 さ 0.05~0.3mm 程度 ) も 存在 する 。 後者 すなわち jen- 
kinsite REA E (AAIZKABS 10 53-5) も 同様 に 暗 緑 色 科 密 ・ 片 理 の 発達 の 極め 
CHW eC, 鏡 下 に は 僅か に 緑色 を 帯び る が 殆 ん ど 無 色 に 近い 繊維 状 ~ 工 片 状 jenkin- 
site** 六 密 に 分 布 し , これ に 少量 の 陽 起 石 *** PID, これ も まな た 緑 艇 石 ・ 草 長石 ・ 
方 解 石 ・ 残 存 交 石 ・ 残 存 余 長石 な ど は 存在 せ ず , BRRDADM SNR 

これ ら の 緑 泥 石 岩 中 に 存在 する 磁 鉄 鉄 ・ 赤 鉄 鉄 は 通常 その 容積 比 そ お いて 岩石 の 5~ 
20% 程度 を 占め る が , 部 分 的 に は 岩石 の 半ば 近く に 及ぶ こと あり , その 形態 ・ 鉄 物 組 成 
に お いて , さき の 別 子 鉄山 の も の と も 異な り , これ また 極め て 特異 で ある 。 

72> RN BRET Ci 4 : SOM ZOOS EAT RBG, % し く は 磁 鉄 
鉄 ・ マ グ ネ シオ フェ ライ ト 共 生体 , 赤 鉄 鉄 ・ チ タン 鉄鉱 共生 体 な ど は 認め られ ず , ARK 
磁 鉄 鉄 は つぎ に 挙げ る よう な 種々 の 形態 ・ 共 生 状 態 を 示 し て いる 。 

1. 束 状 も し く は 放射 状 赤 鉄 鉄 並 びに その 交錯 集合 体 … 緑 泥 石 中 に 不 規 則 に 分 布 す る 。 

2. 放射 状 磁 鉄 鉄 並び に その 交錯 集合 体 … 磁 鉄 鉄 は その 形態 か ら 赤 鉄鉱 の 選 元 され た 

る も の と 考え られ , 事実 磁 鉄 鉄 放射 状 床 の 一 部 に は 赤 鉄 鉄 が 残存 し て いる こと が 多い 。 
放射 状 磁 鉄 鉄 の 交錯 集合 体 の 示す 外形 は 一 般 に 不定 で ある が , 時 に 5 角形 に 近い も の 
や , や や 卵 形 の も の が 見 られ る 。 集 合体 全体 の 大 き さ は 長径 1 へ 1.5mm, 短 径 0.5~ 
1mm 程度 で ある 。 

3. 柱状 磁 鉄 鉱 赤 鉄 鉄 共生 体 … 和 柱状 の 磁 鉄 鉄 の 一 部 に 赤 鉄 鉱 の 共生 が 見 られ る も の で , 

その 大 き さ は 長 軸 方 向 に 0.6~1.5mm, 短 軸 方 向 に 0.1~0.3mm 程度 。 


* 淡 緑 色 か ら 淡 黄 緑 色 の 弱い 多 色 性 を 示す 。 屈 折 率 B=1.619, MA HY-a«=—0°001 
~0.002, 紫 紅 色 の 異常 干渉 色 を 示す 。 

** 名 結 別 の 大 き さ は 伸び の 方 向 に 0.02~0.04mm, 市 0.003~0.015mm. je yf 
率 @=1.571, 7=1.592, -¢=0.021. 鏡 下 で は 一 見 絹 雲 母 に 類似 する 。 絹 雲母 と は 
その 屈折 率 を や や 異 に し , また 第 1 表 か ら 明 ら か な よう に 本 岩 中 に は Al,O;, K,0 
が 苑 ん ど 含 まれ ず MgO MBESENTWS COLL UL KOMAMBES CLA 
こと を 示し て いる 。 そ の 選 折 率 ・ 複 屈折 か ら は amesite に 最も 近い が 上 述 の よう に 
RH AlO, EHALFERVo FECT amesitc で も な い 。 Dana の System 
of Mineralogy に よれ ば jenkinsite 中 に は MnO を 4% 程度 念 む ょ う で ある が , 
本 岩 中 の MnO を すべ て 本 鉄 物 中 に 含ま し め て も, TOM Dana の 示す 値 の 10 
% 程度 に 過ぎ な い 。 然 し な が ら 緑 泥 石 中 で は 本 鉄 物 は jenkinsite に 最も る 類似 し て 
いる 
aes * ROHN 0.1~0.3mm, 市 0.03~0.05mm, cAZ=15°, e=1.620, 
Y=1.639, Y-a=0.019 
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4. 針 骨 状 赤 鉄鉱 集合 体 … 針 骨 状 赤 鉄 鉄 の 集合 か ら 成 る も ゃ る ので, その 全体 の 有 有 する 外 
FAR » SIR - REIN - AUR E HU e 6 角柱 状 な ど 種 々 で あり , fb PORMMOR 
ee h#RENZo EOKESULEROWD EONS ¢ REO1-06mm, We 
0:08~0.3mm EE. SPP IRAPES AD —MNCILBER~ ED ROBEBE O 1) 結 
卓 が 見 られ る 。 

これ ら の 磁 鉄 鉄 ・ 赤 鉄鉱 の 緑 泥 石 中 に お ける 分 布 は 必ず し も 一 様 で は な く , 著しく 届 集 
し た 部 と 然 ら ざる 部 と が ある が , 更に それ ら の 問 を 埋め て 小針 状 な い し 小針 骨 状 赤 鉄 鉱 
(長径 0.02~0.08mm, 短 径 0.0008~0:008mm) が 点々 と 不 規則 に 分 布 す る 。 

磁 鉄 鉄 ・ 赤 鉄 鉄 共生 体 中 に は , LIS し ば 極め て 微小 の 尊 状 も し く は 不定 形 の 黄 鋼 鉄 ・ 黄 
鉄 鉄 が 含有 され る こと が ある 。 然し 自 形 の 黄 鉄 鉱 結晶 (大 き さ 0.15~0.4mm, 脈 状 を な 
し て 分 布 ) 中 に は 磁 鉄 鉄 ・ 赤 鉄鉱 共生 体 (第 4 図 18 参照 )・ 針 骨 状 赤 鉄 鉄 な ど が 包 有 有 さ 
れる こと が あり , 少く と も 鉄 鉄 に は 生成 期 を 異 に する も の の ある こと が 知ら れる 。 

KAZE ORES OILERS CRT EG, 既 述 の 別 子 録 山 の 緑 泥 石 岩 に 
酷似 し (seen 6k Higic ALO, に 逐 し い 点 で や や 趣 を 異 に する が ), 通常 の 塩基 性 岩 源 
の 緑 泥 右 岩 類 と は 義 し く 異 る 。 未 ち らく は この 種 の 緑 泥 石 岩 は 塩基 性 岩 源 の 火成岩 も し く 
は 凝灰岩 が , 何等 か の 作用 に よる 変質 交代 作用 を 受け て 生成 し た も の と 療 えら ちら れる が , こ 
の 問題 に つい て は 可 に 資料 の 著 積 を 待つ て 改め て 報告 し た い *。 


4. 要 約 


以上 症 な る 点 を 要約 する と 次 の 如く な る 。 

1. 三波 川 ・ 御 荷 鍵 系 春 成 岩 中 に 肥 胎 する キー スラ ガー 鉄 床 に お いて は , GRAIL 
て 極め て 特異 な 化学 成分 ・ 銚 物 成 分 を 有する 緑 泥 石 岩 が 存在 する こと が ある 。 

2. CORVE LIRICA DIEZ ONAIRA CRVEHO ADS WMO, 他 の 弐 酸 老 鉱物 
を 合 ま な い 。 そ の 化学 成分 は 三波 川 系 に 見 られ る 塩基 性 岩 源 の いわ ゆる 経 泥 片 着 に 比 し 
Tt SiO,, Al,O,, CaO, Na,OvSeIcsL¢, Fe,O5, FeO ic38 RC 

3, BIFRUORIER A PILE LSE TET る マグ ネ シ オ フェ エラ イト が が 存在 する 。 
マグ ネ シ オ フェ ライ ト は 著しく SiO, に 逐 し く , MgO に 富む 岩石 中 に 見 出さ れる 可能 性 
が ある 。 ま た 同 緑 泥 石 岩 中 に は 規則 正 LORE RT (REE AN SMW こ 
れ は その 外形 ・ 分 解 生成 物 か ら 考 えて , 恐らく は 変成 鉄 物 と し て 生成 し た 橋 石 が 更に 2 次 
的 変質 を 受け た も の と 義 えら れる 。 

4. 大 久喜 鉄山 の 緑 泥 石 岩 も 化学 成分 に お いて 別 子 鉄 瑞 の それ に 酷似 す る 。 こ の 緑 泥 
石 岩 中 に は 特殊 の 形態 を 示す 赤 鉄 鉄 ・ 磁 鉄鉱 ・ 同 共生 体 が 見 出さ れる が , 磁 鉄鉱 中 に は 赤 
鉄 鉄 の 選 元 生成 物 と 考え られ る も の る せ も 存在 する 。 


町 正 本 誌 43 巻 6 号 299 頁 第 2 図 の 縦 軸 ? を と 訂正 する 。 


* 大 久喜 鉄山 に お ける 塩基 性 火成岩 に つい て は 次 の 文献 が ある 。 
今井 秀喜 : 鉄山 地質 , 10, (39), 1960 掲載 予定 ., HAL: 鉄山 地質 , 9, 82~ 
94, 1959., FREES : 鉄山 地質 , 4, 158~163, 1954. 
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Beh OR RW (ID 
—— FERGAL FE KE O BEE DH & Allez *— 


The study of pyrite (II) — The meastirements of thermo-electric 
potential of pyrite from Chichibu mine 


$ A Yt &e (Teruo Suzuki)** 


Abstract: The measurements of thermo-electric potential are at- 
tempted on the section of pyrite from Chichibu mine. The tendencies of 
potential on the electrolytic-etching section are agree with one on the 
polished section, and reflect the heterogeneity of crystal which is recognized 
with the naked eye as parallel growth zoning obtained by electrolytic- 
etching method. Consequently, these zones are consist of 12 zones that 
are p-type except two n-type zones. 


L 序 

F.G. Smith が 黄 鉄 鉄 に 就 い て 熱 起 電力 を 測定 し , 地質 温度 計 と し て 雇用 し て 以来 り , 
多数 の 人 々 に よ ょ つて 同様 の 研究 が 行わ れ タ , その 結果 黄 鉄 鉄 の 生成 温度 と 起 電力 と の 間 に 
密接 な 関係 を 認め る Smith に 対し て , 近年 は 必ず し ゃ 関係 が ある と は 限ら な いと する 介 
定 的 結果 を 得 て い る 場合 が 多い 。 

筆者 は 地質 温度 計 と し て 利用 出来 る か 答 か は 別 と し て , 単 結 品 内 に お いて 起 電力 の 面 か 
ら 如 何 な る 准 動 を 呈す る か を 検討 し っ つつ あり , その 一 例 を 報告 する 。 

一 般 に 黄 鉄 然 は その 内 部 の 不 均質 性 を 反映 し て , BBA Lic ARH SB pattern を 
示す こと は 先 に 発表 し た 。 ま た 符 起 電力 の 測定 に よ ょ つて 黄 鉄 鉱 の 結 品 内 に 何等 か の 不 均 
質 性 が 存在 する で あろ うこ と は 既に 推定 され て いる が , その 実態 は 不明 の まま で あつ た 。 
も Leahic kB pattern と 菊 起 電力 の 変動 が 共に 結晶 内 部 の 不 均質 性 を 反映 する な ら ば ぱ , 
両者 に は 或 る 種 の 関係 が ある と 予想 され る 。 試料 は 秩父 鍼 山 産 の ひので あぁ る が , 測定 の 結 
HIIBARD pattern と 一 致し て , 各部 分 の 起 電力 は 差異 を 示 し た 。 


2. 実験 凌 置 及び 試験 刻 
電解 座 人 触 に より 示さ れる 次 人 触 像 さ , 黄 鉄 鉄 の 切断 面 上 に 累 帯 構造 を 色 量 する 。 一 般 に そ 


* 日 本 鉱山 地質 学会 第 7 回 総会 (1957 年 2 月) で 講演 し た も の の 一 難 

** 東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉱床 学 教室 

Na Suth, EG Am: Min., 27, 1~19, 1942; Econ. Geol., 42, 515~ 
523; 1947. 

2) Harada, Z. and Y. Hariya : Min. Jour., 1, 97~108, 1954; 武 中 
@= : Hee, 42, 31X38, 1958; 大 塚 良平 :{ 早 大 大 学院 工学 研究 薬 報 , 8, 28 
~57, 1959. 

8) 民 鈴木 光郎 : Gk, 41, 185~191, 1957. 
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の 各 zone は 巾 の せま いも の か ら 広 いも の まで 一 様 で は な い 。 CO*® zone COW THM 
起 電力 を 測定 し よ ょ うと する 時 に , 個々 の zone か ら 試 験 石 を 成形 する に と は 容 克 で は な 
い の で , 実験 方 潜 と し て 切断 面 上 た に お ける 金属 線 と の 接触 に よ つ て 和 熟 起 電 力 を 求め た 。 そ 
の 装置 は 第 1 図 に 示す 通り で ある 。 


第 ! 図 実 験 #& 直 


Chromel ling 


Nichrome 0,3mmg 


Wisc aod $8 Sees See 


M,: パイ ロメ ー タ ー, ME ルル 


金属 線 と し て アル メル 線 を 用 いた が , これ は 和 熟 接 点 の 温度 を 近似 的 に 求め る 際 の 測定 回 
械 の 都合 と , MRE BE LRACHS. この 温度 測定 は SHARED 1.5mm 上 部 で ク 
Ue VERE hey SR Ae ee, され に より 温度 を 測定 し た 。 

アル メル 及び クロ メル 両 線 は 径 Imm の も の を 使用 し SEAMLT VA Vv, Tar 
ル 両 線 を 夫々 保護 管 に 包み , その 両者 を 共に 加熱 用 の 径 0.8mm の = クロ ム 線 で , 10cm 
の 間 を 巻き , その 外側 は 更に 保護 管 に よ ょ つて 履い, ZERIT VS FWRUT ARK YN CH 
HES Do PUM Oem s SO Sotia 1.5mm WAS Zo SAL UCHR ASE Lom, 
長 さ 約 10cm と な る 。 冷 接点 側 は 同様 先端 1.5mm を 出し て 10cm OBA PRES SC 
被覆 す る 。 各 接触 先端 部 は 適当 な 機械 的 研磨 の 後に 電解 に ょ り 仕 上 げ る 。 

測定 に 当 つ て は 両 接点 部 を 片手 又は 両手 で 支え て 試 片 面 に 接 鍼 さす る 。 この 方 法 で さ は 
接触 諾 を 一 定 に する 訳 に は いか な い 。 接触 左 の 変化 は 測定 値 に か な り 座 動 を 与え そる こと 
が ある 。 し か し 実際 上 は 接 鍼 金屋 針 の 先端 が 変形 し な い 程 度 に , 可能 な 限り 一 定圧 で ある 
様 に 接触 せしめ た 。 ここ で 述べ る も の な は 熱 接 点 の 温度 が 100°C の 場合 で ある が , その 他 - 
50°, 150°, 200°C の 名 温度 で 行 つ て ある 。 この 場合 試験 上 石 と の 接触 た に よ り 温 度 低 下 が 
ある の で , 出来 る だ け 退 速 に 測定 され た 。 和 熱 接点 の 温度 変化 は 45°C Mik 43°C 
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に 押え た が , この 程度 で は 測定 値 の 傾向 に 対 し て 影 絡 を 顧 慮 する 必要 は な い 。 

試験 上 刻 は 秩父 鉱山 産 の 3cm 大 の 黄 鉄 鉄 で , 結晶 は 一 部 破損 し て 明らか で は な い が , B 
め ら れる 面 は a 面 の み で , 了 惑 らく 完全 な 六面体 を な し て いた も の と 思わ れる 。 試験 面 は 
ay HVC 垂直 の 断面 で , 1N HCl 中 で 2.5V, 8mA/cm2, 20 分 の 電解 に より 求め られ 
た も の に 就 い て 実験 され た 。 この 結果 示さ れ た pattern に よ ょ つて 大 別 す る と 12 zones 
より な る 累 帯 構造 を 示 し , 主要 な 面 の みな に 就 い て みる と , a-078-e5a の 順 で 品 相 の 変 
化 が 見 らち れる 。 尚 , 誰 僕 の 条件 は 起 電力 の 値 に 対 し て 影響 が ある が , それ より る も 測定 値 の 
相対 的 傾向 に 対 し て の 影響 の 有無 を 確 め る た め , 腐 人 触 面 と 同一 の 面 に 就 い て , RELY 
の の 測定 も 行 つ た 。 


3. 測 定 及 UW 結 果 

測定 は 3 種 の 方 法 で 行わ れ た 。 即ち 第 2 図 に 示す 如く , Matick OBEN zone 
を 大 別 し て 結晶 の 外側 よ 
B28 6 h AF yisA, By Ce ayes 
WJ, ZOB_EC#& zone 
毎 に 任意 に 一 定 方 向 の 起 
電力 を 測定 し た も の と , 
ZEYERR x-x, y-y を 仮 
FELT, ORIENT 
いこ れ と 直角 方 向 に 測定 
し た も の と , Mic tree 
eC 
Y’ を 設定 し て 基準 線上 
を 測定 し た も の と で あ 
Bo 以下 測定 値 は + が 
p #, — An Weems 

ENEWS CHS 
1) AH EC zone 
毎 に 行 つ た 測定 : 第 2 
図 に 示さ れる 試 片面 上 の 
数 値 は , BBE we 100+ 
3°C で 測定 し た 時 の も の 
GC, TNT 10 MOM Fez 


ANIL a, 軸 に 乗 直 の 切断 面 で , 面 上 の 数 値 は の 平均 値 で ある 。 RED 
BER 100°C の 場合 の 起 電力 の 平均 値 (MV) を 位置 は 蜂 < 測 定位 置 を 示 
示す 。 数字 の 方 向 は 測定 の 方 向 ) + は P 型 ) 一 L, また その 方 向 は 測定 


は n 型 を あら わす 。 
の 方 向 を 示 る 


各 接 点 の 相対 的 方 位 は 特に きめ て いな い 。 接点 聞 の 距離 は 一 定 で は な く , AA Lom また 
は それ 以下 で , I zone の 如く 特に 巾 の 広い 部 分 で は それ 以上 と し た こと も ある 。 そ れ に 
| ょ 2 る と 現 離 の 差 は 測定 値 の 大 勢 に は 殆 ん ど 影 響 せ すず, む し ろ 面 の 状態 お よび 各 zone 内 
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OE DORAN k OBBT SLBA, 特に zone 内 に 介在 する 不 均質 性 は 鋭敏 
に 反映 する と 療 え られ る 。 

測定 の 結果 か ら E RU K zone ti n 型 に 属し , 他 は すべ て p 型 に 属す る 。 し か し 
C 及び G zone ii, この zone Al n 型 を 示す 小区 域 が 存在 する 。 こ の 区 域 は G zo- 
ne で は 極め て せま い zene と し て 介在 する 様 で ある が , C zone で は その 分 布 が 局部 的 
で は ある が , 明確 な 領域 を 確認 出来 な い 。D zone は 図 の 同 zone 内 の 左下 の 区 域 に 局 
部 的 た に 値 が 高く な る 所 が ある 。 この 様 な 局部 的 な 変化 を 除い て , 各 zone は 測定 区 域内 
CHEM CRELARMLART o 各 zone の 測定 値 の 相対 的 傾向 は , 熟 接 点 の 温度 を 50°C, - 
150°C, 200°C E LU SMRCHACK. 

各 zone の 中 1 RU L zone HMA e BL, 測定 の 結果 か ら 結 唱 内 の 方 向 及び 
位置 に よる 差 は 特に 認め らち れず, 測定 聞 差 の 範囲 内 で 一 致し て いる 。 し か し 下 , H J 
の 如き 各 zone で は 実 険 誤差 を 超え て , 同一 zone 肉 で の 位置 又は 方 向 に よ つ て 大 き な 
差異 を 示し て いる 。 この 実験 で は これ 等 各 zone ODMH, 測定 位置 の 差 か 叉 は 
方 向 に よる 違い か は 確か め る こと が 出来 な か つた が , WS < fel k SARIS A _ zone 
内 の 不 均 質 性 に 基 ず く た め と 思わ れる 。 何れ に せよ F, H, J zone で は (001) に 平行 
の 部 分 で 測定 値 が 高く な る こと は 興味 が ある 。 

2) 基準 線 に 直角 方 向 に 行 つ た 測定 : ここ で 示さ れる 基準 線 は この 功 断 面 内 で , (001) 
及び (102) に 乗 直 の 方 向 即 ち a, RU (201) BAC, 夫々 x-x, y-y の 各線 で 示さ れ 
て いる 。 基準 線 に 直角 方 向 に 測定 する 方 法 は y-y ENERO Con, それ は 第 3 図 
に 示さ れる 。 測定 は 基準 線 に 直角 に , 接点 間隔 3mm, BRE ROWME 100°C で 行い , 測 
定 間隔 は 基準 線上 を 0.5mm 毎 に と つた 。 MS MLHA LO OWMHACHENS (102) 
\SEATOA IBIS (201) と な る 。 

ERM BORIC CME MO SRO, 夷 魔 面 及び 褒 人 触 面 の 両者 に つい て 測定 し 
た が , Mah bk COM WH AP-CAUc HS wk, 各 zone の 相対 的 傾向 は 完全 に 一 致 じ , 
各 zone 毎 の 差異 を 明 際 に 示し て いる 。 即ち 各 zone の 起 電力 の 相対 的 傾向 に 対 し て , 
腐 触 に よる 面 の 状態 は 考え る 必要 な い 。 


第 3 図 基準 線 yy に 垂直 方 向 の 起 電力 (Be 100°C) 


Zone L bl I IHIG| F] E | D TCE 
RS) 
= +2 a 
+| 2B 
x 0 10 20 0 
i fe 4o 
a +24 b 
Hine 
\ 10 20 30 40 


基準 線 y-¥ mm 


a : 正 魔 面 上 で の 測定 値 bi: AIT _L COA Fe fe 


ee P56" See 
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第 4 図 BEML CO x-x 基準 線 に 
3 う 起 電力 (ER 100°C) 


A. zone (i p 型 を 示す 
も の が 多く , E RU G zo- 
ne DAW n We At. E 


‘ i jHIcl F I 

Zone | LIK J | zone は zone 全体 が n A 
* ney を 時 する こと は 1) の 実験 
+) aq 

> 0 の ei る が eves 
ee 
+1 ; 

=, =, * £ x E RU F zone OF3R 

ees). $ 部 に 相当 し, WAKO 

TE ZLGH zone OF YA + 

Ox ‘0 20 30. OX OC, WE Aw te ZOT 
“lk wo G zone AKL L 
mk: fee =o Cp HEEL, 一 部 n 弄 
x 10 20 30 


BR @ 線 x- x mm 


第 5 図 BA LCD x-x Aime 
うぅ 起 電力 (Bde 100°C) 


あの 
1) の 実験 で 示さ れ た が , 
この 方 法 に お いて G zone 
に mee ZA tk n Hee 


Zone| L KIS I I (Hicl F | する 部 分 に 相当 する 。 な お 
2 : 1) の 実験 で n 型 を 示す 
+] # K zone 222 CGhpnz 

thane: % 30" あい の は , 第 2 図 に 示す 如く 
NA § EWATTKL KT 

. ” ; = fo is zone の 境界 に 当 0 7 そ 

2 17)» れ 等 各 zone の 影響 が あつ 
ar A] \ た た めで ある 。 
at hg 2 a DRO a 
0 5% 30 * く , 各 zone De ee 


RHERLBASN So 


ZS くす Lb OCHA, 各 ZO- 
ne の 傾向 を 示す の に 適切 


3) 基準 線上 に 一 接点 を 固定 し 線上 を 順次 測定 する 方 法 : 基準 線 xx, Y-Y 
BIS a; RU (102) に > SAAR RICARICIER XK, X’, ¥, Y’ 75h 2 Mica bag Ne 
設定 し , ROHS hid 冷 接点 を 固定 し , (HOPE Me 基準 線上 を 0.5mm 毎 に 移 

= 5, #4, 5, 6 図 に 示さ れる も の で ある 。 
OO た め , 第 4 及び 5 図 に 示す 如く x-x ae 
5 VOUT, RRR U Ben O mies CMe EZ Lito CORR AMICK S% 
POD 大 な る 測定 値 を 与え る が , 各 zone OF HSA aA Ze BL 相対 的 関係 Me 

じ て は 面 の 状態 を 考慮 する 必要 が な いこ と は 2) の 場合 と 同様 で ある 。 SE 
| 問 の 距離 は 一 定 せ ず , 接点 間 に は AIC 両 接点 部 以外 の 各 zone を 人 各 む こと に な る か, 
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第 6 図 BARE CO y-y 基準 線 に 沿う 起 電力 熱 接点 (100°C) 


Zone | 1s Id 1 GATE wb Gaels A | 


~< pte 


10 20 30 yo 


基準 線 4-3 mm 


< ト 


それ に は 関係 な く 各 zone の 相対 的 差異 が 現われ る 。 

定点 は A, F, L の 何れ も Pp WO zone の 中 に 設定 され た 。 各 zone の 相対 的 儲 向 
は 第 4~6 図 に 示さ れる 如く , 何れ も 明暗 に 示し て いる 。 第 4 及び 5 図 は 同一 基準 線 x- 
x EC, FE RU BM CHOCO, 相対 的 傾向 は 同一 で ある 。 勿論 測定 値 は 定 
点 の 位置 及び 接点 の 種類 に よ つ て 変化 する 。 例え ば I zone に 就 い て みる と , xx He 
線上 で は L zone に 定点 が ある と き は , BABAR 熱 何 れ の 接点 で あつ て る も 平均 1.3 
へ 1.4mV を 示す 。 こ れ は y-y 基準 線 に つい て る 同様 で ある 。 し か る に F zone に 定点 
が ある と き は , その 定点 が 冷 接点 の 際 は 2.4mV AM, 熱 接 点 の と き は 1.4mV 内 外 と 
な り , A zone に 定点 が ある と き は , 定点 が 冷 接点 の と き は 2.9mV AS, BHERDE 
き は 2mV AML 著しく 起 電力 を 異 に する 。 腐 人 触 像 か ら は 1 お よび L zone は 均質 な 
pattern を 示し , 事実 1) の 方 法 か ら ゃ も , 起 電力 に は 方 向 そ の 他 に ょ る 不 均質 さき は 特に 
認め られ な か つた 。 x-x 基 塗 線上 で は I 及び L zone の 問 に は K zone の 如く n HH 
を 示す 部 分 が あり , y-y 基準 線 に 沿 つ て は K zone を 欠く 。 即 も この 方 法 で 得 ら れる 起 
電力 は 両 接点 の 設定 され た zone の み に 支配 され る 如き 状態 を 呈す る 。 定点 が A まな た 
lk F zone の 如き 部 分 に 設定 ざれ た 時 は Tzone の 起 電力 は 閉じ ぐ 四 つて で くる 2、。 この こ 
tlt bao 1 及び し の 間 の 関係 か ら 推 定 す る と , A Mik F zone の 性 質 に 支配 され , 
A 又は zone と I zone の 間 に 介在 する 各 zone は MRL AS. F BU L zone 
の 間 で は L zone に 定点 が ある 場合 に x-x 基準 線 に 沿う 方 が が, y-y 基準 線 に 沿う 場合 
より る も, 定点 の 温度 に 関係 な く 大 きい 値 を 示す 。 即ち x-x 基準 線上 で は 定点 が 冷 接点 の 
と き 1.2mV AS, 熟 接 点 の と き 1.1mV 内 外 , y-y 基準 線上 で は 定点 が 冷 接点 の と き 
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0.3mV Ast, 熱 接 点 の 時 に 0.8mV 内 外 と な る 。 こ れ は 第 2 図 に 見 られ る 如く F zone 
が その zone 内 で その 位置 に より 起 電力 を 異 に する の を 反映 したため と 壮 え られ る 。 
勿論 定点 の 温度 は 重要 な 影響 を 与え る 。 MAL F 及び I zone 問 を 見 て も , x-x 
FRVERR E Crk zone に 准 ま た は 熱 接点 を お く こ と に より , 2.4mV 及び 1.4mV の 如 
く 変 化す る 。 こ れ は エエ 及 び L zone の 如く 均質 な zone と 考え られ る も の の 間 で は 見 ら 
れ な い 。 即ち この 変化 は F zone 内 の 因子 に 基 ず いて 生ずる と 考え られ る 。 
これ と 同様 の こと で 最も 興味 が ある こと は , pN 結合 を 示す zone の 問 の 起 電力 で あ 
So 第 4~6 図 に 見 られ る 如く , 両 接点 が p RU nAWD zone に 夫々 位置 する と き は , 
も し Pp 型 を 示す zone に 冷 接点 が あり , n WD zone に 熱 接 点 が くる と き は , 起 電力 は 
n 型 を 示す が , 接点 の 位置 が WE AYA p 型 に , 冷 接点 が n WO zone に ある 
どき は 起 電力 は Pp 型 の 符号 を と る 。 これ は 定点 の 設定 し た A, FL の 名 p WO zone 
t, E RU K © 1D zone OHORRTAS LE. 例外 な く 接 点 の 差 に より 符号 の 逆 
BAAN. Nd, BABEL CS 起 電 力 は 接点 の 位置 する 部 分 の み に 関与 する 一 つの 
例 と 考え られ る 。 口 , これ 等 の 現象 に 対 し て 更に 検討 を 加え る べく , 実験 を 累積 し つつ あ 
る が , 他 の 面 か ら も 究明 を 行う 計画 で ある 。 その 一 つと UCLOBRA MN Bw TC 局部 分 
光 分 析 潜 1 に より 微量 成分 を 求め た 結果 で は , p 型 に 属す る A お よび I zone か ら は 
As, n 型 に 属す る E 及び K zone か らち ら は Ni が 相当 量 検出 され た 。 こ の 関係 に 就 い て 
は 他 の 機会 に 述べ る 。 


4. 結 び 

FERS FERRIC C, 電解 誰 触 を ほど こ U7 TL CAO EEA Mz Leo iM 
fl—t_ LE CHB MCR CH LD OE LRL CT, WEIRD lac xy LCi ac KS 
操作 は 療 え な く て も よい 。 そ の 結果 特に 次 の 各 点 で 興味 が ある 。 

1. MMB. BAC Lv Bon SMH t MLC, 各 zone Ck Y COUTH 
に し , 明らか に 単 結 唱 内 で も 起 電力 は 不 均 一 で ある 。 

2. 各 zone の 多く は p 型 を 呈す る が , 一 部 の zone tin MERL, MAIS 
の 両者 が 存在 する 。 

3. 同一 zone に 属し て いて も その 位置 に より 起 電力 の 大 さ が 異 る こと が ある 。 一 般 に 
腐 僕 が 均質 に 行わ れる zone で は 位置 また は 方 向 に よる 差 が 始 ん ど な い 。 

4. p-n 結合 の 場合 , n 型 の zone に 熟 接 点 が あり , p A zone irks ot Slt 0 
型 の 符号 を と り , 接点 が 逆 に な る と , 符号 も 逆 と な る 。 

以下 は HERE 100°C と し た と き で ある が , WH 50°, 150°, 200°C に し じ て 行 つ 
て も 全く 同一 の 相対 的 傾向 を 示 し た 。 

5. p 型 の A 及び I zone か ら は As, n WOE 及び K zone か ら は Ni が 微量 
成分 と し て 検出 され た 。 

この 実験 に 当り , 直接 御 指導 を 仰い だ 竹内 常 彦 教授 , 試料 を 呈 供 し て 載 い た 秩父 鉱業 所 
DYER, BBE ATO BER Lic RKP EARS RN EK BHO BERT 
So また 本 実験 が 文部 省 科 学研 究 費 に 負う こと 大 で あぁ つた こと を 明記 し て 議 意 に 代え る 。 


1) 局部 分 光 分 析 は 東京 大 学 湊 助 数 授 の 所 で 行わ れ , 微量 成分 を 検出 し て 載 い た 。 
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日 本 炭田 図 (IV) 常 毅 炭 田 泉 地域 地質 図 な ら び ぴ びに 説明 書 , 地質 調査 所 地質 調査 所 で 
は 昭和 32 年 以来 , 日 本 炭田 図 を 刊行 し つ * あり , (I) 常磐 炭田 地質 図 な らち びに 説明 書 , 
(IT) 北 松 炭 田地 質 図 な ちび に 説明 書 , (1II) Babe ARR 22 Uc 
を 既刊 , 今回 表記 の (IV) が 刊行 され な た s 

AMM EBRADOPRBCSY), LBAOIMBARML, この 周辺 を 示す 5 万 分 の 1 地 
質 図 より 成る 。 爽 炭 層 は 白水 層 群 の 石 域 層 と 光 長 谷 層 群 の 五 安 層 と に 属し , 党 癌 線 泉 駅 の 
西方 1900m の 地点 に , 昭和 26, 27 年 に 掘 さ くさ れ た 試 鑑 に よ ょ つて 確認 され て いる が , 
農 存 面積 に つい て は まだ 確か め ら れ て いな い 。 

石 域 層 の 爽 炭 部 は この 下部 厚 さ 100m 内 外 の 部 分 で , RINE 6 層 か ら 成 り 。 上 か ら 1 
番 層 , 2 番 層 と 順次 名 付け られ , 特に 3 番 層 を 本 層 , 1, 2 番 層 を 上 層 , 4 番 層 を 下層 と 
呼ぶ 。 3 番 層 の 石炭 は 水分 5.289, 灰分 18.15, FEB 6108 Cal. で , 炭 質 は JISM 
1002 に よ ょ る 区 分 の D に 属す る 。 こ の 理論 埋蔵 炭 量 を 稚 下 離 法 に よ つ て 求め る と , HE 
定 , HE, 予想 の 総計 6,000 万 も と な る 。 (地質 調 査 所 昭和 34 年 12 月 発行 ) [大森 ] 


50 万 分 の 1 ww (AB). 地質 調査 所 北緯 38° か ら 以 北 , 40° に 至る 地域 の 
50 BAO | 編 貸 地質 図 が 刊行 され た 。 これ は 苗 に 発行 くさ れ た 「 新 潟 」 図 幅 の 北側 に 接 す 
る も の で あつ て , Bk BF, 秋田 , 山形 及び 新潟 県 (! 部 ) が 含ま れ て いる 。 古生代 は 
ゴト ラン ド 系 及び デボン 系 , 石炭 系 , 三 皿 系 , 母体 (も た い ) BR BaBRU 末 区 分 
古 生 層 に , SPARL PRESS, LMS SR, YAIR KUMP ELT APRA 
A HRMSTELTSTHAEA LEMAR RRDPEBC 分 けら れ , H=SRrx 15 
に , 第 四 紀 は 8 に 分 類 さ れ て いる 。 特に 北上 山地 , MEF, 新庄 盆地 , 山形 盆地 , 仙台 
附近 の 何れ に も 多数 の 最新 次 料 が と り 入 れ ら れ て お り , 待望 の 本 地質 図 が 発行 され た こと 
(BU ARWLELACHS. (地質 調査 所 , 昭和 35 年 3 月 発行 ) 【 大 森 ] 


Clays and clay minerals. Ada Swineford. 二 書 に は 第 5 EE LGR ERE BR 
で 発表 され た 29 論文 が 載せ られ て いる 。 こ の 中 の 1/3 は 粘土 の 物理 化学 的 研究 , 他 は 


粘土 の 鉄 物 学 的 研究 で ある 。 主 な 論文 は The surface chemistry of feldspars. Ex- 
perimental studies on micas. Structure of sepiolite. Reactions of feldspar 


and mica with water at low temperature and pressure. Hydrothermal altera- 
tion in some granodiorite. Dehydration of torbermorite. Factors affecting 
clay formation. Clay petrology of sediments. Water-vapor sorption on kaoli- 
nite. Surface area changes of a vermiculite by acid and thermal treatment. 

(Ax 411, Pergamon Press. 1959, $ 8.50) [大 森 ] 
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鉱物 学 及び 結晶 学 


8308, 斑 酸 塩酸 礼 石 イッ トリ ウム 鉄 枯 
ZEA Geller, S, Miller,C. E. 
当量 の 各 成 分 酸化 物 を 混合 し, 1350~ 
1400°C (2 mek> 4B EERBHEDS 50m01 9 
以上 の 場合 は 類 融 体 と な る の で , LON 
ラス を 1150°C で 2 時 間 annealing す 
SLMMABAES 5. 506 以下 の 場合 は 
類 融 しない の で , この 場合 は 冷却 後 粉 秩 
し 更に 加熱 を 繰返し , PRR Am 
せる 。 CagAl, (SiO4)3;-Y;Fe, (FeO4) 5 
系 で は 10~100 mol 9% Y,Fe, (FeO』)』 
の 間 に 固 落 体 が 形式 され , その 格子 恒 数 
Ay は 12.005 か ら 12.376 A まで 曲線 
的 に 変化 する 。 Mn,Al, (SiO』)。-Y。』Fe。 
(FeO』)。 系 で は 両端 成分 10 mol % 以 
下 の 範 囲 で , 本 格 石 の 単 相 が 形成 され , 
{iO Si CiLPaBAHOth, ス ビ ネル 構 
造 を も つた 化合 物 等 が 生成 され る 。 又 , 
Y を Gd で 置換 し た , Ca,Al, (SiO』)s- 
Ge,Fe, (FeO,), 系 で は 80mol9%% Gd, 
Fe,(FeO,)。 (a9=12.402A) が 作ら れ な た 
が , 10 或いは 202 の も の は 得 ら れず , 
固溶体 範囲 は CaAlSi-YFeFe 系 に 比 し 
更に せま い 。 (Am. Min., 44, 1115~ 
1120, 1959) [長谷 川 〕 


8309, 合成 ドロ マイ ト の 生成 Medlin, 
A 
MgCl, と CaCl, 落 液 に 尿素 を 加え , 

オー ドク グ クレープ ブ 中 で CO. REP CMA 
する と 200~250°C で ドロ マイ ト が 生成 
SM So 120~200° 凍 で は 塩基 性 炭酸 マ 
グ ネ シウム (5MgO-4CO,-5H,O) や ア 
ジブ カイ トト が 得 ら られ, 200~250° 問 で は 
Gia, BELG, Me の 塩基 性 塩 及 び 


ドロ マイ ト の 混合 物 が 得 ら れる 。 250°C 
以上 で は 方 解 石 と BLAS 生成 され 
る 。 純粋 な ドロ マイ ト は 220°410° 間 
で 得 ら れる 。 NaCl を 落 液 に 添加 する と 
ドロ マイ ィ イト の 生成 可能 温度 は 150~350° 
と な り , 他 の 多く の 塩類 (Li K, Cu, 
Ba, Cd, Zn- 塩 化物 , NaNO。, NaBr 
等 ) も 同様 な 影響 を 及ぼ ばす 。 RRA 
に ょ っ つて (NH,) ,CO+H,O-CO,+2N 
甘 。 の 如く 加水 分 解 し , 落 液 の PH ik 
PRAT ZODIAC HABIT Zo OF 
ay 4 } ABO YNRD PH は 6.5~ 
7.5 で あぁ つた 。 純粋 な ドロ マイ ト の み を 
生成 させ る 条件 の 数 例 は 次 の 如く CH 
る 。Ca/Mg 重量 比 1.4, NaCl 0%, kK 
2 2.996, JRE 230°; Ca/Mg ft 1.4, 
NaCl 1.5 及び 3.0%, RRS 2.996, 温 
度 220°; Ca/Mg ft 1.7, NaCl 7.19%, 


尿素 2.9%, 温度 220°, (Am. Min., 
44, 979~986, 1959) [長谷 川 ] 


8310, アル カリ 長石 (VI) N.Ireland, 
Slieve Gullion 地域 の サ ニ ィ ディ ELE 
長石 パー サイ . ト C. HF, 
Smith, J. V. 

N. Ireland, Slieve Gullion O7=x 
ル サ イ ト と グラ ノ フ ァ イ ア ー 環状 岩 脈 の 
詳細 な 野外 調査 と 鉱物 学 的 研究 を 行 な 
い , 岩石 及び アル カリ 長石 の 成因 を 明 ら 
か に し た 。 多量 の 斑 品 を 含む V7 AH 
AL, それ の 1/3 HR LR, ルル = 
7 PTO CARR L, 揮発 性 物質 
BARON, 72 VIA} OMB aH 
作用 が 行なわ れ た 。 この 活動 に 引 続 い て 
MCE Clee FSD 
7FUAY RAbERKIH4 F4 vb ER 
石 の 中 間 で あり , H&S AURA, TI 
ソ ク レ ー ス 及び ソー ダ に BUNRAOK 


Emeleus, 
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生か ら 成 る 。 斑 品 の 大 部 分 は 深 所 で ゆっ つ 
くり と マグ マ か ら 品 出し じ た も の で あり 
冷却 期間 中 に 均一 な サ ニ ィ ディ ン か ら 
unmixing eordergreaction Vs 
現在 の 組合 せ に 変 つ た の で ある 。 揮発 成 
分 の 局部 的 な 量 の 変化 が , 低温 型 組合 せ 
を 左右 する 大 き な 要 素 で ある と 考え られ 
So 稀 に マイ クロ ク グリン が 認め られ , 半 
成 岩 中 に 見 つか つた の は 最初 で あり , = 
れ は 碁盤 の 花 賠 較 緑 岩 か ら の FARRER nC 
ある と 考え られ る が , BUT VAVOUM 
IMC kOTHRADS 生成 され た も の か 
も し れ ぬ 。 (Am. Min., 44, 1187~ 
1209, 1959) CEA 
8311, #MERO Rb-Sr と 分 析 と 年 代 
stu Herzog, L. F., Pinson, W. 
Isl, |fre,,, le 1. NL: 

8 っ つの ペグ ゲ グマ タイ ィ イト HREERED Rb, 
Sr, 放射 性 Sr*? の 分 析 と 年 代 決 HER 
EMBVEIK KOCTROT 100 x 108&~ 
2600 x 108 年 の 範囲 の 5 DORMER DOD 
析 を 4 つの 研究 所 で 行ない , その 結果 を 
比較 し た き 。 HAMMERS +496 以下 の 誤差 
CH), CDAECKRTSBICKY 2 
% 以下 の 誤差 で 測定 する の が 可能 で あ 
Bo Rb は 1~29, Sr は 1~3% 内 の 
誤差 で 一 致し , 各 研 究 所 で 得 ら れ た 結果 
の 差異 は Rb と Sr の 標準 溶液 測定 の 借 
か の 差 と 分 析 試 料 の 不 均一 性 の 為 と 思わ 
れる 。 CDRH Tk Sr OYA 
MWIAA EME DO CREO RVC Rb を 多 
Cea ST Zokik 1x 108 年 以下 の 若い 
も の で も 正確 に 年 代 決 定 を 行なう こ と が 
可能 で ある 。(Am:. Jour. Sci., 258, 
191~208, 1960) (HAI 
8312, KKREAF SY BRU OBRER 
Wright, J. B. 

FI VPBRUNE ウル ボス ビ ネ ル と チ 
タン 鉄 鉄 の 離 溶 体 を 有する 磁 鉄 鉄 を 酸化 
状態 及び 違 元 状態 で 1250°C~1300°C に 


加熱 し た 。 酸化 状態 に 於 ける 実験 生成 物 
VARGO, BURFI v RAR BMF 
ン 石 より な る 。 選 元 状態 で は 酸素 が 取り 
去ら れ , 磁 鉄 鈴 と チタ ン 鉄 鉱 の 共生 試料 
が 均質 な Fe,0,-Fe,TiO, 系 の ス ビ ネル 
固 沙 体 と な る の が 見 られ た 4d 一 方 7 ソル 
RACHKVEF I VERE 有する 磁 鉄鉱 
試料 で は 驚く べき 小さ い 格 子 恒 数 を 有 す 
る スピ ネル 相 に 転化 し , その 場合 若干 の 
BRD TET SO OLBASNS(Min. 
Mag., 32, 1~92, 1959) CBS 


moaytROK Ws 

8313, Eire, Rosguill 半島 に 見 ら 泌 
る 半 泥 質 周 石 中 の 変成 分 結構 造 Knill, 
DR 

Co. Donegal, Rosuill 半島 で は 花 悦 
岩 体 中 に 包含 され た 半 泥 賀 岩層 中 に BS 
し い 族 成分 結構 造 が 見 られ る 。 分 結 物 は 
GAR, RE, Ba, TERRES d 
ら 成 り , 通常 半 泥 質 岩 中 に 見 られ る が , 
より 斑 質 の 岩石 中 に も 産 す る 。 風化 し た 
BARE Clas fom LP EOMWeaLT 
いる が 立体 的 に は 和 回 転 橋 円 体 又は 球体 
で , 橋 円 体 の 場合 長 軸 方 向 は 地層 の 堆積 
PICS EN CWS. 最も 普通 の 分 
結 物 は 微 欠 長 石 の 細い 被膜 で 取 囲 ま れ た 
Hee, ARE BARA BEAD 
成り , ZOD PREOREDO ES 
KUMEECH So 他 の 種類 の 分 結 物 は 粗 
粒 の 微 斜 長石 と 黒雲 母 と の 外 被 で 取 囲 ま 
れ た 細 粒 の 黒雲 坪 と 他 形 徴 余 長石 と か ら 
成り , 時 に 百 雲母 の 変 夷 唱 が 中 心 部 と 外 
被 と を 切る 事 が ある 。 最も 簡単 な 分 結 物 
(RSNA ENT ELALO BASED 
ら 成 つて いる 。 大 き な 結 品 (0.5mm 以 
上 ) を 成す 微 余 長 右 の あぁ る も の は , BE 
母 ) 草 青 石 , 時 に 十字 石 , 弐 線 石 の 包 裏 
物 を 持つ も の が ある 。 分 結 物 及び 泥 質 岩 


pies 


db 
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石 基 中 の 鉱物 の 結 品 順序 は 次 の fa < CH 
る 。 1) 昔 青 石 と 黒雲 母 , 2) 鞍 線 石 と 微 
RSA, 3) 繊維 状 品 子 4) 分 結 物 より 後 
期 形成 と 思わ れる 白 圭 母 及び 黒雲 庄 の 変 
Ego (Geol. Mag., 96, 374~376, 
1959) 【 植 田 ] 
8314, FES RA RRICR RS SHR 
BRO Rt RA Joplin, G. A. 
BRB BOREG AAR BIC 関係 あ 
る 塩基 性 岩 体 を 調査 し た 結果 成因 に 類似 
HEMET ALE RUBE 構成 する 一 
連 の 岩石 類 に 不変 隆 と 多様 人 性 と が 存在 す 
る 事 に 気がつい た 。 MEG RAREROR 
性 と 超 塩 基 性 か ら 超 酸性 迄 の 組成 を 持つ 
一 連 の 岩石 類 よ る 2 種 の 岩 虐 即ち HRS 
と 花 賠 関 緑 岩 質 の も の か ら 形成 され た も 
の で あぁ あぁ つて, BEBE Anite 
が 地 向 斜 準 積 物 中 に 導入 し , 叉 中 性 岩 類 
は 混成 作用 の 結果 生じ た も の で ある 。 JE 
成 作 用 は 2 期 に 豆 つ て 行わ れ , 最初 は 塩 
基 性 岩 類 と 深 所 変成 作用 の 結果 堆積 岩 中 
か ら 放 出 され た HO 及び CO, Olt 
学 反 店 に よ ょ つて BBA ARIK 行わ 
れ , 2 番目 の 混成 作用 は その 酸 隆 岩 柴 自 
身 に 依っ つて 行わ れ た 。 BMORA WH 
SN? THA C 岩 株 状 岩 体 を 形成 し 
た 。 塩基 性 岩 株 に 関す る 野外 観察 で は 1) 
塩基 性 岩 が 母 岩 と 明瞭 な 境界 を 持つ て 岩 
株 と し て 産 す る 。2) 塩基 性 岩 株 は 大 き な 
BAAD PT BUTEA EAD 
周辺 部 に 衛星 的 に 存在 し , 丁度 周辺 部 内 
に ある か 又は それ より 遠く 離れ る こと は 
な い 。 3) 花 向 隊 緑 岩 と トナ ル 岩 と は 塩基 
性 岩 株 より 後期 の DEAK CHa & AA 
上 央 な 境 を 持ち 叉 この 中 に 展 々 脈 状 に 入 つ 
て いる 。 484) 特殊 な 地域 で は 最も 後期 の 大 
き な 花 局 岩 質 岩 体 が 送 入 し , 之 等 は 所 請 
younger granite と 呼ば れる も の で , 
中 程度 の 福 曲 岩 と の み 関 連 し , 不 整 合 的 
BAL Chie subsequent bathylith 


と か discordant bathylith と か high 
level batholith と 称 さ れ て いる 。 9) 塩基 
性 岩 株 中 で は その 一 部 で ある 関 緑 岩 叉 は 
モン ゾ ニ = 岩 中 に 大 き な 塊状 或 は 皇 獲 岩 
SUVS WIRIR VC ea a MS & 塩基 性 岩 と が 普 
通 に 見 らち れる 。 ANADAR HERO Mle 
RES’ RAE FD 脈 に 沿 つ て 
発達 し て いる 。 6) WG ie ik 2 A WH 
り , 1 つ は 塩基 性 岩 と 密接 な 関係 を 持つ 
AR ERO DOCHY, 他 は 後期 の 花 
Mae ORAL 関係 ある る も の で ある 。 
7) 塩基 性 賃 入 岩 体 中 の 各種 岩 右 間 は 明瞭 
な 境界 を 持た ず 萩 移 関 係 に ある 。 8) MBE 
Aatk 早期 の 塩基 性 紀 入 岩 と 関係 ある 様 に 
思わ れる が 逆 に 後期 の 花 賜 岩 類 を 切 つ た 
様 に 見 える と ころ も ある 。 以上 か ら 塩 基 
性 岩 株 岩 体 逃 入 に 5 litt S76 MERE OR 
人 が 行わ れ , その 結果 混成 作用 が 行わ れ 
ChyrV Be BRL. (Geol. Mag., 
96, 361~373, 1959) [植田 】 
8315, Papua, Mt. Lamington の 
1951 年 の 噴火 Taylor, G. A. 

1951 年 に Mt. Lamington 示 穴 然 大 噴 
Kel; BRORBLUEBU Ro ID 
活動 に よ つ て 中 央 火 戸 丘 が 形成 され , LR 
TEMAS Mt. Pelée に 非常 に 良く 似 
て いる 。 Mt. Lamington は Papua の 
AGE FRIC & SES 6000 ft. の 山 で あり , 
第 三 紀 層 の 上 に 形成 され て いる 。 この 大 
Wet DCR UMS Hae BBO, i 
VED ER ALENT FEO CWS 山頂 に は 
ARIZA ( ASB 72 HK 4000 ft OF 
ETO KABHD, その 中 に 高 さ 2000 
ft DARKARBEZTWOS. ご の 火山 
は 13,000 年 前 に プリ = アン 型 噴火 を 行 
つた が , 有 有 実 後 の 活 動 は な か つた 。 1951 
年 の 活動 に 座 て は 噴火 の 6 日 前 に 前 駆 活 
動 が 始ま り , KAW CHC), 地震 が 
お こり , KAR WA, 大 山 灰 等 の 噴出 
が 次 第 に 強く な り 1 月 21 日 午前 10 時 40 
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分 , 大 爆発 を 起 し , KAD SRKEOM 
雲 を 吹き 出し , 68 PHM OMe EAI 
FEEL, 3000 人 が 死亡 し た 。 更 に 劇 し じい 
噴火 は 12 時 間 続 いた 。 下降 し た 熟 雲 の 
方 向 は BEL CK ADOBE UO ic 3 
配 さ きれ, 北側 に は 6 へ ~8 mB, 南側 に は 4 
5 EOWA CHANTS. BEOW 
DT lL ED ESS CHD, KA 
近い 所 で は 地表 に 溝 や きざみ 目 を 生じ た 
火山 灰 の 堆積 物 は 3 MAW SNS; 下 
MEL Te) Dike < ARR CH, FASEIE 
FRCL Cae eo IR ON, UK 
山 灰 流 の 塊状 の も の は 放射 状 の 谷 に の み 
認め られ る 。 大 噴火 の すぐ 後 か ら 大 口内 
に ドー ム が で き 始 め , 2 カ月 足 ち ず で 大 
EEA & 1500 ft. の 高 さ に 達し た 。 3 月 
の 始め に この ドー ム は 大 噴火 に より 区 ん 
ど 破 壊さ れ た が 再び 生長 し 始め 1952 年 
1 Alctz 1900 ft. HL. RBRK 
は ドー ム を 破壊 し た 後 で 急 に 終末 を つげ 
た 。 ドー ム を 形成 し て いる 岩石 は ユ ・ 酸 
化 角 関 石 安山岩 , 2. Se —Be— iA 
示 一 酸化 角 関 石 安山岩 , 3. 硬 石 管 一 角 際 
石 究 山 で あり , 2. が 最も 普通 の も の で あ 
y, 1.3. は 局部 的 に 認め ちら れる 。 平均 化 
堂 組成 (12 個 ) は SIO, 58.69, TiO, 1.31, 
Al,O, 16.36, Fe,O, 2.86, FeO 2.24, 
MnO 0.11, MgO 3.97, CaO 6.29, Na,O 
4.04, K,O 2.38, H,O+0.14, H,O- 
026; PLO; 101) SO, 0:88, CLO.18. 
な お この 論文 に は 120 枚 以 上 の 活動 状 
態 そ の 他 の 写真 が あり , 特に 熟 雲 の 下降 
状態 を 写し た も の は 秀逸 で あり , 一 読 を 
お 進め し た い 。 (Bur. Min. Resour. 
Aust. Bull. 38. 1~100, 1958) (#79 
8316, jSASRMRIC k AREOLA 
#7 Friedman, G.M. 
岩石 の 化学 分 析 の 代り に モー ド 分 析 か 
ら 計 算 に よ つ て , か な り 正 確 に 化学 成分 


を 求め る こと が で きる 。 下 表 Ic は 同一 


{ERI OM CDN 30 個 の 化学 分 
析 値 (Dennen, Ahrens, Fairbairn, 
1951) の 平均 値 の 合計 を , TiO,, MnO, 
P,O;, H,O を 除い て 10096 に 換算 し た 
も の で あり , Im は 同一 試 料 に つい て 
Chayes (1951) が 行 つ た 16 枚 の 薄 片 モ 
ー ド 分 析 の 平均 値 か ら 著 者 が 計算 に よ つ 
て 求め た 各 成 分 の 重量 % CHS. ML 

同様 に IIc は norite の 化学 分 析 値 
(Thaemlitz,D) か ら 換 算 し た も の , 1Im 
は 著者 の 行 つ た モー ド 分 析 か ら 計 算 に よ 
つて 得 ら れ た も の で ある 。 両者 は 夫々 極 
め て ょ よい 一 致 を 示し て いる 。 計算 は モー 


Ic Im IIc lIm 
SiO, 72.9 end 51.8 52.7 
Al,O3| 14.6 14.9 19.8 18.4 
Fe,O3| 0.4 0.5 oe 
FeO 1.0 1.3 6i2y yG.6 
MgO | 0.9 jie 8.9) (10.6 
CaO 1.4 1.5 9.4) (8.0 
MgO a 
A = 18.3 18.6 
Na,O| 3.3 2.8 2 
K,0 5.5 6.4 OF omer 
合 計 100.0 100.1 | 100.0 100.096 


ド 鉱 物 の 分 子 式 , 分 子 量 か ら 求め る も の 
で ある が , 長石 や mafic ORC HARE 
7 CASES OS HEHE 7 DIE, 比重 や 
光学 的 性 質 等 を 測定 し て その 成分 (AF 
Hh) を 推定 する 必要 が ぶ あ る 。 (Am. Min., 
45, 69~78, 1960) 【 長 谷川 〕 
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8318, 酸化 マン ガン 鉱床 Hewett, D. 
F., Fleischer, Michael. 
米国 に お いて 集め られ た 数 百 の 試料 を 
検討 し て , 4% BOR (tv v HVE MO 
origin が supergene か hypogene か 
CBRL Tw So supergene (3K 


> 
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る も の に は , groutite, hydrohausman- 
nite, lithiophorite, rancieite, hetae- 
rolite, hydrohetaerolite, chalcophan- 
ite, crednerite, woodruffite, wad 2% 
あり , hypogene 鉱物 と し て は manga- 
nosite, hausmannite, pyrochroite, 
bixbyite, galaxite, jacobsite, frank- 
linite, pyrophanite, ilmenite が ある 。 
supergene, hypogene いずれ で る も 生成 
され る よう に 思え る も の に は mangan- 
ite, pyrolusite, ramsdellite, crypto- 
melane, psilomelane, hollandite, 
braunite, coronadite が ある 。 また 米 
園 西南 部 地方 に お いて は BHA KISS 
広く 分 布 し て いる が , この 地方 の 酸化 マ 
YAY SEK, 現 旧 温泉 附近 の apron 部 の 
Riv y HY SK, 後期 第 三 紀 層 中 に 多 
い 酸 比 マ ン ガ ン 鉄 層 の 三 者 間 に は 成因 的 
に 密接 な 関係 が あぁ あり, 大山 地帯 の 地下 湊 
部 か ら の 熱 水 液 が 鉄 脈 を つく り , まな た 温 
RE UT 地表 に 湧出 し た も の は 融 石 ・ 重 
卓 石 な ど を 伴 つ て apron 部 に マン ガン 
酸化 物 を 沈 滋 させ , その 一 部 は 堆積 盆 に 
も 運ば れ て VV Ay BERS し め た 
LTC る So (Econ. Geol., 55,1~55, 
1960) [山岡 ] 
8319, 西部 アフ リカ Nsuta jigs sR 
の 満 雇 酸 比 物 と 関連 鉱物 Sorem, R. K., 
Cameron E.N. 

本 Gis Precambrian Birrimian 
series に 属す る 千 枚 岩 中 に あり , この 中 
に gondite の 層 を 挟む 。 鉱床 は レン ズ 状 
を 呈す る 風化 に よる 残留 性 の 酸化 満 俺 鉱 
床 で , SAL ORE, MME EL. 
塊状 又は 層状 の 固い も の か ら wad WARD ik 
い 粉 状 の もの 等 が ある 。 鉱石 は 生成 の 状 
態 か ら 3 種 に 大 別 さ れる 。 即ち 1) 交代 作 
用 に より 生じ た 滴 俺 酸化 物 か ら な る も の 
で 針 鉄 鉄 を 伴う 事 が ある 。 2) BRAVA 
上 月 を 充 し て いる も の 。 3) 可 沙 性 物質 の 疾 


腕 に より 本 質 的 に 残留 し た も の 。 これ 等 
は 夫々 密接 に 関係 し て いる 。 交代 性 鉄 石 
ABE: A, HAESOS ROD relict 
を 有 し , 満 俺 酸 比 物 の 交代 が 最も 少 い 部 
分 で は Golite が 生成 し て お り , 交代 作用 
は 酸化 作用 と この Golite の 酸化 鉄 へ の 転 
換 で 始ま る 。 BREET MMSO EDV 
colloform banding を 未 す 。 ZIABe FH 
す 脈 状 の も の は 対称 的 な 層状 叉 は IRAE 


| 造 を と り ;, pyrolusite, lithiophorite Z 


は この 両者 か ら な る 。 多く の 場合 この 鉄 
FULL 交代 性 鉱石 の 破片 を 部 分 的 
に 交代 つ に それ に 引き る づい て 沈 濾 じじ 

一 部 に は 拡散 に よる Nsuta MnO, と 
cryptomelane の 週 期 的 互層 が ある 。 こ 
NEDA Siete BAD 風化 と 満 俺 酸 
化物 と し て の 残留 濃縮 , その 残余 の 満 俺 
の 下部 へ の 移動 , 更に それ が 母 岩 を 交代 
し , 或いは 凌 隙 を 充 才 し て 生成 し た 。 し 
か し 或 る も ゃ の な は AMMO ME & FIBA 
の 他 の 満 俺 鉄 物 の 酸 上 物 へ の 変質 に よ つ 
THUR. 鉄 物 と し て は Nsuta MnO, 
が 最も A, これ は Y-MnO, WO 3 
X-ray pattern の 一 つ を 人 与え る 天然 酸化 
物 よ りな り , EOMOMARICd hon 
る 。 cryptomelane は 特に 容 線 中 の も 
の に Bow, EDO Ale BED o 

pyrolusite は 他 の の より 大 さき の 変化 が 
著しく , 0.003 mm~ 数 mm に わた り , 
交代 性 の 鉄 石 中 に は Fie C2 RAD % Diz 
多い 。 lithiophorite は 量 的 に 最も 少く , 
IRE UTRIBM PO RB UTC 産 す 
Bo これ 等 鉱物 の 共生 関係 は 複雑 で 生成 
順序 は 明確 化 出 来 な い が , 一 般 に 次 の 如 
く 考 えら れる 。 Nsuta MnO, irk ZAG 
々 片 の 交代 , cryptomelane に よる Nsuta 
MnO, の 局部 的 交代 , cryptomelane と 
Nsuta MnO, O22 OFEHE, pyrolusite 
の 充 塩 , lithiophorite D7HE, これ 等 
を 詳細 な 顕微 鏡 観 卒 及 び XPS EO TH 
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CWA (Econ. Geol., 55,278 ~ 
310, 1960) [鈴木 〕 
8320, Arizona, Johnson Camp 
の 関 亜鉛 鉱 中 の 懸 滴 状 黄銅 鉱 Baker, A. 
本 鉄 床 は Cambrian Abrigo format- 
ion の 古生代 石灰 岩 中 の 亜 狼 一 銅 を 伴う 
高温 交代 鉱床 で , SIRPR FR VC KBE Es 22 WIR DS 
ある が , WRAY EAMES 7s Te 石英 モ 
ン ゾ = 岩 々 株 が 関係 する 。 鉄 体 は 成層 
内 で 管状 を な す 板 状 鉄 床 で , SORIA 
は 鉱 液 の 導入 に 際 す る channel を 示す 
tBALNA 録 右 鉱 物 は 隊 亜 谷 鉄 ) 黄 
PGK, BIGROKASAS CHEEAGK AS a SAIC 
られ る 。 DEMIS De DE it GK & FES o 
その 他 磁 鉄鉱 , 灰 重石 が あぁ あり, MAE L 
CKRARIEA, iia, 右 英 , garnetite, 
中 岩 が ある 。 BAILS BREEL, 
化 鉱物 は 数 時 の 巾 を 呈す る 。 黄銅 鉄 は 
EMEC H SA, PYRG GAIA ER PAGK & 
共生 し , COPICHEN SRP 
下 で 認め られ る 小さ いも の か ら 0.lmm 
に 達する も の まで 懸 滴 状 を な し て 存在 す 
Bo — HRC PALER SASK O RE TD ALICIA 
配列 し , Acee CRQHRGAGKD 896 に 達する 
も の が ある 。 NEMO ROMO C 
Vt BERGA AS D BUF INS (a> DOA (EC 単 一 
TROD EMS HRA eT Ho 即ち 塊 
TRO BGK & OREM CT 全て の 場 
BSL Bh SED 7 wo) 0.03 mm 市 
の barren rim 2, IHRNCRA BABS 
その 大 さき を 増す zone と 多く の 場合 一 様 
な 大 き な 懸 滴 に よ つ て 占め られ る core 
の 部 分 か ら な る 。 LPL BA! BAI 
core に は 懸 滴 が 全く 人 各 ま れ な い 。 鉱床 全 
Miedo Te ) x OBIS k 0 A 7s BARES) 
SKA DVR GIRGRPGKOAS, TB, HBA 
PH GROROKS, 両者 の 割合 及び その 
関係 その 他 に 就 い て みる と , 懸 滴 の 犬 さ , 
量 か らち ら み る と , その 差異 は 付 液 の 通路 に 
対す る 位置 に 関係 する の で は な く , Ee 


SOR at St 


= 


の 層 位 学 的 位置 に よ つ て 変化 し , その 影 
絡 示 最も 強く あぁ あらわ れる 。 REGIA 
存する 所 で は 黄銅 鉱 懸 滴 は 殆ど 見 らむ な 
い 。 BERASKIT IL ERB IRD 8 OLISHC/ANIK 
状 の も の ん あり , これ に は 懸 滴 よ り 早 期 
か 同時 期 の も の と , 後期 の も の と が ある 。 
一 般 に 懸 滴 の 少 い 図 亜鉛 鉄 附近 で は そこ 
DERMROERDS<, ORME 
Wieck oR Es 4. 内 亜鉛 鉱 結晶 内 
の 懸 滴 状 黄 鉛 鉄 の 累 帯 配列 は , 結晶 粒子 
の 境界 附近 で は 離 次 に よる RIK FFL 
出し , 叉 結晶 内 に 対 し て は 小さ な 領域 に 
之 を 集中 せしめ る MAP MELAABT 
る か ら で , core We A し な いも の は 
そこ の 内 和 亜 錠 鉱 生成 時 に は 黄 鉛 鉱 が 伴わ 
れ な か つた か ら と 考え られ る 。 BRAILH 
化 作 用 の 時 期 に 行わ れ , 4 ORIGYRISTE 
環 し て いた 。 そこ で これ は 地質 学 的 温度 
計 と し て 付 化 作用 の 未 期 の 温度 を 示す る も 
の と し て 用 いら れ , 従来 の 実験 結果 か ら 
350~400°C と 考え られ る 。 (Econ. 
Geol., 55, 387~398, 1960) [鈴木 ] 
8321, Hercynian 鉱床 中 の 関 ウ ラ < 
鉱 の 若返り Davidson, C.F. 

西部 欧州 の Hercyn (Epa BVC BRT S 
BBE DENY 7 vy 鉄 の 産地 が ある が , それ 
等 は 大 中 し て 次 の 4 種 に 伴わ れる 。 1) 花 
fd er BO Se FS HP AD A OK ES - Bak 
脈 。2) Bettl ZRH D eA BeyE = = ッ ケ ル - 
コバ ルト - 蒼 銘 - 銀 鉱脈 。 3) Hercynian 
chain の 中 心 部 に 多い 一 般 に BERRGKS OF 
う 3 漢 熱 水性 鉱脈 , 0 Hercyn 75 ig 2 6 D 
hydrothermal flux に より 水 成 岩 中 に 生 
じ た 讐 染 鉄 床 , これ 等 の 中 生成 時 期 の 決 
定 さ れ た も の を 集計 する と 興味 ある 傾向 
を 示す 。 Hercyn filing 280~310 
m.y. で , Sierra de Albarraiia の 関 ツ 
ZV we FIAT SY 4 bik 250~340 
m.y., Bohemia® Jachymov Os¥ APA Y 
TVPROGAULC, 2nEe BARRED 


ib 
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も の と な る 。 Ld Cornwall, Erzgeb- 
irge その 他 の 銀 鉄 脈 及 び W6lsendorf 
OR A GEIR IFES % DIZEN 等 より る も 
100m.y. も 後期 で ある 事 を 示す 。 さこ で 
外観 上 Permian 後期 の 鉄 脈 が 果 し それ 
kT LW Dds, 叉 は 花 庫 岩 の 導入 と 同時 
RIDZAWWNCELY 7 v KO 専 鉄 化 作用 が あ 
つた の か が 重 要 と な る が , 各種 の 例 は 
Permian #Hi%1i Trias 初期 に 若返り 
の あつ た 事 を 想定 せしめ る 。 Jachymov 
で は Tertiary DBS ZARD BAD BUKIE 
HC, AVY TyRORRNAE ODS 
BAAS CoS. し か し 欧州 で 最大 の 
鉄 床 を 形成 する フラ ンス , ポル ト ガ ル の 
鉄 化 作用 が upper Mesozoic の 時 期 の る 
の は これ と は 全く 別 で , この 種 の 鉄 床 は 
Herceyn 花 出 岩 の 中 に 位置 し 破砕 岩 , 層状 
坦 岩 か らち ら な り , ポ ボ ポルトガル で は 脈 は 構造 
線 と 平行 し , SEVERNA EM 
は アル プス 造山 運動 中 に Hercyn (Epa 
か ら も た ら さ れ , フラ ンス で は 脈 は NW 
© Hercynian tardif の 叶 代 と 義 え られ 
いる 。 多く の 例 で は 人 鉄 石 は Hercyn の 
EO ALK Beas (cee St, 花 届 岩 の カ 
ォ オリ ン 化 , 絹 圭 母 化 , 線 泥 石化 , BRE 
化 の 各 作 用 を 伴い Marginal grade OG 
化 作 用 の 多く は 岩 脈 状 岩 株 の 形 を と り , 
比較 的 僅か な ウラ ン の BEATE ORE 
岩 中 に 見 られ る 。 その 生成 時 期 は ポル ト 
ANOBRCH 100m.y. 以下 , 752 
スズ ス で は 150m.y: で ぁ る 。 こ れ 等 の 硫化 
Me heaAy 7 v ROSIER BATE 
aa DDEATAD Hercynian Hei CAA 
IKD REC dH SSKUR PVE, FUT A 
tea) (EB D AMVC EGER L Ze O7s これ 等 の 
zone は 再び 開か れ 復 活 し, PU 7 vy GK 
の 若返る 鈴 液 を も る たら し た 。 Hercyn 鉄 
脈 群 と 関連 し て Athabaska DBI Sv 
鉄 々 脈 生 成 時 期 は 850~1,850m. y. の 
の 広い 軒 囲 で 変化 し て いる 。 以上 の 如き 


AE YL IRCA SUTHBZED YY 
DEPHOMR CHA 5. (Econ. 
Geol., 55, 383~386, 1960) [人 鈴木 〕 
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8322, Synchronous highs (石油 の 
形成 に 及ぼ ばす 特 に 恵まれ た 場所 ) Scho- 
Con RK. 

Synchronous highs は 堆積 する 際 海 
ERAS Se “hills” OD, ID 
origin (Bg L Clix Re, 堆積 作用 , 
Bann Situ. CHER D S 堆積 物 の 圧 
緊 作 用 , 被覆 作用 と それ ら の 組み 合せ に 
EOTHEST SLBA SNS. BICGYAO 
起源 , 移動 , BiRO 3 Reet ZH 
まし い 状態 を つく り 出 す ARID ある 。 
Synchronous highs の 主 な る 起源 で 者 
えら れる こと は , a) early compression- 
al anticline b) salt core structure 


c) mud core structure with intermit- 
tent surface extrusion d) tilted fault 
block 等 の 現在 の 堆積 物 よ り 過 去 の 地層 
に 於 いて 行っ つた 聞 吉 変 動 < よ る BABEDO 
も の の 凸 部 に 新 し ぃ 堆積 が 行わ れ , Deax 
の 反映 が あら われ た も の と , a) sand bar 


b) biocherm  c) drowned erosional 


remnant d) high due to differential 
compaction over buried reef 符 の 
sedimentary origin BBZRZbHNSo KH 
化 水素 鉄 席 の 成因 に 関す る 海底 の 凸 部 の 
役割 に つい て は 既に Adams (1930, 

1934) Clark (1934) 等 に は つて 力説 さ 
れ , 基 の 後 も 多く の 研究 者 に よっ つて 証明 
せら れ て いる 。 石油 の 根源 物質 と し て プ 
AN UN Gap) ED 7 YY 
トン も 太陽 光線 と 酸素 と 栄養 物 を 必要 と 
Tomb, Rerk owe. LOTT 
VEAL 72 Ret LAER, 沙 存 酸素 の 多 
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VT PCHET KE (SILL, 有機 物 を 多量 
に 含む 堆積 物 が 附近 の MB 7: EO Fat 
状態 の 場所 に 保存 され る と BAHN} 

石油 の 移動 , 蓄積 に 関し て も McCoy 
& Keyte (1934) lk で ME 

最近 Gussow (1955) に よ つ て まとめ ら 
れ て いる 。 現世 堆積 物 の 研究 に よれ ば, 

泥 中 の 炭化 水素 が 砂 へ 移動 する primary 
migration は 有機 物 堆 積 後 か な り 初 期 に 
BLWCW4ZLEBASLN So AiO 
secondary migration は , 十分 な 地層 
の 傾斜 或 い は 水圧 力 色 配 が 得 ら れ た と き 
に 行わ れる も の で synchronous highs 
の 場所 の 地層 の 状態 は 非常 に 好ま し い 条 
(PEER A CHABAD AY sort- 
ing % FLED IFPI Kd OM 堆積 し 
て いる 。 最後 に synchronous highs に 
関連 し た 油 田 の BAD 主 な る も の と し 
tc, U. S. Mid-Continent region, 

U. S, Eastern Interior region, App- 


alachian region, Rocky Mountain 
region, U. S. West Coast region, 
West Texas Permian basin, Gulf 
Coast region, Middle East, Cau- 
casus region, Trinidad を あげ て 説明 
し , sedimentary highs に 関係 する 
pool, erosional highs に 関係 する pool, 
erosional highs に 関係 する pool, in- 
herited highs に 関係 する pool を 説明 
し 最後 に synchronous highs こ 対す る 探 
鉄 に つい て 言及 し て いる 。 (Bull. Amer. 
Assoc. Petrol. Geol., 43, 1793~1834, 
1959) [阿部 〕 
8323, グレ イワ ツケ (カリ フ オ ル ニ ペ ヤ 
ML VASRUBBHHE) の カリ 長石 量 
Bailey, B. Hy, Inwin, W..P) 

カリ フォ オォ オル = マ の 北部 海 周 山腹 及び 西 
部 Sacrament Valley に は ジュ ラ 後 期 
2 5 BAA E COP VAIDYA 豊 
BCH Soon bEO7FV4AIY TIS, EO 


肉眼 的 岩 相 は 似 て いる が が, それ に 含ま れ 
る カリ 長石 の 量 は PREY BROWS 
数 百 個 に 及ぶ 試料 の 研究 に より , カリ 長 
BEBE, 上 記 の グレ イワ ツケ を 対比 
RS た 0 る の Ve 
MOV T7TAV AOR Re MAT SZ Ere 
Btn CH SAH & AMAA L7eo Sacrament 
Valley Giz, Knoxville( E#iva7), 
Shasta (TASHA) RU EMAC 
Sa, 順次 地層 の 若く な る に つれ て , F 
BOA) RASREOBMTS. Bw 
部 の Coast Range (2% 4* Franciscan 
OZ VAIVAI, 一 般 的 に は カリ 長 
Beets AERC FALTHS 
Franciscan 層 の 西方 の 今一つ の グレ イ 
7Y%@ belt tx Sacrament Valley 
ORAS tACMA<. カリ 長石 
を 含ん で いる が 7H ( ABR 中 期 の も 
の で あぁ あろ 3 う 3。 著者 は Sacrament Valley 
の 岩石 が 時 代 が 若く な る と 共に , AVR 
石 が 増加 する の は , 後背 地 で ある Klam- 
ath Mountain と Sierra Nevada が が 削 
KIEFER L, BUR AMET CON TEs 
岩 質 岩 石 の 量 が 増加 し , また 若い 花 剛 岩 
質 岩 石 に カリ 長石 が 豊富 で ある こと に 起 
因 す る も の と 考え て いる 。 WHOPMA 
EERUEIC AV RAMSAR OU, それ ら 
の 岩石 が Sacrament Valley O#GL 
同一 の 堆積 盆地 に 沈 誠 し た こと を 暗示 す 
5%>OCHS5.—_ (Bull. Am. Assoc. 
Petrol. Geol., 43, 2797~2809, 1959) 
(HA) 

8324, TKR DIELS DMMED 5 thie 
Me Bet SAK Imbrie, J., Polder- 
vaart, A. 

著者 の 一 人 Imbrie は Florena Shale 

(PE NN 
州 に 分 布 発 達し , calcite, dolomite, 
chert, clay を 主 成 分 と する “BMOVE 
質 岩 層 ) の stratigraphic facies の 詳 


me LOC, 


ip 
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細 な 研究 を 行 つ た 。 著者 等 は この 研究 次 
料 を 基 に し て 化学 分 析 値 か ら , 鉄 物 組 成 
を 定量 的 に 求め る 計算 法 を 試 染 し た 。 予 
備 的 操作 と し て MMOD 選択 を 行う 
が , この 場合 Florena Shale か ら 氏 定 し 
た 伝 物 種 は albite, apatite, hematite, 
pyrite, chert, 


ferrodolomite, illite, montmorillonite 


calcite, dolomite, 

chlorite, sericite CH4. M gypsum 
と rutile kx SOz, TiO, OTE 
を そ の まま 仮定 的 に 鉱物 成分 と Awe 
Ro 岩石 の 化学 分 析 百 分 比 を , 夫々 相当 
TSDFHECAY) 分 子 比 を 求め る 。 Na, 
O, P,O;, SOs, S は その 分 子 比 に 間切 
な 録 物 成分 の 分 子 量 を 掛け 夫々 albite, 
apatite, gypsum, pyrite と し て EK 
分 を 整理 する 。 次 に CaO と CO, OZ 
部 と それ と 同じ 程度 の MgO か ら calcite, 
doloinite を 作り , 

MgO の 残り と K,0 か ら そ の HWA 
合 に よ ょ つて illite, sericite, chlorite を 
作る 。 Fe,O, と Al,O, (x montmoril- 
lonite に 計算 し , SiO。 は 全部 まとめ て 
chert と し て 計算 する 。 以上 の 計算 で 得 
BNE eA (chert, calcite, do- 
lomite, total, clay) が +5 9% の 誤差 
HHA CHAI LEMBE し いた め に 適当 


(ferrodolomite) 


な 手段 が 必要 で ある 。 そこ で 次 の 2 つの 
実験 方 法 に より , 計算 値 と 実験 値 を 比較 


補正 し て みた 。 1) HCl ick SARE 
Wen, 計算 値 の total clay と chert 
と を 加え た 値 と 比較 し た 結果 , 平均 差 は 
0.7 % GID HEH tx total clay と 
chert に は 信頼 し 得る も の と 思わ れる 。 

2) 文 線 解 折 で 得 ら れ た quartz と 計算 
に よる chert と を 比較 し た 結果 , 約 2% 
の 差 で 全て の 試料 で 計算 値 の 方 が X 線 よ 
り も 多く 得 ら れ て いる 。 以上 の こと か ら 
AERIAL X MOAT HAT SOL 
化学 分 析 値 か ら 算定 され た 


total clay と total carbonate, chert 
は 約 596 の 精度 で 充分 に 活用 出来 る る の 
と 結論 し 得 た 。 こ の 方 法 は 更に 種々 の 水 
成 岩 系 に 対し て も , 広く 応用 する こと が 
出来 る ゃ の と 思わ れる 。 (Jour. Sed. 
Pet., 29, 588~595, 1959) (C&A) 
8325, テキ サス 州 Caldwell 地方 , 
Luling 届 田 産 ピ ソラ イト Kemp, A.H. 
当 油 田 は 長 さ 約 7 マ イィ ル , HES 4 
に わた る faulted monocline MAREYEC 
特徴 づけ られ て いる 。 主要 な 油層 は Ed- 
wards 層 (Comanchean Cretaceous 
で 産油 井 で 海面 下 1.590~1.720 ft に 存 
EG So EY IA ME 1936 IZ 2 OH 
田 の 油田 水 か ら 生 成 さ れ た 。 この 小 論 で 
は その 生成 状況 及び 特性 に つい て 記述 し 
て いる 。 WHO Edwords 層 は 多孔 
質 で 脆弱 な dolomitic limestone で あ 
る 。 油 と 水 は 相 伴 つ て 産出 し , この 水 は 
100°F 以上 , 塩分 濃度 も 高く NaCl, Mg 
Cl,, CaCl,, CaSO, Hiei Geese 
は 13,000ppm 以上 含ま れ て いる 。 こ の 
This Hic HS で 飽和 され て いで 
当初 は この 水 を San Marcos 河 に 注 流 
し て いた が , 魚類 に 害 ボ が ある の で 河 の 出 
水 時 まで 貯水 し 更に 有毒 な ガス ズ を 水 の FE 
NEE VRETF SARE LOR. Whe zk 
の ェ マ ル ジ ョ ン は に は settling tank で 分 離 
し , 水 は 高 さ 約 12ft DAMOKD top 
¥CGA~ 5 4 YFP EL CMU & EA 
され た 。 准 の 側面 に は 鐘 乳 石 と 石灰 華 が 
UL, ビ ソ ライ ト は 下降 流 に よる RAL 
Vee CRM EICAM Lito この ビ ソ ラ 
4 bie 38mm か ら 50mm まで あり そ 
の 形 は 球形 , 卵 形 か ら 不 規則 な も る の まで 
様々 で ある 。 Poe LIE し ば 少量 の 
原油 を 含み 多く の 薄い 同心 円 状 の RBA 
ル シ ウ ム (アラ ゴナ イト ) の 結晶 層 で か 
EE OE HC 
で 殆 ん ど 完 全 に 深 け 僅か に SiO, と Fe 


$528 a SK D Gh RA ab 


が 残る 。 ま た 分 光 分 析 の 結果 Ba, Sr が 
検 農 座 ae た ou Sed. Pet., 29, 
616~618, 1959) LHI 
8326, (HEE t BUO 堆積 条件 下 に お 
ける 葉 緑 論 の 一 次 分 解 , Hodgson, G. 
W., Hitchon, B. 

KELSO HR, 塩分 , PH, Eh な ど 
の 如何 に より , chlorophyll の 保存 と , 
その 最初 の 分 解 物 で ある 
や chlorophyllin (chlorophyll) の アテ ア 
ルカ リ 加水 分 解 に よる 水落 性 物質 ) に 転 
DER LIC OW CHL BRET 

, Jeet D metal-complexed por- 
oe の 存在 と 関連 し て 基礎 的 な 盗 料 
と 知見 を 得 よ うと し た も の で ある 。 実験 
材料 と し て 一 応 油 母 岩 の 堆積 条件 に 類似 
の も の を 設定 する た め , メキ シコ 湾 の Hh 
THER WOFELR MMA te 参考 と し , 
illite No. 35, montmorillonite No. 22, 
kaolinite No. 2 を 選び , これ ら の 水中 
OWS Ya vc, 少量 の chlorophyll を と か 
し た Nujol oil (f82..\c3$RED YOR 
含ん だ パラ フィ YROW) を 加え て , 用 
mie Ca Nene tC ey 
at et ek C Be A, 更に 
24 FRI L CUR S 76 

粘土 表面 に 吸着 す る chlorophyll と 
chlolophyllin の 量 は , clay-water sys- 
tem で は montmorillonite が 最大 で , 


pheophytin 


= 


illite が これ に 次 ぎ , kaolinite は は る か 
に 少な い 。 ま た 粒度 に 関係 し な い 。 pure 
aceton, 9596 aceton-596 water system 
の 伺 れ で も 前 と 同様 で ある が , この 場合 


は chlorophyll が 完全 に 保存 され る に 
反し 水 の 場 合 は , pheophytin え の 転 換 
が 著しい 。 

Illite 4~509%, 34 2~10% の 濃度 で 
chlorophyll の 分 解 保存 を 検 し た 結果 , 
clay-water で は 明か に illite の 増加 と 
共に total pigment は 多く 同時 に 
pheophytin え の 転 換 も 増す 。 ま た pH 
も 8.2~7.7 DUAL CTH SB, その 
減少 る 見 迷 せな い 。 salt-water, H,S 
system で は pH は 8.0~7.7 RL, 
結果 は 前 と 同様 で あつ た 。 kaolinite の 
場合 は PH 7.1~4.8 OL DBRT, 
殆 ん ど 完 全 に Pheophytin に 転換 し た 。 
montmorillonite で る も illite と 同様 で 
ある が , 濃度 大 の と き は ゲル を 作り やす 
く 不 明確 と な る 。 ア ルカ リ 層 元 条件 と し 
て , NaS 596 WR Ci (pH12.2~ 
12.0), liliet ev. Clk, pigment D 
保存 量 は ご く 僅 か で , pheophytin 70 
転換 も 殆 ん ど な い 。 MANIC CO HED 
MM cet Otic Pp HI が 最も 大 きく 作用 
FZ oR 
量 が 増加 し , 同時 に pheophytin え 
の 転換 も 増す 。 pH と Eh の 変化 を 関連 
させ た Teodrovich の geochemical 
environment (1954) の 中 で , 以上 の 結 
果 か ら chlorophyll の 分 解 , 保存 , 転位 
の 範囲 を 確認 し た 。 以上 の 他 石 灰 質 ~ 泥 
岩 相 に つい て る も 類似 の 実験 結果 を 得 た 。 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol, 
43, 2481~2492, 1959) [加藤 〕 


ae 


生 に 近づく は ほど, total pigment 
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昭和 35 年 度 会 長 及 び 評 議員 選挙 結果 報告 

新 会 則 に 基 ず いて , 先般 行わ れ た 二 会 会 長 及 び 評 織 員 の 選挙 結果 は , 投票 総数 130 S, 
無効 4 票 で , 下記 の 如く 新 会 長 及 び 新 評議 員 が 選出 され た 。 

会 & 河野 義 礼 
評 織 員 石川 俊夫 , KAR, 片山 信夫 , 加藤 毅雄 , ADA, MBE, 鈴木 謙三 九 , 
BRAS, TARE, 根本 忠 寛 , 原田 準 平 , 八木 健三 , 吉木 文平 , 吉村 豊 文 , 渡辺 武男 
(以上 二 年 任期 ) 上 田澤 一 , +R, 奥 海 靖 , FPS. REC, 三枝 守 維 , 未 野 尼 六 , 
千 藤 忠昌 , 冨田 達 , 野田 真 三 郎 , 早川 典 久 , HRB, ASE, RR, 吉沢 責 , ( 以 
上 年 任期 ) 
会 異 納入 の 件 本 年 度 会 旨 500 円 を 本 会 (振替 仙台 8825 KH) 宛 至 急 お 納め 下さ い 。 
未納 分 は 義 に 直接 お 知 ち せ し ま し た が , 特に 多額 に 漠 納 され て いる 方 は , 至急 お 納め 下さ 
ら な いと 。 会 誌 の 発行 が 停止 され ます の で 御 注 意 下さ い 。 


投稿 規定 投稿 者 は 次 の 点 に 注意 し て 下さ い 。 

1. 論文 は 原則 と し て 和文 原著 と し , 原稿 用 紙 に 当 用 漢字 を 用 いて 横 書 , 図 及び 表 を 含 
め , BED C7H (7.5 ポイ ント 活字 ) 以内 に と ど ま る よう に する 。 7 頁 を 超過 し た 場 
合 に は , この 超過 分 の 紅 用 は 著者 の 負担 と する 。 
2. 英文 原稿 の 場合 に は 和文 に 対す る 超過 組 料 を 著者 の 負担 と する 。 店 原稿 末尾 に は 和 


文 要 紀 を つけ る 。 

3. 図 は 自 紙 双 は 青色 印刷 の 方 眠 紙 に 墨 双 は 黒色 イオ ンク で 大 きく 書き , 1/2 Mid 1/3 な 
ど に 縮 太 する の に 適する よう ), ieee 号 を 大 きく 書く こと 。 図 の 数 は 出来 る だ け 少 な く 
aye fae 

4, 3|/AXR RSW CKO Mt Lt (#4. BRARIMASSA, 巻 , 
頁 , 年 )。 
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6. 別刷 は 希望 部 数 を 原稿 に 指示 する こと 。 但し 費用 は 著者 の 自 弁 と する 。 

7. 投稿 論文 は 受付 け 順 に 印刷 する が , 本 誌 の 発行 が 隔月 で ある た め , な る べく 内 容 に 種 
々 の も の を 和信 れ た い の で , 必ず し も この 順に 依ら な い 場 合 が ある 。 
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